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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルではレポートを公開するための Oracle Reports Servicesソフトウェアの構成
方法について説明します。また Oracle Reports Servicesを使用してレポートを公開するため
に用意されている各種オプションについても触れます。

Oracle Reports Servicesの新機能と変更点の新機能と変更点の新機能と変更点の新機能と変更点
このリリースでは次の機能が新しくなりました。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは Oracle Reports Servicesを使用して行うレポートの公開に興味をお持ちの
方を対象に書かれています。たとえば、すでにレポートを作成し、自社内の大勢の人達にそ
れを公開するという方や、誰かがかわりに作成したレポートがあり、それを他のユーザがア
クセスできるように運用するという方がいると思います。Oracle Reports Servicesソフト
ウェアをレポートの公開用に設定するには、オペレーティング・システム（たとえば、
Windows NTや Solaris）や Net8について十分な知識を持つ必要があります。Web上でレ
ポートを動的に運用しようと計画している方は、使用しているWebサーバーの構成につい
ても十分理解しておく必要があります。

新機能と変更点新機能と変更点新機能と変更点新機能と変更点 下記参照下記参照下記参照下記参照

Oracle HTTP Server powered by Apache。
httpds.confファイルが httpd.confに変更
されました。

第 3章「Windows NTおよび UNIX上での 
Oracle Reports Servicesサーバーの構成」

Oracle Portal。Oracle Portalを使用した Oracle 
Reports Services 6iのセキュリティ。

第 5章「Oracle Portalを使用した Oracle 
Reports Servicesセキュリティ」
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このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルには、次の章が含まれています。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
レポートの作成、Oracle PortalまたはOracle Reports Servicesの詳細は、次のマニュアルを
参照してください。

� 『Oracle Reports Developerレポート作成ガイド リリース 6i』J00918-01

� 『Oracle Reports Developer for Windowsスタート・ガイド リリース 6i』J00454-01

� 『Oracle Portal チュートリアル リリース 3.0』J02977-01

� 『Oracle9i Application Server for Windows and UNIX Formsアプリケーション Web利用
ガイド リリース 1.0.2』J02409-01

第 1章 Oracle Reports Servicesのアーキテクチャおよびレポートを構成する前に必
要な選択事項を紹介します。

第 2章 インストールについての情報を提供します。

第 3章 Oracle Reports Servicesサーバーの構成方法について説明します。

第 4章 Oracle Reports Servicesサーバーにレポート・リクエストを出すためのいろ
いろな方法について説明します。

第 5章 Oracle Reports Servicesと Oracle Portalを統合し、レポートへのユーザー・
アクセスを管理できるようにする方法を説明します。

第 6章 パフォーマンスと信頼性を高めるために、クラスタリング手法を使用して
Oracle Reports Servicesを構成する方法について説明します。

第 7章 XMLを利用して実行時にレポートのカスタマイズを適用する方法について説
明します。
x



第第第第I部部部部

 レポートの公開レポートの公開レポートの公開レポートの公開

第 1章「公開のアーキテクチャと概念」
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 公開のアーキテクチャと
1

公開の公開の公開の公開のアーキテクチャと概念アーキテクチャと概念アーキテクチャと概念アーキテクチャと概念

動きが速く競争の激しい今日のビジネス界では、しばしば地理的に分散された労働力の要件
を正確、かつ適切に決定するために、明確で最新の情報が必要とされています。そのような
情報のタイムリーな分配は、常に高信頼性で、コスト面でも優れ、かつその情報は求める人
すべてにとってアクセス可能なものであることが必要です。Oracle Reports Servicesは、質
の高いデータベース公開およびレポートのための、制限がなく、使いやすく、拡張性や操作
性に優れた解決策を提供するものです。

Oracle Reports Servicesは、Web上および企業全体における洗練された動的レポートを作成
するために情報システム（IS）開発者によって使用される非常に優れた企業レポート・ツー
ルです。 

Oracle Reports Servicesのサーバーベースのアーキテクチャでは、レポートの消費者が業界
標準フォーマットのレポートを表示するのに必要なものは、Webブラウザのみで十分です。
Oracle Reports Servicesは、カスケード・スタイル・シートを使用した HTMLおよび
Adobeの Portable Document Format（PDF）の作成を通し、Web上での質の高いレポート
の需要に応じた配布をサポートしています。レポートは、集中的に維持・管理され、すべて
のユーザーの PCに複雑なソフトウェアのインストールを必要としないため、メンテナンス
の諸経費は軽減されています。

1.1 Oracle Reports Services
Oracle Reports Servicesを使用すれば、レポートを実行するために複数層アーキテクチャを
インプリメントできます。また、Oracle Reports Servicesによって、リモート・アプリケー
ション・サーバー上でレポートを実行することもできます。 

Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたは Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレッ
トと組み合せて使用することで、Oracle Reports Servicesは標準的な URL構文を使用して
Webブラウザからレポートを実行することも可能になります。Oracle Reports Servicesは、
Windows NT、Windows 95または Unix上にインストールできます。クライアント要求を
操作し、すべてのジョブ要求を 1つのジョブ・キューに入れることによってレポートを実行
できます。いずれかのサーバーのランタイム・エンジンが有効になると、キューで待機して
いる次のジョブが実行されます。キューのジョブ数が増えると、サーバーはランタイム・エ
概念 1-1



Oracle Reports Servicesのアーキテクチャ
ンジンをサーバーのプロセス開始時に指定した最大数まで増やすことができます。同様に、
アイドル状態のエンジンは、指定した時間のアイドル状態を超えた場合、シャットダウンさ
れます。

Oracle Reports Servicesは、定義済の過去の最大ジョブ数を追跡します。レポートの最終的
なステータスとともに、ジョブがいつキューされたのか、開始されたのかおよび完了したの
かについての情報が保持されます。これらの情報は、Windowsの Oracle Reports Services 
Queue Manager（RWRQM60）から、もしくはAPIを使用して検索および再表示できます。
Oracle Reports Services Queue Managerは、Oracle Reports Servicesと同一のマシン上に存
在する場合も、クライアント・マシン上に存在する場合もあります。UNIXでは、Oracle 
Reports Services Queue Viewer（RWRQV60）を使用して Oracle Reports Servicesのキュー
を表示できます。

1.2 Oracle Reports Servicesのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Reports Servicesには、ユーザーのリクエストに応じていくつかの構成方法が考えら
れます。Web環境で使用する場合は、Oracle Reports Servicesのアーキテクチャは次の 4つ
の階層で構成されます。1 

� シン・クライアント層

� Webサーバー層

� Oracle Reports Services層

� データベース層

可能な構成方法の範囲は、すべての階層を同一マシン上に持つ場合から各階層をすべて別の
マシン上に持つ場合まで、様々です。最も一般的な構成方法は、階層を 3から 4つのマシン
上に分散させるものです。以下のグラフィックは、このような一般的な構成の概念を表して
います。

1 階層という言葉は、Oracle Reports Servicesのアーキテクチャに準ずる構成要素の論理的ロケー
ションを意味します。しかしながら、それぞれの階層は、同一マシン上にも、異なるマシン上
にも存在することがあります。

注意注意注意注意 : 非Webの場合（後で説明しています）はWebサーバー層が不要
なため、3つの階層になります。
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Oracle Reports Servicesのアーキテクチャ
1.2.1 Webアーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成
次に示す図は、Web環境における Oracle Reports Servicesの、2つの最も一般的な構成方法
を示しています。2つの構成の大きな相違点は、Oracle Reports ServicesとWebサーバーの
階層が同じマシン上に存在するか、異なるマシン上に存在するかという点です。最初の構成
の場合、Webサーバーと Oracle Reports Servicesは同一のマシン上に存在しています。2つ
目の構成の場合は、それらが異なるマシン上に存在しています。後者の場合、前者の場合と
は若干異なるセットアップが必要となります。

図図図図 1-1 Webアーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、3つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成
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図図図図 1-2 Webアーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、アーキテクチャ、4つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成つのマシンを使用した構成
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Oracle Reports Servicesのアーキテクチャ
1.2.1.1 Webレポートの処理レポートの処理レポートの処理レポートの処理
Webレポートは、次のように処理されます。

1. クライアントは、URLをタイプ入力するか、ハイパーリンクをクリックすることにより
Webブラウザにレポートを要求します。Webブラウザが、URLをWebサーバーに受
け渡します。

2. リクエストを処理するために、Webサーバーは構成されている Oracle Reports Services
サーバー CGIまたは Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットのどちらかをコー
ルします。

3. Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたはサーブレットは、そのリクエストを解釈し
ます。ユーザーは、ログオンが必要な場合はログオンします。Oracle Reports Services
サーバー CGIまたはサーブレットは、リクエストを Oracle Reports Servicesが実行可能
なコマンドラインに変換し、指定された Oracle Reports Servicesサーバーに送信しま
す。 

4. リクエストに許容時間が含まれる場合2、Oracle Reports Servicesはその出力キャッシュ
をチェックして、そのリクエストを満たす出力がすでに存在しているかどうかを決定し
ます。キャッシュ内にリクエストを満たす出力があった場合、サーバーはレポートの実
行よりも、その出力を返すことを優先して行います。 

5. Oracle Reports Servicesは、ジョブ・リクエストを受け取り、それをキューに入れます。
ランタイム・エンジンのいずれかが使用可能になると、3そのランタイム・エンジンが実
行するためのコマンドラインを送ります。

6. ランタイム・エンジンは、レポートを実行します。

7. Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたはサーブレットは、レポート出力を Oracle 
Reports Servicesから受け取り、それをWebサーバーに送ります。

8. Webサーバーは、そのレポート出力をクライアントのWebブラウザに送ります。

2 Oracle Reports Servicesに送るどのようなジョブ・リクエストにも、TOLERANCE引数を含め
ることができます。TOLERANCEは、要求者が許容できる最も古い出力を定義します。たとえ
ば、要求者が TOLERANCEとして 5分を設定した場合、Oracle Reports Servicesはキャッシュ
をチェックして過去 5分以内に作成された複製レポート出力を探します。

3 Oracle Reports Servicesを構成する際に、使用可能な最大ランタイム・エンジン数を指定できま
す。Oracle Reports Servicesにおいてこの最大数を下回る場合は、リクエストを扱うために新し
いランタイム・エンジンを開始することもできます。そうでない場合は、現在のランタイム・
エンジンが現在のジョブを完了するまで、リクエストの実行を待つ必要があります。
公開のアーキテクチャと概念 1-5
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1.2.2 非非非非 Webアーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成アーキテクチャ：サーバーの構成
非Webアーキテクチャは、WebブラウザやWebサーバーを持たないという点がWebアー
キテクチャと異なります。レポート・リクエストは、Oracle Reports Services Launcherまた
はコマンドライン（RWCLI60）などのシン・クライアントから、Oracle Reports Servicesに
送られます。非Webアーキテクチャは、なんらかの理由によってレポートを実行するのに
Webを使用できないユーザーにとって便利なものです。

図図図図 1-3 非非非非Webアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

 

1.2.2.1 レポートの処理レポートの処理レポートの処理レポートの処理
非Web環境では、レポートは次のように処理されます。

1. クライアントは、コマンドライン（RWCLI60）、Oracle Reports Services Queue 
Managerまたは Oracle Reports Services Launcher（ActiveXコントロール）を使用して
レポートを要求します。ユーザーは、ログオンが必要な場合はログオンします。

2. Oracle Reports Servicesは、ジョブ・リクエストを受け取り、それをキューに入れます。
ランタイム・エンジンのいずれかが使用可能になると、そのランタイム・エンジンが実
行するためのリクエストを送ります。

3. ランタイム・エンジンは、レポートを実行します。

4. Oracle Reports Servicesにジョブが完了したことが伝えられます。
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Oracle Reports Servicesの構成方法
5. Oracle Reports Servicesが同期的にコールされていた場合、クライアントにジョブが完
了したことが伝えられます。また、ジョブ・リクエストにおいてコマンドライン・クラ
イアントの宛先タイプ（DESTYPE）に localfileが設定されている場合、出力はクライ
アントに送られます。

1.3 Oracle Reports Servicesの構成方法の構成方法の構成方法の構成方法
Oracle Reports Servicesの構成方法は、システムの要求事項によって様々です。Oracle 
Reports Servicesを構成する前に、自分の要求事項に基づいて重要事項を決定する必要があ
ります。事前にそのような重要事項を決定しておくことにより、構成プロセスは非常に簡単
になります。これらの決定事項は、次の各項で説明されています。

1.3.1 使用可能な使用可能な使用可能な使用可能な Webリクエストおよび非リクエストおよび非リクエストおよび非リクエストおよび非 Webリクエストリクエストリクエストリクエスト
1.2項「Oracle Reports Servicesのアーキテクチャ」にあったように、Oracle Reports 
ServicesはWebのシン・クライアントおよび非Webのシン・クライアントの両方からの
ジョブ・リクエストを受けられます。Webの場合、ユーザーはWebブラウザにおいて URL
をクリックまたはタイプ入力することでレポートを実行でき、URLによって、レポート出力
をブラウザ上に返したり、指定した宛先（たとえば、プリンタ）に送ることができます。非
Webの場合、ユーザーはマシンにインストールされているクライアントのソフトウェア
（Net8および、Oracle Reports Services Launcher、Oracle Reports Services Queue Manager、

RWCLI60から成る Oracle Reports Services Thin Client）を使用してジョブ・リクエストを
出します。 

ユーザーがWebクライアントからレポートを発信するためには、Oracle Reports Services
サーバー CGIまたは サーブレットをWebサーバーにインストールして、Webサーバーと
Oracle Reports Services間で通信が行われるようにする必要があります。CGIまたはサーブ
レットは、WebサーバーがWebクライアントからのレポート・リクエストを処理するため
に必要です。詳細は、1.3.2項「Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたはサーブレットの
選択」を参照してください。ユーザーが非Webクライアントからレポートを発信するため
には、レポート・リクエストを発信する予定のある各マシンに、必要なクライアント・ソフ
トウェア（Net8や Oracle Reports Services Thin Client）をインストールする必要がありま
す。 

構成の視点から見た、Webリクエストと非Webリクエストの有効化の重要な相違点は、次
のとおりです。

� Webリクエストを有効化する場合、Webサーバーにいくつかの追加ソフトウェア
（Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたはサーブレット）をインストールする必要
がありますが、Webブラウザ以外にクライアント・ソフトウェアをインストールする必
要はありません。

� 非Webリクエストを有効化する場合、Oracle Reports Servicesにジョブ・リクエストを
発信する予定のあるすべてのマシンにクライアント・ソフトウェアをインストールし、
メンテナンスする必要があります。 
公開のアーキテクチャと概念 1-7



Oracle Reports Servicesの構成方法
Webの場合の方が、クライアントのメンテナンス・コストを軽減でき、明らかにコスト面で
優れていることが分かります。しかし、他の理由で、非Webリクエストを発信することが
必要となる場合もあります。Oracle Reports Servicesは、Webおよび非Web両方のリクエ
ストをサポートしており、相互排他的ではありません。

1.3.2 Oracle Reports Servicesサーバーサーバーサーバーサーバー CGIまたはサーブレットの選択またはサーブレットの選択またはサーブレットの選択またはサーブレットの選択
1.3.1項「使用可能なWebリクエストおよび非Webリクエスト」で説明したように、Web
環境で Oracle Reports Servicesを使用するには、Webサーバーと Oracle Reports Services間
におけるジョブ・リクエストの送信や出力を処理するために、Oracle Reports Servicesサー
バー CGIまたはサーブレットをインストールして構成する必要があります。どちらをインス
トールするかを決定する場合の重要な考慮事項は、次のとおりです。

� CGI関連のWebサーバー（たとえば、Oracle9i Application Server、Oracle Portal 
Listener）を使用している場合は、Oracle Reports Servicesサーバー CGIを選択します。

� JavaベースのWebサーバーを使用している場合は、Oracle Reports Servicesサーバー・
サーブレットを選択します。

1.3.3 Oracle Reports Servicesのロケーションの選択のロケーションの選択のロケーションの選択のロケーションの選択
1.2項「Oracle Reports Servicesのアーキテクチャ」で説明しているように、Oracle Reports 
ServicesはWebサーバーと同じマシン上に設けることも、異なるマシン上に設けることも
できます。どのマシン上に設けるかを決定する際、次の事柄を考慮してください。

� Oracle Reports ServicesとWebサーバーを同一マシン上に設ける場合、必然的により多
くのマシンのリソースが必要となります。両方を同一マシンに設ける場合、マシンのリ
ソース要件（メモリーおよびディスク容量）を決定する際にこのことを考慮する必要が
あります。

� Oracle Reports ServicesとWebサーバーを同一マシン上に設けることによって、ネット
ワークの通信量を軽減できます。Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたはサーブ
レットは 、Webサーバーと同一のマシン上に存在する必要があります。Oracle Reports 
Servicesを異なるマシン上に設ける場合、Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたは
サーブレットへ発信した情報は、ネットワーク全体を通ることになります。しかし、同
一マシン上にあれば、情報がネットワーク上を通る必要はありません。

第 3章「Windows NTおよび UNIX上での Oracle Reports Servicesサーバーの構成」に、
Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットを使用した Oracle Reports Servicesの構成
ガイドラインが示されています。
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Oracle9i Application Serverと Oracle Reports Servicesのインスト
2

Oracle9i Application Serverとととと

Oracle Reports Servicesのインストールのインストールのインストールのインストール

Oracle Reports Servicesは、Oracle9i Application Serverの Enterprise Editionの一部として
インストールされます。大量のトランザクションを処理する中規模から大規模のWebサイ
トでは、Enterprise Editionを使用することをお薦めします。

ユーザーの利便性を考慮して、Common Gateway Interface（CGI）をサポートするWebリ
スナーである Oracle HTTP Server powered by Apacheが提供されています。Oracle HTTP 
Server powered by Apacheは、Oracle Universal Installerによってインストールできます。
Oracle Universal Installerは、Oracle9i Application Serverに付属しています。

Oracle Reports Servicesのインストールの詳細は、『Oracle9i Application Serverインスト
レーション・ガイド』を参照してください。必要な要件および作業はすべて、このマニュア
ルに記載されています。

2.1 Oracle Universal Installerについてについてについてについて
Oracle9i Application Serverでは、Javaベースのツールである Oracle Universal Installerを
使用して、環境変数の構成ならびにコンポーネントのインストールをします。インストーラ
では、インストール・プロセスのステップごとに説明が表示されるので、様々な構成オプ
ションを選択できます。

インストーラには、次の処理を実行する機能があります。

� 製品のインストール・オプションの参照および提供

� 事前設定された環境変数および構成設定の検出

� 環境変数および構成設定のインストール時の設定

� 製品の削除
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Oracle HTTP Server powered by Apacheについて
2.2 Oracle HTTP Server powered by Apacheについてについてについてについて
Oracle9i Application Serverでは、Oracle HTTP Server powered by Apache Webサーバー・
テクノロジが使用されます。Apache Webサーバー・テクノロジを使用すると、次のものが
提供されます。

� 拡張性

� 安定性

� 速度

� 伸展性

Apacheサーバーでは、HTTPリクエストの処理がそのモジュール（mods）に委譲されま
す。このモジュールによって、デフォルトではサーバーに備わっていない機能が追加されま
す。Apache APIを使用すると、Apache機能の拡張が容易になります。すでに多くのmods
が作成されており、それらは CD-ROMに格納されています。デフォルトの Apache HTTP
サーバーでは小規模なトランザクション1のみがサポートされていますが、Apache JServ
（mod_jserv）によって提供される機能を利用することによって、大規模なトランザクション

2をサポートするように構成できます。Apache JServ（mod_jserv）は、『Oracle9i 
Application Server概要』で説明されています。

1 小規模なトランザクションは、リクエストと応答から成ります。小規模なトランザクションで
は、ユーザー（リクエスタ）についての情報はシステムによって追跡されず、各トランザク
ションは、その前後のトランザクションと関連していません。

2 大規模なトランザクションは、データベース・セッションに似ています。これは、ユーザー
（トランザクションの起動側）についての情報が、トランザクションの 1つ以上のフェーズで、
システムによって追跡されるためです。大規模なトランザクションでは、ユーザー情報の他に、
トランザクション内の 1つ以上の先行イベントの状態（ある瞬間の状態セット）もシステムに
よって追跡されます。
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Windows NTおよび UNIX上での Oracle Reports Servicesサーバーの
3

Windows NTおよびおよびおよびおよび UNIX上での上での上での上での

Oracle Reports Servicesサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成

Oracle HTTP Server powered by Apacheとともに Oracle9i Application Serverをインストー
ルすると、Windows NT環境および UNIX環境において、Oracle Reports Servicesサー
バー・サーブレットと Oracle Reports Servicesサーバー CGIが自動的に構成されます。この
章では、デフォルトで提供された構成を手動で変更する方法について説明します。

また、Oracle Reports Servicesサーバーの起動方法や停止方法、および構成環境変数につい
ても説明します。

3.1 Oracle Reports Servicesサーバーの起動および停止サーバーの起動および停止サーバーの起動および停止サーバーの起動および停止
この章では、Oracle Reports Servicesサーバーを起動、停止および再起動するように求めら
れます。これを行う方法を次に示します。

3.1.1 Oracle Reports Servicesサーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動
次の項では、Windows NTまたは UNIX上で Oracle Reports Servicesサーバーを起動する方
法について説明します。
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3.1.1.1 Windows NT上での上での上での上での Oracle Reports Servicesサーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動
Windows NT上で Oracle Reports Servicesサーバーを起動するには、次のステップに従いま
す。 

1. Oracle Reports Servicesサーバー・マシンのデスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「設定」「設定」「設定」「設定」→→→→
「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール  パネル」パネル」パネル」パネル」を選択して、 （サービス）をダブルクリックします。

2. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「Oracle Reports Server [repserver] 」
（repserverは Oracle Reports Servicesサーバー・インスタンス名）を選択して「ス「ス「ス「ス
タートアップ」タートアップ」タートアップ」タートアップ」をクリックし、「サービス」ウィンドウを表示します。

3. スタートアップ・ダイアログ・ボックスで、「ログオン」「ログオン」「ログオン」「ログオン」セクションの「アカウント」「アカウント」「アカウント」「アカウント」
をクリックし、オペレーティング・システムのユーザー名とパスワードを選択します。
これで、そのサーバーがそのユーザーとして実行されるよう指定されます。

PostScriptまたはプリンタに出力するときは、Oracle Reports Servicesサーバーのサー
ビスを実行しているユーザーがデフォルトのプリンタに対するアクセス権限を持ってい
ることを確認してください。システム・アカウントは、通常、プリンタへのアクセス権
限を持っていません。

4. 「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」を「自動」「自動」「自動」「自動」に設定します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「スタートスタートスタートスタート」をクリックします。「サービス・コントロール」「サービス・コントロール」「サービス・コントロール」「サービス・コントロール」メッセージ・ボックスに
Oracle Reports Servicesサーバーが起動した日時が表示されます。Oracle Reports 
Servicesサーバーが起動しない場合は、付録 G「トラブルシューティング」を参照して
ください。

Oracle Reports Servicesサーバーを初めて起動したとき、Oracle Reports Servicesサー
バーの構成ファイル（たとえば repserver.ora）が
ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリに作成されます。Oracle Reports 
Servicesサーバーのキャッシュの設定はデフォルトで設定されます。構成ファイルを変
更して、キャッシュ・ディレクトリを変更したり、レポートのソース・パスを設定でき
ます。構成ファイルを変更したら、Oracle Reports Servicesサーバーを停止して再起動
し、変更内容を有効にします。
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3.1.1.2 UNIX上での上での上での上での Oracle Reports Servicesサーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動
UNIX上で Oracle Reports Servicesサーバーを起動するには、次のステップに従います。

1. $ORACLE_HOME/BINディレクトリから次のコマンドラインを実行して、Oracle 
Reports Servicesサーバーをフォアグラウンドで実行します。 

rwmts60 name=repserver

あるいは、次のコマンドを実行して、Oracle Reports Servicesサーバーをバックグラウ
ンドで実行します。

rwmts60 name=repserver &

2. $ORACLE_HOME/BINディレクトリから次のコマンドラインを実行して、Oracle 
Reports Servicesサーバーが稼動していることを確認します。

rwrqv60 server=repserver

Oracle Reports Servicesサーバーのステータスの列（NAME、OWNER、DESTなど）
が表示されます。ただし今はジョブが実行されていないのでステータス情報は表示され
ません。

Postscriptあるいはプリンタに出力するときは、
（$ORACLE_HOME/guicommon6/tk60/ADMINディレクトリにある）uiprint.txtファイ
ルでプリンタを構成する必要があります。

3.1.2 Windows NT上での非サービスとしての上での非サービスとしての上での非サービスとしての上での非サービスとしての Oracle Reports Services
サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動

次のコマンドを実行します。

rwmts60 -listen repserver

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -listen repserver batch=yes

repserverにドメイン修飾子（.worldなど）を付加する必要はありません。
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3.2 Oracle Reports Servicesサーバーの停止サーバーの停止サーバーの停止サーバーの停止
次の項では、Windows NTおよび UNIX上で Oracle Reports Servicesサーバーを停止する方
法について説明します。

3.2.1 Windows NT上での上での上での上での Oracle Reports Servicesサーバーの停止または削除サーバーの停止または削除サーバーの停止または削除サーバーの停止または削除
Windows NT上で Oracle Reports Servicesサーバーを停止するには、次のようにします。

1. Oracle Reports Servicesサーバー・マシンのデスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル「ファイル「ファイル「ファイル
名を指定して実行」名を指定して実行」名を指定して実行」名を指定して実行」を選択します。

2. 次のコマンドライン引数を入力します。

rwmts60 -uninstall repserver

あるいはバッチ・モードの場合は次のように入力します。

rwmts60 -uninstall repserver batch=yes

repserverにドメイン修飾子（.worldなど）を付加する必要はありません。

3.2.2 UNIX上での上での上での上での Oracle Reports Servicesサーバーの停止サーバーの停止サーバーの停止サーバーの停止
Oracle Reports Servicesサーバーを停止するには、次のいずれかを行います。

� Oracle Report Servicesサーバーがフォアグラウンドで実行されている場合は、停止する
ウィンドウにフォーカスされていることを確認し、[Ctrl]キーを押しながら [C]を押し
ます。

� Oracle Report Servicesサーバーがバックグラウンドで実行されている場合は、コマンド
ラインで次のように入力します。

ps -ef |grep 'rwmts60'

その後、次のように入力します。

kill -9 process_number
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3.3 Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットの構成サーバー・サーブレットの構成サーバー・サーブレットの構成サーバー・サーブレットの構成
Oracle HTTP Server powered by Apacheを使用する場合、次の 2つの Oracle Reports 
Servicesサーバー・サーブレット構成があります。いずれも手動で変更できます。

� JSDKを使用する Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレット

� JServを使用する Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレット

3.3.1 JSDKを使用するを使用するを使用するを使用する Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットのサーバー・サーブレットのサーバー・サーブレットのサーバー・サーブレットの
構成構成構成構成

次の構成では、Oracle HTTP Server powered by Apacheが次のディレクトリにインストール
されていることを前提としています。

/private1/ias

また、Oracle Reports Servicesサーバーが次のディレクトリにインストールされていること
も前提としています。

/private1/ias/6iserver

JSDKを使用する Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットを構成するには、次のス
テップに従います。

1. 次のエントリを Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットのプロパティ・ファイ
ル servlet.propertiesに追加します（Oracle Reports Servicesサーバー・サーブ
レットのプロパティ・ファイルは、たとえば
/private1/ias/Apache/Jsdk/examplesにあります）。

servlet.RWServlet.code=oracle.reports.rwcgi.RWServlet

2. Webサーバーの Javaクラス・ディレクトリに、ディレクトリ階層
oracle/reports/rwcgiを作成します。

/private1/ias/Apache/Jsdk/examples/oracle/reports/rwcgi

その後、この新しいディレクトリに、次の場所にある RWServlet.classファイルを
コピーします。

/private1/ias/6iserver/reports60/java

3. 前のステップのルート・ディレクトリを CLASSPATH環境変数に追加します。また、
/private1/ias/Apache/Ojsp/lib/servlet.jarを CLASSPATH環境変数に追加
します。次に例を示します。
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setenv CLASSPATH /private1/ias/Apache/jdk/bin:
/private1/ias/Apache/jdk/lib/classes.zip:
/private1/ias/Apache/Jsdk/examples:/private1/ias/Apache/Ojsp/lib/servlet.jar:
$CLASSPATH

4. 次のように PATH変数を設定します。

setenv PATH /private1/ias/6iserver/bin:/private1/ias/Apache/Apache/bin:
private1/ias/Apache/jdk/bin:
private1/ias/Apache/jsdk/bin:$PATH

5. Oracle Reports Servicesサーバーを起動します。

6. 次のコマンドを実行することによって、Oracle Reports Services Server Servlet Runner
を起動します。

servletrunner &

7. 次のようにして、Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットが実行されているこ
とを確認します。

a. ブラウザから次の行を実行し、インストールおよびセットアップが正常に行われて
いることを確認します。

http://hostname:portno/servlet/RWServlet/help?

各項目の内容は次のとおりです。

これにより、「ヘルプ」ページがアクティブであることが示されます。

b. ブラウザから次の行を実行し、Oracle Reports Servicesサーバーが起動されている
ことを確認します。

http://hostname:portno/servlet/RWServlet/showjobs?
server=repserver

c. ブラウザから次の行を入力し、レポートを実行します。

http://hostname:portno/servlet/RWServlet?server=repserver+
report=ReportName+destype=cache+userid=ConnectString+desformat=htmlcss

キー・マッピング用の cgicmd.datファイルを使用することもできます。

構成ファイルを変更した後は、変更内容を認識させるために Oracle Reports Servicesサー
バーを停止して再起動する必要があります。

hostname Apache Listenerが実行されているマシン名

portno Apache Listenerが起動されているポート名
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3.3.2 JServを使用するを使用するを使用するを使用する Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットのサーバー・サーブレットのサーバー・サーブレットのサーバー・サーブレットの
構成構成構成構成

Jservを使用する Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレットを実行するように Oracle 
HTTP Server powered by Apacheを構成するには、次のようにします。変更は
ias_home/Apache/Jserv/etc/jserv.propertiesファイルに対して行います。
ias_homeは、Oracle9i Application Serverをインストールした場所です。

1. 次の行を追加します。

wrapper.classpath=ias_home/Apache/Jserv/servlets

2. wrapper.env=ORACLE_HOME=ias_homeという行を次のように変更します。

wrapper.env=ORACLE_HOME=ias_home/6iserver

3. wrapper.env=LD_LIBRARY_PATH=ias_home/libという行を次のように変更しま
す。

wrapper.env=LD_LIBRARY_PATH=ias_home/lib:ias_home/6iserver/bin:ias_home/
6iserver/lib

4. 次の行を Apache/Jserv/etc/zone.propertiesファイルに追加します。

servlet..RWServlet.code=oracle.reports.rwcgi.RWServlet

5. RWServlet.classファイルを次のディレクトリにコピーします（このディレクトリの
作成が必要な場合もあります）。

ias_home/Apache/Jserv/servlets/oracle/reports/rwcgi

http://host:port/servlet/RWServletという URLによってサーブレットが実行
されます。

6. Oracle Reports Servicesサーバーを起動します。

7. 次のコマンドを使用して、Oracle HTTP Server powered by Apache Listenerを起動しま
す。

httpdctl start

8. 次のようにして、Oracle Reports Servicesサーバーが実行されていることを確認します。

a. ブラウザから次の行を実行し、インストールおよびセットアップが正常に行われて
いることを確認します。

http://hostname:portno/servlets/RWServlet/help?

これにより、「ヘルプ」ページがアクティブであることが示されます。
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b. ブラウザから次の行を実行し、Oracle Reports Servicesサーバーが起動されている
ことを確認します。

http://hostname:portno/servlets/RWServlet/showjobs?
server=repserver

c. ブラウザから次の行を入力し、レポートを実行します。

http://hostname:portno/servlets/RWServlet?server=repserver+
report=ReportName+destype=cache+userid=ConnectString+desformat=htmlcss

キー・マッピング用の cgicmd.datファイルを使用することもできます。

構成ファイルを変更した後は、変更内容を認識させるために Oracle Reports Servicesサー
バーを停止して再起動する必要があります。

3.4 Oracle HTTP Server powered by Apache Listenerの構成の構成の構成の構成
Oracle Reports Servicesサーバー CGIを実行するために Oracle HTTP Server powered by 
Apache Listenerのデフォルトの構成を変更するには、次のようにします。

1. （/private1/ias/Apache/Apache/confにある）ファイル httpd.confに次のエ
ントリを追加します。

ScriptAlias /cgi-bin/      "/private1/ias/6iserver/bin"

2. Oracle Reports Servicesサーバーを起動します。

3. 次のコマンドを使用して、Oracle HTTP Server powered by Apache Listenerを起動しま
す。

httpdctl start

4. 次のようにして、Oracle Reports Servicesサーバー CGIが実行されていることを確認し
ます。

a. ブラウザから次の行を実行し、インストールおよびセットアップが正常に行われて
いることを確認します。

http://hostname:portno/cgi-bin/rwcgi60/help?

これにより、「ヘルプ」ページがアクティブであることが示されます。

b. ブラウザから次の行を実行し、Oracle Reports Servicesサーバーが起動されている
ことを確認します。

http://hostname:portno/cgi-bin/rwcgi60/showjobs?
server=repserver

c. ブラウザから次の行を入力し、レポートを実行します。
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http://hostname:portno/cgi-bin/rwcgi60?server=repserver+
report=ReportName+destype=cache+userid=ConnectString+desformat=htmlcss

キー・マッピング用の cgicmd.datファイルを使用することもできます。

構成ファイルを変更した後は、変更内容を認識させるために Oracle Reports Servicesサー
バーを停止して再起動する必要があります。

3.5 Webサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
この構成例は、次の内容を前提としています。

� Webリクエストを可能にするように Oracle Reports Servicesサーバーを構成します。

� CGI対応のWebサーバーとして Oracle HTTP Server powered by Apacheを用いて
Oracle Reports Servicesサーバー CGIを使用します。

� Oracle Reports ServicesサーバーはWebサーバーとは異なるマシン上にインストールさ
れています。

Webサーバー上の CGI-BINディレクトリには、CGI実行ファイルがあります。次のステッ
プはWebサーバー・マシン上で行います。

1. Webサーバーを起動します。

2. ブラウザを起動します。

3. リスナーを作成します。

4. Webサーバーのマッピングを構成して、物理ディレクトリおよび仮想ディレクトリを書
き留めておきます。次に例を示します。

物理ディレクトリの位置は、Webサーバー・ソフトウェアのインストール時に指定した
ディレクトリ設定によって異なります。

Webサーバーを構成する方法の詳細は、ベンダーが提供しているWebサーバーのド
キュメントを参照してください。

表表表表 3-1 CGI-BIN物理・仮想ディレクトリ物理・仮想ディレクトリ物理・仮想ディレクトリ物理・仮想ディレクトリ

ディレクトリの説明ディレクトリの説明ディレクトリの説明ディレクトリの説明 物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例
仮想ディレ仮想ディレ仮想ディレ仮想ディレ
クトリ例クトリ例クトリ例クトリ例 必要な権限必要な権限必要な権限必要な権限

CGI-BIN c:¥orant¥oas¥bin /CGI-BIN 実行（execute）

Apache Webサーバー
CGI-BIN

c:¥program files¥Apache Group¥
Apache¥cgi-bin

/CGI-BIN 実行（execute）
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3.5.1 Oracle Reports Servicesサーバーサーバーサーバーサーバー CGIの構成の構成の構成の構成
次のステップはWebサーバー・マシン上で行います。

3.5.1.1 Oracle Reports Servicesサーバーサーバーサーバーサーバー CGIの構成の構成の構成の構成
Oracle Reports Servicesサーバー CGIを構成するには、（ORACLE_HOME¥BINディレクトリ
にある）rwcgi60.exeを CGI-BINディレクトリにコピーします。 

表 3-1「CGI-BIN物理・仮想ディレクトリ」では、CGI物理ディレクトリは
C:¥your_webserver¥binで、Apache Webサーバーを使用する場合は
C:¥Program Files¥Apache Group¥Apache¥cgi-binです。

CGI-BINディレクトリは、Webサーバーの構成で定義されます。Oracle Reports Services
サーバー CGIは、CGIディレクトリとしてマップされているパスに存在する必要がありま
す。また、Oracle Reports Servicesの RDFファイルは、Oracle Reports Servicesサーバーの
みがアクセス可能なパスに存在する必要があります。Oracle Reports Services 6iサーバーお
よび Oracle Portal Listenerのデフォルトのインストールを選択した場合は、次のパスに
rwcgi60.exeがあります。

D:¥orant¥bin¥rwcgi60.exe

3.5.1.2 Oracle Reports Servicesサーバーのサービス・エントリの作成サーバーのサービス・エントリの作成サーバーのサービス・エントリの作成サーバーのサービス・エントリの作成
Webサーバーと Oracle Reports Servicesサーバーが別のマシン上にある場合は、Oracle 
Reports Servicesサーバーのサービス・エントリをWebサーバーに追加する必要がありま
す。このサービス・エントリは Oracle Reports Servicesサーバー・マシンの
tnsnames.oraファイルに作成されています。tnsnames.oraファイルは、Webサー
バー・マシン上にもあります。エントリを追加すると、CGI実行ファイルと Oracle Reports 
Servicesサーバーとの通信が可能になります。

Oracle Reports Servicesサーバーのサービス・エントリの設定を確認する場合は、Oracle 
Reports Servicesサーバー・マシンの ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある
tnsnames.oraファイルをオープンしてください。サービス・エントリをコピーするか書
き留めておきます。

1. Webサーバー・マシン上で、テキスト・エディタを使用して
（ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある）tnsnames.oraファイルをオー
プンします。

2. 次の Oracle Reports Servicesサーバーのサービス・エントリを追加します。

repserver.world =(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(Host = 
repserver_machine.mydomain)(Port = 1949))

各項目の内容は次のとおりです。
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3.5.1.3 デフォルトで使用するデフォルトで使用するデフォルトで使用するデフォルトで使用する Oracle Reports Servicesサーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定
（オプション）（オプション）（オプション）（オプション）

Windows NTプラットフォームおよび UNIXプラットフォームの両方において、オプション
で、デフォルトで使用する Oracle Reports Servicesサーバーを設定できます。

3.5.1.3.1 Windows NT  Windows NTでの手順は、次のとおりです。

1. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

2. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。

3. メニューで、HKEY_LOCAL_MACHINE→→→→ SOFTWARE→→→→ ORACLEを拡張します。

4. 「編集」「編集」「編集」「編集」→→→→「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」→→→→「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」値を選択して次の環境変数を追加します。

REPORTS60_REPORTS_SERVER

REPORTS60_REPORTS_SERVERをダブル・クリックして、repserverの値を入力
します。repserverは、構成中の Oracle Reports Servicesサーバーの名前（Oracle 
Reports Servicesサーバーの TNSサービス・エントリ名）です。 

3.5.1.3.2 UNIX  UNIXの場合、REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数に Oracle Reports 
Servicesサーバーの名前を設定します。

Webサーバー・マシン上の環境変数は、シェル・スクリプトを作成して設定することもでき
ます。そうするには、次に説明するコマンドの入ったファイルを作成します。repserver
は、構成中の Oracle Reports Servicesサーバーの名前（Oracle Reports Servicesサーバーの
TNSサービス・エントリ名）です。

setenv REPORTS60_REPORTS_SERVER repserver

repserver.world サーバー・インスタンスの名前。.worldは
sqlnet.oraファイルの
NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定さ
れているドメインです。
NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が
sqlnet.oraファイルで定義されていない場合
は、サーバー・インスタンスの名前から
.worldを省略してください。

repserver_machine.mydomain マシンのホスト名または IPアドレス。

1949 サーバーがリスニングするポート番号。
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3.6 環境変数による環境変数による環境変数による環境変数による Oracle Reports Servicesサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
この項では、環境変数によって Oracle Reports Servicesサーバーを構成し起動する方法につ
いて説明します。

3.6.1 Windows NTでの環境変数によるでの環境変数によるでの環境変数によるでの環境変数による Oracle Reports Servicesサーバーのサーバーのサーバーのサーバーの
構成構成構成構成

Windows NTで環境変数によって Oracle Reports Servicesサーバーを構成する手順は、次の
2つに分けられます。

1. 環境変数の設定（オプション）

2. Oracle Reports Servicesサーバーの起動

3.6.1.1 環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）
オプションの環境変数を 2つ設定できます。最初の環境変数により、要求されたレポートの
場所を Oracle Reports Servicesサーバーに知らせます。REPORTS60_PATH環境変数でレ
ポートのソース・パスを設定します。2番目の環境変数で tnsnames.oraファイルの場所
を設定します。

1. ソース・レポートのディレクトリ（たとえば /WEB_REPORTS）を作成します。

2. レポートを見つけるための次の REPORTS60_PATH環境変数を設定します。

setenv REPORTS60_PATH /WEB_REPORTS

別の方法としては、Oracle Reports Servicesサーバーをインストールした後に、Oracle 
Reports Servicesサーバーの構成ファイルでソース・パスを設定できます。詳細は、付
録 C「Oracle Reports Services構成パラメータ」の SOURCEDIRパラメータを参照して
ください。

3. 次の TNS_ADMIN環境変数を設定して、tnsnames.oraファイルの場所をポイントし
ます。

setenv TNS_ADMIN $ORACLE_HOME/NET80/ADMIN
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環境変数による Oracle Reports Servicesサーバーの構成
3.6.1.2 Oracle Reports Servicesサーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動
Oracle Reports Servicesサーバーを起動するには、次のようにします。

1. Oracle Reports Servicesサーバー・マシンのデスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「設定」「設定」「設定」「設定」→→→→
「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール  パネル」パネル」パネル」パネル」を選択して、 （サービス）をダブルクリックします。

2. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「Oracle Reports Server [repserver] 」
（repserverは Oracle Reports Servicesサーバー・インスタンス名）を選択して「ス「ス「ス「ス
タートアップ」タートアップ」タートアップ」タートアップ」をクリックし、「サービス」ウィンドウを表示します。

3. スタートアップ・ダイアログ・ボックスで、「ログオン」「ログオン」「ログオン」「ログオン」セクションの「アカウント」「アカウント」「アカウント」「アカウント」
をクリックし、オペレーティング・システムのユーザー名とパスワードを選択します。
これで、そのサーバーがそのユーザーとして実行されるよう指定されます。

PostScriptまたはプリンタに出力するときは、Oracle Reports Servicesサーバーのサー
ビスを実行しているユーザーがデフォルトのプリンタに対するアクセス権限を持ってい
ることを確認してください。システム・アカウントは、通常、プリンタへのアクセス権
限を持っていません。

4. 「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」を「自動」「自動」「自動」「自動」に設定します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「スタートスタートスタートスタート」をクリックします。「サービス・コントロール」「サービス・コントロール」「サービス・コントロール」「サービス・コントロール」メッセージ・ボックスに
Oracle Reports Servicesサーバーが起動した日時が表示されます。Oracle Reports 
Servicesサーバーが起動しない場合は、付録 G「トラブルシューティング」を参照して
ください。

Oracle Reports Servicesサーバーを初めて起動したとき、Oracle Reports Servicesサー
バーの構成ファイル（たとえば repserver.ora）が
ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリに作成されます。Oracle Reports 
Servicesサーバーのキャッシュの設定はデフォルトで設定されます。構成ファイルを変
更して、キャッシュ・ディレクトリを変更したり、レポートのソース・パスを設定でき
ます。構成ファイルを変更したら、Oracle Reports Servicesサーバーを停止して再起動
し、変更内容を有効にします。

3.6.2 UNIXでの環境変数によるでの環境変数によるでの環境変数によるでの環境変数による Oracle Reports Servicesサーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
UNIXで環境変数によって Oracle Reports Servicesサーバーを構成する手順は、次の 2つに
分けられます。

1. 環境変数の設定（オプション）

2. Oracle Reports Servicesサーバーの起動

3.6.2.1 環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）
REPORTS60_PATHおよび TNS_ADMINという 2つの環境変数を設定できます。
REPORTS60_PATHは、Oracle Reports Servicesサーバーのソース・ファイル（RDF、TDF、
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環境変数による Oracle Reports Servicesサーバーの構成
PLLなど）の検索パスです。TNS_ADMINでは、tnsnames.oraおよび sqlnet.oraの
デフォルトの場所が上書きされます。これらを設定するには、次のようにします。

1. ソース・レポートのディレクトリ（たとえば /WEB_REPORTS）を作成します。

2. レポートを見つけるための REPORTS60_PATH環境変数を設定します。たとえば、C
シェル構文を使用すると、次のようになります。

setenv REPORTS60_PATH /WEB_REPORTS

別の方法としては、Oracle Reports Servicesサーバーをインストールした後に、
SOURCEDIRパラメータを使用してソース・パスを設定できます。詳細は、付録 C
「Oracle Reports Services構成パラメータ」 を参照してください。

3. TNS_ADMIN環境変数を設定して、tnsnames.oraファイルの場所をポイントします。
たとえば、Cシェル構文を使用すると、次のようになります。

setenv TNS_ADMIN $ORACLE_HOME/NET80/ADMIN

3.6.2.2 UNIX上での上での上での上での Oracle Reports Servicesサーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動サーバーの起動
UNIX上で Oracle Reports Servicesサーバーを起動するには、次のステップに従います。

1. $ORACLE_HOME/BINディレクトリから次のコマンドラインを実行して、Oracle 
Reports Servicesサーバーをフォアグラウンドで実行します。 

rwmts60 name=repserver

あるいは、次のコマンドを実行して、Oracle Reports Servicesサーバーをバックグラウ
ンドで実行します。

rwmts60 name=repserver &

2. $ORACLE_HOME/BINディレクトリから次のコマンドラインを実行して、Oracle 
Reports Servicesサーバーが稼動していることを確認します。

rwrqv60 server=repserver

Oracle Reports Servicesサーバーのステータスの列（NAME、OWNER、DESTなど）
が表示されます。ただし今はジョブが実行されていないのでステータス情報は表示され
ません。

Postscriptあるいはプリンタに出力するときは、
（$ORACLE_HOME/guicommon6/tk60/ADMINディレクトリにある）uiprint.txtファイ
ルでプリンタを構成する必要があります。
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環境変数
3.7 環境変数環境変数環境変数環境変数
環境変数は、Oracle Reports Servicesサーバーの動作をコントロールまたはカスタマイズす
るために使用される構成パラメータです。環境変数は、Windows NTの場合はコマンドライ
ンを使用して、UNIXの場合はシェル・スクリプトを使用して設定できます。
    

変数変数変数変数 説明説明説明説明

REPORTS60_COOKIE_EXPIRE cookieの期限を分単位で決定します。デフォルト値は
30です。

cookieは、ユーザーが保護された Oracle Reports 
Servicesサーバーにログインして、レポート・リクエ
ストを実行する際に、暗号化されたユーザー名とパス
ワードをクライアント側に保存します。ログインに成
功すると、暗号化された cookieがブラウザに送られま
す。cookieが期限切れになると、それに続くリクエス
ト（保護された Oracle Reports Servicesサーバーに送
られるリクエスト）のユーザーは、再度認証される必
要があります。

REPORTS60_DB_AUTH データベースにログインするためのデータベース認証
テンプレートを指定します。デフォルト値は
dbauth.htmです。

REPORTS60_ENCRYPTION_KEY cookieのユーザー名とパスワードを暗号化するための
暗号化キーを指定します。暗号化キーは、どの文字列
でも設定できます。デフォルト値は reports6.0で
す。

REPORTS60_REPORTS_SERVER Webリクエスト用のデフォルトの Oracle Reports 
Servicesサーバーを指定します。このパラメータが設
定されている場合、レポート・リクエストでデフォル
トのサーバーを使用して処理を行う際に SERVERコマ
ンドライン引数を使用して指定する操作を省略できま
す。また、SERVERコマンドライン引数を使用してデ
フォルトを書き換えることもできます。

REPORTS60_SSLPORT SSLを使用していて 443以外のポート番号を用いる場
合、この変数を使用して別のポート番号を指定できま
す。デフォルト値は 443です。

REPORTS60_SYS_AUTH 保護された Oracle Reports Servicesサーバーに対する
レポート・リクエストをユーザーが実行する際に、
ユーザー名とパスワードを認証するために使用する認
証テンプレートを指定します。デフォルト値は
sysauth.htmです。
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Webブラウザからのレポート・リクエストの実行
3.8 Webブラウザからのレポート・リクエストの実行ブラウザからのレポート・リクエストの実行ブラウザからのレポート・リクエストの実行ブラウザからのレポート・リクエストの実行
Webブラウザからレポート・リクエストを実行するには、次のようにします。

1. Oracle Reports Servicesサーバーが正しく構成されていることを確認します。Webブラ
ウザで、次のリクエストを行います。

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?report=your_report.rdf+ 
userid=username/password@my_db+desformat=html+destype=cache

各項目の内容は次のとおりです。

SERVERコマンドライン引数がこのリクエストにない点に注意してください。Webサー
バー・マシン上で REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設定している場合は必要
ありません。

レポートが実行されない場合、またはエラー・メッセージが表示される場合は、付録 G
「トラブルシューティング」を参照してください。

2. リクエストのステータスを表示します（オプション）。

� Windows NTの場合は、Oracle Reports Services Queue Managerを起動して、
repserverのキューを表示します。詳細は Oracle Reports Services Queue 
Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。

� UNIXの場合は、次のコマンドを実行します。

rwrqv60 server=repserver showjobs=current

3.8.1 他のステップ他のステップ他のステップ他のステップ
さらに、次のステップを行うことができます。

1. （オプション）Oracle Reports Servicesサーバーを調整してパフォーマンスの最適化やア
クセス制御などの追加機能の実現を図ります。この作業を行うと、3.8項「Webブラウ
ザからのレポート・リクエストの実行」に示したパラメータをすべて表示する必要がな
くなり、ユーザー名およびパスワードを保護できます。

2. ユーザーがレポートを利用できるようにします。実行リクエストを指定し、それらを
ユーザーが利用できるようにする方法の詳細は、第 4章「レポート・リクエストの実
行」を参照してください。

username/password 有効なデータベース・ログイン名に置き換えます。

my_db 事前に Oracle Reports Servicesサーバーのために作成し
た tnsnames.oraファイルのエントリに置き換えます。
3.5.1.2項「Oracle Reports Servicesサーバーのサービ
ス・エントリの作成」を参照してください。
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3.9 Oracle Reports Servicesサーバーの構成変更（オプション）サーバーの構成変更（オプション）サーバーの構成変更（オプション）サーバーの構成変更（オプション）
Oracle Reports Servicesサーバーを初めて起動したときは、Oracle Reports Servicesサー
バーはデフォルトの構成設定になっています（最大、最小エンジンなど）。ある時点で、
Oracle Reports Servicesサーバーの構成を変更し、パフォーマンスの調整、監視制御の設定、
そして追加機能の実装などを行う必要が生じることがあります。

� データベースをジョブ・キュー情報に従って更新する場合は、3.9.1項「ジョブの
キュー・アクティビティによるデータベースの更新」を参照してください。

� レポートへのユーザー・アクセスを制御する方法の詳細は、第 5章「Oracle Portalを使
用した Oracle Reports Servicesセキュリティ」を参照してください。

� Oracle Reports Servicesサーバーの構成を変更して負荷を分散する方法の詳細は、第 6
章「Oracle Reports Servicesサーバーの クラスタの構成」を参照してください。

� ユーザーの要望に応じてレポートを実行時に修正する方法の詳細は、第 7章「実行時の
レポートのカスタマイズ」を参照してください。

� Oracle Reports Servicesサーバーの構成ファイルを修正する場合は、付録 C「Oracle 
Reports Services構成パラメータ」の有効な構成パラメータに関する情報を参照してく
ださい。

� 環境変数を変更する方法の詳細は、付録 D「環境変数」を参照してください。

3.9.1 ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新ジョブのキュー・アクティビティによるデータベースの更新
ジョブが実行されるたびに Oracle Reports Servicesサーバーのキュー・アクティビティのス
ナップショットを入手するように、データベースをセットアップできます。Oracle Reports 
Servicesサーバーを起動すると、データベースへの接続が確立されます。デフォルトでは、
Oracle Reports Servicesサーバーは APIをコールして、サーバーの再起動時にキュー情報を
削除し、データベース・テーブルのキュー情報を更新します。

rw_server.sqlスクリプトの APIのソースを編集して、デフォルトを上書きすることもで
きます（Oracle Reports Servicesサーバーの再起動時にキューが削除されないようにする、
など）。プロシージャのプロトタイプ（プロシージャ名と、予想されるパラメータ）は、編
集しないでください。

スクリプトの内容を変更したユーザーのアカウントでスクリプトを実行した後、Oracle 
Reports Servicesサーバーを停止して再起動し、変更内容を有効にします。
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3.9.1.1 Oracle Reports Servicesサーバー・マシンでの作業サーバー・マシンでの作業サーバー・マシンでの作業サーバー・マシンでの作業
Oracle Reports Servicesサーバー・マシン上でジョブのキュー・アクティビティによって
データベースを更新するには、次のようにします。

1. テキスト・エディタで（ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリにある）
repserver.ora構成ファイルをオープンします。

2. rw_server.sqlスクリプトをコマンドラインから実行するためには、
repserver_schemaに少なくとも CREATE TABLE権限および CREATE PACKAGE
権限を付与する必要があります。コマンドライン・プロンプトで次のように入力しま
す。

cd C:¥ORACLE_HOME¥REPORT60¥SQL <RETURN>
plus80 username/password@my_db <RETURN>
@rw_server.sql <RETURN>
quit <RETURN>

3. 次の構成パラメータを追加します。repserver_schema/password@my_dbは、指定
した Oracle Reports Servicesサーバーのキュー・アクティビティのスナップショットを
入手するための、データベースのスキーマへの接続文字列です。この場合、
repserver_schemaが repserverキュー・アクティビティに対するスキーマです。

REPOSITORYCONN="repserver_schema/password@my_db"

いくつもの Oracle Reports Servicesサーバーからのスナップショットを入手するとき
は、データベース内に、スナップショットを入手する Oracle Reports Servicesサーバー
ごとに別個のスキーマを作成することをお薦めします。そうすれば、Oracle Reports 
Servicesサーバーの再起動時にキュー・アクティビティ・データを失うことがなくなり
ます。

4. Oracle Reports Servicesサーバーを停止してから再起動して、構成ファイルに対して
行った変更内容を受け入れます。Oracle Reports Servicesサーバーは起動時にデータ
ベースに接続します。

注意注意注意注意 : Oracle Reports Servicesサーバーを再起動すると、デフォルトで
は、データベースのキュー・アクティビティは削除されます。デフォルト
は、APIを編集して上書きできます。
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レポート・リクエストの
4

レポート・リクエストの実行レポート・リクエストの実行レポート・リクエストの実行レポート・リクエストの実行

この章では、レポート・リクエストを指定する様々な方法について説明します。次の項目に
ついて説明します。

� レポート・リクエスト・メソッド

� 重複ジョブの検出

� マップ・ファイルを使用してリクエストの実行を簡単にする方法

� URL実行リクエストの指定

� 自動実行のためのレポート・リクエストのスケジューリング

4.1 レポート・リクエスト・メソッドレポート・リクエスト・メソッドレポート・リクエスト・メソッドレポート・リクエスト・メソッド
レポート・リクエストは、次に示す様々なリクエスト・メソッドを使用して実行できます。

� RWCLI60コマンドラインを使用すると、コマンドラインのプロンプトからレポート・
リクエストを実行できます。RWCLI60は、コマンドラインを解釈し、指定された
Oracle Reports Servicesサーバーに送る実行形式のファイルです。このファイルでは、
Oracle Reports Services Runtimeの実行ファイル（RWRUN60）と類似のコマンドライ
ンが使用されます。RWCLI60コマンドライン・リクエストは、非Webアーキテクチャ
を使用して行われます。典型的なコマンドライン・リクエストは次のようになります。

RWCLI60 REPORT=my_report.rdf USERID=username/password@my_db SERVER=repserver 
DESTYPE=HTML DESFORMAT=cache

有効な RWCLI60コマンドライン引数のリストは、付録 B「RWCLI60コマンドライン引
数」を参照してください。

� URL構文を使用すると、Webブラウザからレポート・リクエストを実行できます。CGI
およびサーブレットは、URL構文を Oracle Reports Servicesによって処理される
RWCLI60コマンドライン・リクエストに変換します。レポートの処理が終了すると、
出力はWebサーバーが知っているロケーションにあるHTMLファイルまたは PDF
ファイルに送信され、そこからWebブラウザに戻されます。ユーザーのブラウザから
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重複ジョブの検出
レポート・リクエストを行うのに必要な URL構文をユーザーに提供するか、または
URL構文をハイパーリンクとしてWebサイトに追加することもできます。この章の次
の項ではこのメソッドについて詳しく説明します。

� Oracle Portalコンポーネントを使用すると、リンクを Oracle Portalコンポーネントとし
て Oracle Portalサイトに追加できます。このリンクは、レポート・リクエストについて
の情報の入ったパッケージ・プロシージャをポイントします。Oracle Reports Services
のシステム管理者は、Oracle Portalウィザードを使用してパッケージ・プロシージャを
作成し、Webを使用したレポートの公開をより便利で安全な方法で行えるようにしま
す。Oracle Portalサイトにアクセスする権限のあるユーザーは、リンクをクリックする
のみでレポートを実行できます。システム管理者は直接ウィザードからレポートを実行
できます。詳細は、第 5章「Oracle Portalを使用した Oracle Reports Servicesセキュリ
ティ」 を参照してください。

� ActiveXコントロールは、Oracle Reports Servicesを業界標準の ActiveXテクノロジを通
じて公開しているので、ActiveXコンテナからのレポートの実行が可能です。Oracle 
Reports Services Launcherは ActiveXコンテナの一例です。詳細は ActiveXおよび
Oracle Reports Services Launcherのオンライン・ヘルプを参照してください。

� SRW.RUN_REPORTは、Oracle Reports Services Runtimeのコマンドを実行する
PL/SQLのパッケージ・プロシージャです。SRW.RUN_REPORTコマンドラインを指
定するときは、SERVER引数に Oracle Reports Servicesの TNSサービス・エントリ名
を設定して、SRW.RUN_REPORTコマンドに RWCLI60コマンドを実行したときと同様
の動作をさせます。詳細は Oracle Reports Services Builderのオンライン・ヘルプを参
照してください。

4.2 重複ジョブの検出重複ジョブの検出重複ジョブの検出重複ジョブの検出
DESTYPEを cacheに設定して、あるいは、TOLERANCEを任意の長さの分（0分以上）に
設定してレポートを実行すると、レポート出力のコピーが Oracle Reports Servicesのキャッ
シュに保存されます。その後で、同じレポートが実行されると（つまり、完全に同じコマン
ドライン引数を使用して）、現行リクエストは重複ジョブとして認識されます。Oracle 
Reports Servicesは、指定された許容時間（たとえば TOLERANCE=10）内にリクエストが
行われた場合は同じレポートを再度実行するのではなく、キャッシュ内の出力を再利用しま
す。前回のジョブの終了時、あるいはそれがすでに終了している場合も、後続のレポートに
対してキャッシュ内の出力が使用されます。ジョブの 1つが取り消された場合（たとえば
Oracle Reports Services Queue Managerから取り消された場合）、他のレポートはランタイ
ム・エンジンによって通常どおりに実行されます。

DESTYPEと TOLERANCEのコマンドライン引数の詳細は、付録 B「RWCLI60コマンドラ
イン引数」を参照してください。
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重複ジョブの検出
4.2.1 使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
次に示す使用上の注意をよく読んでください。

� 次のコマンドライン引数を比較して重複ジョブが検出されます。REPORT、USERID、
DESFORMAT、PARAMFORM、CURRENCY、THOUSANDS、DECIMAL、
PAGESIZE、ORIENTATION、MODEおよびすべてのユーザー・パラメータ。

� レポートの出力を複数の宛先に配布するときは、サーバー上でレポートを一度実行して
から、宛先と許容時間を変えて、同じコマンドを同じサーバーに対して発行します。
Oracle Reports Servicesによって重複ジョブが検出されて、キャッシュ内のファイルが
新しい宛先に再配布されます。 

� 重複ジョブの検出は、繰り返されたジョブの各インスタンスに対して別々に行われま
す。 

� Oracle Reports Services Queue Managerを使用して、あるいは手動で Oracle Reports 
Servicesの構成ファイルの CACHESIZEパラメータを設定することによってキャッ
シュ・サイズを設定できます。Oracle Reports Servicesは、前に使用されてから最も長
い時間が経過しているキャッシュ・ファイルを削除して、キャッシュ・ファイルの合計
サイズをこの制限値以下に抑えようとします。さらに、Oracle Reports Services Queue 
Managerを使用してキャッシュを空にすることもできます。

キャッシュの設定の詳細は、Oracle Reports Services Queue Managerのオンライン・ヘ
ルプまたは付録 C「Oracle Reports Services構成パラメータ」を参照してください。

� 同一ジョブが送信されたときにレポートが処理中であった場合は、TOLERANCEが設
定されていない場合やゼロに設定されている場合でも、Oracle Reports Servicesは現在
実行されているジョブの出力を再利用します。job_1が Oracle Reports Servicesのエン
ジンのいずれかで現在実行中で、他のユーザーが job_1と同一の job_2を送信したとし
ます。Oracle Reports Servicesは、job_1からの出力を job_2に対して使用します。この
場合、job_2はエンジンに送られて実行されるわけではないので、job_2の処理速度はか
なり速くなります。
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キー・マップ・ファイルの使用方法
4.3 キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法キー・マップ・ファイルの使用方法
URL構文をユーザーに提供するとき、あるいは URL構文をハイパーリンクとして任意の
Webサイトに追加するときは、キー・マップ・ファイルを使用して、URLリクエストにあ
るパラメータを単純化したり隠したりできます。キー・マッピングは次の場合に便利です。 

� URLを短縮して、使いやすくする場合 

� 元の URLを変更しないで、URLの実行構成のマッピングをし直す場合 

� 企業にとって典型的ないくつかの実行構成を標準化する場合  

� ユーザーからパラメータの一部（データベース接続文字列など）を隠蔽する場合 

� ユーザーがレポートの実行に使用できるパラメータを制限する場合 

レポートをWebサイトで公開するためのより便利で安全な方法として、Oracle Portalコン
ポーネントを作成する方法があります。詳細は、第 5章「Oracle Portalを使用した Oracle 
Reports Servicesセキュリティ」 を参照してください。

マップ・ファイルは URLパラメータを受け取って、レポート・リクエストを規定するコマ
ンドライン引数にマップします。たとえば、URLリクエスト構文の中の 1つの引数を、レ
ポートの実行に必要なすべてのコマンドライン引数にマップできます。キー・マッピングを
使用することによって、すべてのコマンドライン引数をユーザーから隠蔽できます。

 次に示すのは、「パラメータ・フォーム」を使用した制限付きの実行に対するキー・マッピ
ングの例です。

次のコマンドラインを送信します。 

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?key+par1+par2+parN 

ここで、キー・マップ・ファイルには次の行が含まれています。 

KEY: module=myreport deptno=%1 myparam=%2 %* 

すると、次のコマンドライン・リクエストに相当するリクエストが生成されます。 

RWCLI60 module=myreport deptno=par1 myparam=par2 parN

4.3.1 キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法キー・マッピングを使用可能にする方法
キー・マッピングは次の 2つの条件のいずれかが満足されたときに使用可能となります。 

� Webサーバー上の REPORTS60_CGIMAP（CGI）環境変数に、有効なキー・マップ・
ファイルの名前が指定されている場合。詳細は、付録 D「環境変数」 を参照してくださ
い。

� 標準のファイル名、cgicmd.datを持つ有効なファイルがWebサーバー・マシン上の
ORACLE_HOME¥REPORT60ディレクトリにある場合。
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キー・マップ・ファイルの使用方法
使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
キー・マッピングを行う場合は、次に示す使用上の注意をよく読んでください。

� キー・マッピングが使用可能になっていると、すべての RWCGI60の URLは最初の引数
がキーであるかのように処理されます。キー・マップ・ファイルはこのキーのみを検索
します。キーが見つかると、その定義済の値が Oracle Reports Servicesのコマンドライ
ンに代入されます。見つからない場合は、エラーが生成されます。 

� URLを HTMLフォームを使用して提出すると、キーは隠蔽型の入力としてコード化さ
れます。 

4.3.2 URLパラメータのマッピングパラメータのマッピングパラメータのマッピングパラメータのマッピング
この項では、キー・マッピング・エントリをキー・マップ・ファイルに追加する方法につい
て説明します。

Webサーバー・マシン上 :

1. テキスト・エディタで ORACLE_HOME¥REPORT60ディレクトリにある cgicmd.dat
（CGI）ファイルをオープンします。

ヒントヒントヒントヒント :使用中のマップ・ファイルの名前を確認するには、Webブラウザで
「http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe/showmap?」と入力します。

2. キー・マッピング・エントリを追加します。基本的なキー・マッピング・エントリは次
のようになります。key1はキーの名前です。

key1: REPORT=your_report.rdf USERID=user_name/password@mydb DESFORMAT=html 
SERVER=repserver DESTYPE=cache

ファイル自体で記述されている特殊なパラメータを除いて、コマンドライン引数は
RWCLI60の構文規則に従います。RWCLI60のコマンドライン引数の詳細は、付録 B
「RWCLI60コマンドライン引数」を参照してください。

REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設定してリクエストをデフォルトのサー
バーに送っている場合は、SERVERコマンドライン引数を省略できます。詳細は、付録
D「環境変数」 を参照してください。

3. Webページでハイパーリンクを更新します。4.4.2項「Webブラウザからのレポート・
リクエストの指定」を参照してください。
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レポート・リクエストの指定
4.4 レポート・リクエストの指定レポート・リクエストの指定レポート・リクエストの指定レポート・リクエストの指定
次のことを行うことによってレポートを指定できます。

� レポートの構築

� Webブラウザからのレポート・リクエストの指定

� 自動実行のためのレポートのスケジューリング

4.4.1 レポートの構築レポートの構築レポートの構築レポートの構築
レポートを構築するには、次のようにします。

1. 使用中の Oracle Reports Servicesが搭載されているマシン上で、そのパスを使用してレ
ポートを保存するためのレポートのソース・ディレクトリ（C:¥WEB_REPORTSなど）
を作成します。このディレクトリは、必ず Oracle Reports Servicesの構成ファイルの
SOURCEDIRパラメータで設定してください。付録 C「Oracle Reports Services構成パ
ラメータ」を参照してください。

レポートのソース・パスは REPORTS60_PATH環境変数でも設定できます。詳細は、付
録 D「環境変数」 を参照してください。

Oracle Reports Services Builderを起動してレポートを作成します。このレポートは
RDFファイルまたは REPファイルとして保存できます。このレポート定義ファイルは、
必ず Oracle Reports Servicesのマシン上でレポート・ソース・ディレクトリ
（C:¥WEB_REPORTSなど）にコピーしてください。レポートの作成の詳細は、『レポー
ト作成ガイド』または Oracle Reports Services Builderのオンライン・ヘルプを参照し
てください。Oracle Reports Services Builderのオンライン・ヘルプにアクセスするに
は、  のアイコンをクリックして次のステップに従います。

2. ユーザーがこのレポートを使用できるようにします。詳細は、4.4.2項「Webブラウザ
からのレポート・リクエストの指定」 を参照してください。

1. このタスクについてのオンライン・ヘルプにアクセスするには、「ヘル「ヘル「ヘル「ヘル
プ」プ」プ」プ」→→→→「「「「Report Builderヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」ヘルプ・トピック」を選択します。

2. 「キーワード」ページで次のように入力します。

レポート , 作成

3. 次に、「表示」「表示」「表示」「表示」をクリックして次のヘルプ・トピックを表示します。

標準レポートの作成
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レポート・リクエストの指定
4.4.2 Webブラウザからのレポート・リクエストの指定ブラウザからのレポート・リクエストの指定ブラウザからのレポート・リクエストの指定ブラウザからのレポート・リクエストの指定
レポート・リクエストに必要な URL構文をユーザーに提供できます。あるいは、URL構文
をハイパーリンクとしてWebページに追加することもできます。

レポートをWebサイトで公開するためのより便利で安全な方法として、Oracle Portalコン
ポーネントを作成する方法があります。詳細は、第 5章「Oracle Portalを使用した Oracle 
Reports Servicesセキュリティ」 を参照してください。

URL構文は、次の形式で提示できます。

� 次のような完全な URLリクエスト

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?report=your_report.rdf
+userid=user_name/password@mydb+server=repserver+desformat=html
+destype=cache

他のコマンドライン引数が必要な場合、有効な RWCLI60のコマンドライン引数のリス
トが掲載されている付録 B「RWCLI60コマンドライン引数」を参照してください。

� キー・マッピングを使用して単純化した次のようなＵRLリクエスト

http://your_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?report=key1

REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設定してリクエストをデフォルトのサーバーに
送っている場合は、SERVERコマンドライン引数を省略できます。詳細は、付録 D「環境変
数」 を参照してください。

URL構文をハイパーリンクとしてWebパージに追加する手順は次のとおりです。

1. リクエストをハイパーリンクとしてWebページに追加します。構文は次のようになり
ます。

<A HREF="http://my_webserver/cgi-bin/rwcgi60.exe?key1>My report> </A>

2. ユーザーにレポート・リクエストを公開するWebサイトの URLを提供します。ユー
ザーはこのリンクをクリックしてレポートを実行します。

レポートが実行されない場合、あるいは、Webブラウザで期待どおりに表示されない場合、
詳細は付録 G「トラブルシューティング」を参照してください。
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レポート・リクエストの指定
4.4.3 自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング自動実行のためのレポートのスケジューリング
サーバーを使用して、Oracle Reports Services Queue Managerまたは Oracle Portalからレ
ポートを自動的に実行することもできます。スケジューリング機能では、レポートを実行す
る時刻と頻度を指定できます。

レポートのスケジューリングの詳細は、Oracle Reports Services Queue Managerのオンライ
ン・ヘルプを参照してください。

レポートを Oracle Portalサイトで Oracle Portalコンポーネントとして公開するときは、こ
れらのレポート・リクエストは、自動的に実行されるようにスケジューリングして、出力さ
れたレポートをサイト上の指定のフォルダに送信できます。詳細は、第 5章「Oracle Portal
を使用した Oracle Reports Servicesセキュリティ」を参照してください。
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                                                  Oracle Portalを使用した Oracle Reports Servicesセキュリ
5

Oracle Portalを使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Reports

Servicesセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

Oracle Reports Servicesは、アクセス制限された Oracle Reports Servicesサーバーやプリン
タ上で必要な権限（アクセス制御）を持つユーザーのみレポートを実行するようセキュリ
ティ・チェックを行うため、Oracle Portalを使用します。アクセス制御によって特定される
事項は、次のとおりです。

� レポート定義ファイル（RDF）、Oracle Reports Servicesサーバーおよびプリンタに対す
る制限の内容 

� 要求されたレポートを、アクセス制限された Oracle Reports Servicesサーバー上で実行
し、アクセス制限されたプリンタに出力する権限を持つユーザー

� RDF、Oracle Reports Servicesサーバーおよびプリンタを実行できる期間

� 実行時にユーザーが利用できるレポート・リクエスト・オプション（すなわち、必須お
よび任意パラメータ）を制限して、レポート出力を配布する方法。ユーザーが利用でき
る Oracle Reports Servicesサーバーおよびプリンタの指定なども含まれます。

Oracle Portalには、パッケージ・プロシージャとしての RDF（レポートの実行方法）に関す
る情報が格納されます。レポートを実行するには、リクエスト受付け用のアクセス制限され
た Oracle Reports Servicesサーバー、およびレポート出力の印刷に使用するすべてのプリン
タに関するアクセス制御情報も、Oracle Portalに格納する必要があります。Oracle Portalに
アクセス制御情報を追加するには、Oracle Reports Servicesセキュリティ・ウィザードを使
用します。

Web上でユーザーがレポート・リクエストを実行できるようにするには、次のことを行いま
す。

� レポートのパッケージ・プロシージャを指す Oracle Portalコンテンツ領域に、リンクを
Oracle Portalコンポーネントとして追加します。

� 自動的にリクエストが実行され、レポート出力が Oracle Portalコンテンツ領域に配置さ
れてユーザーが参照できるように、スケジュールを設定します。

� 標準 URL構文をハイパーリンクとしてWebコンテンツ領域に追加します。
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概要                                                                    
5.1 概要概要概要概要
管理が必要なセキュリティには、次の 2つのレベルがあります。

� データベース・レベルのセキュリティ

� アプリケーション・レベルのセキュリティ

データベース・レベルのセキュリティは、データベース内のデータにアクセスできるユー
ザーおよびロールを定義します。このセキュリティについての権限付与は DBAが行います。
このデータベース・レベルのセキュリティは、レポート環境の構成時に確定させて、適切に
設定する必要があります。

さらに詳細なレポート環境を定義するには、アプリケーション・レベルのセキュリティを適
切に設定して、ユーザーまたはグループがどのレポート・リクエストを生成できるかを指定
します。そのような許可されたユーザーまたはグループのみが特定レポートを生成できるよ
うにするには、このアプリケーション・レベルのセキュリティが非常に重要です。

Oracle Reports Services 6iでは、Oracle Portalリリース 3.0（以前 Oracle WebDBと呼ばれて
いたもの）を使用したそのままのかたちの実装によるレポートの管理とセキュリティのため
に、オープン・インフラストラクチャが導入されています。Oracle Portalのすべてのコンテ
ンツは Oracleデータベースのリポジトリに格納されているため、アクセス制御データの入
力、バックアップおよび検索が容易にできます。この章では、Oracle Portalリリース 3.0を
使用して Oracle Reports Services 6iを配置するための、セキュリティ・ポリシーの構成と設
定について説明します。すべての Oracle Portalユーザーは軽量ユーザーであり、アプリケー
ション・レベルのセキュリティ権限を持っています。Oracle Portalユーザーには、データ
ベース・レベルのセキュリティ権限はありません。

Oracle Reports Servicesをそのままのかたちで実装した場合、Oracle Portalには、既存の
Oracle Reports Servicesサーバーで使用できるアプリケーション・レベルのアクセス制御
データが格納されます。オープンな配置モデルにより、Oracle Portalコンテンツ領域または
カスタム・ポータルのどちらを使用しても、レポート生成にアクセスできるようになってい
ます。どちらの場合でも、Oracle Portalのリポジトリ内に格納されたセキュリティ・アクセ
ス制御データは、エンド・ユーザーの認可のために使用されます。

Oracle Portalコンテンツ領域の外部にOracle Reports Servicesを配置する場合、Oracle 
Reports Servicesサーバーを介してレポート・リクエストを渡すことによって、Oracle Portal
に格納されたセキュリティ・アクセス制御データを使用することもできます。次のどちらか
を使用して実行できます。

� RWCGI60（URLを介して渡された Oracle Reports Services CGI実行可能ファイル）ま
たはサーブレット

� RWCLI60（Oracle Reports Servicesサーバーに対する Oracle Reports Servicesコマンド
ライン・インタフェース）

Oracle Portalとは別のセキュリティ・モデルを選択した場合は、提供されているオープン C 
APIを使用して、ユーザー所有のアクセス制御サーバーへのカスタム・リンクを作成できま
す。APIを記述することにより、他のセキュリティ・サーバーとの連絡ができます。（たと
えば、Oracleデータベースに記述されているカスタム・セキュリティ・スキーマを参照する
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概要
場合）。そのためには、次のステップで詳細に説明しているように、Cインタフェースを記
述する必要があります。説明は、セキュリティの実装がすでに作成されていることを前提と
しています。まだ作成していない場合は、まずそれを作成してください。Windows環境と
UNIX環境で説明が分かれています。

5.1.1 Windows環境への環境への環境への環境への Oracle Reports Services 6i用のセキュリティ用のセキュリティ用のセキュリティ用のセキュリティ DLLのののの
作成作成作成作成

Windows環境に Oracle Reports Services 6i用のセキュリティ DLLを作成するには、次のス
テップが必要です。

1. Win32 Cコンパイラ（たとえば、Visual C++）を使用して、新規プロジェクトを作成
し、DLLを作成するように指定します。

2. RWKSS.Cというファイルを作成し、RWKSS.Hヘッダー・ファイルをインクルードし
ます。このヘッダー・ファイルは、%ORACLE_HOME%¥report60¥server¥security
ディレクトリにあります。

3. RWKSS.Hヘッダー・ファイルで指定された機能（Oracle Reports Servicesサーバーか
らコールされる）をインプリメントして、セキュリティ・リポジトリに対してセキュリ
ティ・チェックを実行します。

4. RWK60.DEFファイルに DLLとリンクを作成します。RWK60.DEFファイルにはエクス
ポートされた機能のリストが含まれます。このファイルは、
%ORACLE_HOME%¥report60¥server¥securityディレクトリにあります。DLLには
'rwk60.dll'というファイル名を付けます。

5. %ORACLE_HOME%¥binディレクトリにある既存の RWK60.DLLを改名し、そのディレ
クトリにユーザーの DLLをコピーします。

6. Oracle Reports Servicesサーバーを再起動します。

5.1.2 UNIX環境への環境への環境への環境への Oracle Reports Services 6i用のセキュリティ・ライブラ用のセキュリティ・ライブラ用のセキュリティ・ライブラ用のセキュリティ・ライブラ
リの作成リの作成リの作成リの作成

UNIX環境に Oracle Reports Services 6i用のセキュリティ・ライブラリを作成するには、次
のステップが必要です。

1. rwkss.cというファイルを作成し、rwkss.hヘッダー・ファイルをインクルードします。
このヘッダー・ファイルは、$ORACLE_HOME/reports60/pubディレクトリにありま
す。

2. RWKSS.Hヘッダー・ファイルで指定された機能（Oracle Reports Servicesサーバーか
らコールされる）をインプリメントして、セキュリティ・リポジトリに対してセキュリ
ティ・チェックを実行します。
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データベース・レベルのセキュリティ                                                                    
3. 動的ライブラリをコンパイルして作成します。次に例を示します。

cc -c rwkss.c
ld -dy -G -o rwk60.so rwkss.o 

4. 次のように入力して、ライブラリが動的になっていることをチェックします。

file rwk60.so

ライブラリは動的であるという応答を確認してください。

5. $ORACLE_HOME/binディレクトリにある既存の rwk60.soを改名した後、そのディレク
トリにユーザーの新しい動的ライブラリを置きます。

6. Oracle Reports Servicesサーバーを再起動します。

5.2 データベース・レベルのセキュリティデータベース・レベルのセキュリティデータベース・レベルのセキュリティデータベース・レベルのセキュリティ
データベース・レベルのセキュリティは、指定されたデータベース内のデータに対するアク
セス権を持っているかどうかを判断するものです。ユーザー名とパスワードは、キー・マッ
プ・ファイル（cgicmd.dat）に格納できます。または、特定のユーザー IDとパスワード
を入力するようにプロンプトを表示することもできます。

ユーザー名とパスワードがキー・マップ・ファイルにハードコードされている場合（または
URLの一部として入力されている場合）を除き、Oracle Reports Servicesにアクセスする
ユーザーはすべて、認証のために識別が要求されます。HTTPリリース 1.0プロトコルでは
サーバーに対する各コールは事実上他のすべてのコールから独立しているため、レポート・
リクエストごとにユーザー認証が必要になります。

この問題を解決して認証を 1回にするために、レポートでは、現行セッションのブラウザ内
で必要とされる認証情報を格納するクライアント側 cookieが使用されます。一度認証され
ると暗号化された cookieがブラウザに作成されるため、リクエストごとに再度認証される
ことなく複数のレポート・ジョブを送信できます。

所定のWebアプリケーション内では、Oracleデータベース（または、ODBCデータ・ソー
ス）の複数インスタンスに対して実行されるレポートが頻繁にアクセスされます。必要な認
証回数を最小限（各サーバー当たり 1回）にするために、暗号化された cookieが作成され
ます。cookieには多くのデータベース・インスタンスのデータベース認証情報が含まれてい
るため、Oracleデータベースの複数インスタンスへの接続が可能です。

注意注意注意注意 : 所定のレポートの送信に対して再度認証する必要がある場合は、
SHOWAUTHおよび AUTHTYPEコマンドライン引数を使用するか、ま
たはキー・マップ・ファイルの各レポート・エントリに %Dを含めます
（%Dを使用すると、レポートがコールされるたびにユーザー名とパス
ワードの再入力が求められます）。
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データベース・レベルのセキュリティ
データベース接続情報は USERIDパラメータを指定できます。たとえば、
USERID=<$username>を Net8データベースの別名とともに使用してレポートを送信する
と、接続情報は各参照データベースのインスタンスのブラウザに作成されます。たとえば、
次のキー・マップ・ファイル・エントリの例では、ブラウザに作成された暗号化 cookieを
介して、2つの異なるデータベースに対して認証されることになります（この cookieは
ORCLおよび PRODの両方で使用されます）。

Rep1: report=Rep1.rdf userid=$username@ORCL destype=CACHE desformat=HTML

Rep2: report=Rep1.ref userid=$username@PROD destype=CACHE desformat=HTML

その後のリクエストでは、ユーザー名とパスワードが適切な cookieから取り出され、該当
するデータベースに対する認証に使用されます。接続文字列がコマンドラインに定義されて
いない（つまり、ユーザー IDがコマンドラインに指定されていない）場合、Oracle Reports 
Services CGI実行可能ファイルでは、接続に成功した最後のデータベース接続文字列が使用
されます。

cookieはブラウザ・セッションを閉じたときに削除されますが、所定のセッション内で
cookieの存続期間を制限することが重要な場合もあります。たとえば、ログインした後に昼
食に出かけて、長時間ブラウザ・セッションを開いたままにしたとします。このようなセ
キュリティ上の問題を制御するために、管理者は、CGIまたはサーブレットに
REPORTS60_COOKIE_EXPIRE環境変数を定義できます。Oracle Reports Services実行可能
ファイルは、クライアントからジョブ・リクエストを受け取ったときに、cookieに保存され
ている時間を現在のシステム時間と比較します。その時間が環境変数に定義した分単位の時
間（たとえば、30分）よりも長い場合、cookieが拒否され、認証のために再度ユーザーの
識別が要求されます。次の表に、データベース・ユーザー認証に関する環境変数を示しま
す。

表表表表 5-1 ユーザー認証に関する環境変数ユーザー認証に関する環境変数ユーザー認証に関する環境変数ユーザー認証に関する環境変数

REPORTS60_COOKIE_EXPIRE Oracle Reports Services CGIまたはサーブレット
に対して、cookieの有効期間を分単位で設定しま
す。デフォルト値は 30です。

保護された Oracle Reports Servicesサーバーにロ
グインしてレポート・リクエストを実行する際、
クライアント側の暗号化されたユーザー名とパス
ワードが cookieに保存されます。正常にログイン
すると、暗号化された cookieがブラウザに送られ
ます。cookieが期限切れになると、その後のレ
ポート・リクエスト（保護されている Oracle 
Reports Servicesサーバーに送られるリクエスト）
を実行するには、再度認証が必要になります。
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アプリケーション・レベルのセキュリティ                                                                    
5.3 アプリケーション・レベルのセキュリティアプリケーション・レベルのセキュリティアプリケーション・レベルのセキュリティアプリケーション・レベルのセキュリティ
アプリケーション・レベルのセキュリティは、特定のレポートを実行する際に必要となる、
リソースへの適切なアクセス権を確認するために必要です。これは、データベースのデータ
へのアクセス権（データベース・レベルのセキュリティ）のことではありません。アプリ
ケーション・レベルのセキュリティの認証方式は、次の基準が必要です。

� 各レポートにアクセスできるユーザー

� レポートを実行できる期間

� レポートを実行または印刷するためにアクセスできるサーバーまたはプリンタ、および
レポートにアクセスできる期間

� 特定ユーザーが特定レポートで使用できるパラメータ

5.4 Oracle Portalとの統合との統合との統合との統合
Oracle Portalは、ブラウザ・ベースのWebコンテンツの公開と開発のための解決策です。
これにより、エンド・ユーザーおよび開発者は即座に情報を公開でき、データ駆動型の部門
別のポータルを作成できます。

Oracle Portalリリース 3.0は Oracle Reports Servicesと緊密に統合しているため、強力で安
全なレポート環境を作成できます。Oracle Reports Servicesセキュリティのために、Oracle 

REPORTS60_DB_AUTH データベースにログインするためのデータベース
認証ウィンドウ・テンプレート名を設定する
HTMLファイルを指定します。ただし、Windows 
NTの場合、このファイルは次のディレクトリに
格納されるため、完全なパスを指定する必要はあ
りません。

%ORACLE_HOME%¥REPORT60

UNIXの場合は、次のディレクトリに格納されま
す。

$ORACLE_HOME/reports60

デフォルト値は dbauth.htmです。

REPORTS60_DB_AUTH環境変数を使用すると、
データベース認証の HTMLフォームをカスタマイ
ズできます。

REPORTS60_ENCRYPTION_KEY cookieのユーザー名とパスワードを暗号化するた
めの暗号化キーを指定します。暗号化キーには任
意の文字列を設定できます。デフォルト値は
reports6.0です。
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Oracle Portalとの統合
Portalには新しいウィザードが追加されています。許可されたユーザーは、このウィザード
により、レポート、Oracle Reports Servicesサーバー、プリンタ、出力形式およびレポー
ト・パラメータに対するアクセス制御を定義できます。

Oracle Portalのコンテンツ領域作成機能は、エンド・ユーザーがWebを使用してアクセス
できるようにするために、レポートを公開する簡単なメカニズムを提供しています。ただ
し、このメカニズムは、Webを使用したレポートの公開に必須ではありません。

Oracle Portal内で定義したアクセス制御情報は、Oracle Portalのリポジトリに格納されま
す。その後、Oracle Portalユーザーとして、登録済の RDFをオプションで追加できます。
これにより、登録済の RDFを Oracle Portalコンテンツ領域からアクセスできるようになり
ます。また、Oracle Portalユーザーとして、所定のレポート・リクエストを実行できます。
そのとき、Oracle Portalリポジトリは、所定のOracle Reports Servicesサーバーを使用して
特定のレポートを実行する Oracle Portalのアクセス権限を検証するために使用されます。レ
ポートを公開するために Oracle Portalを使用していない場合でも、セキュリティ・モデルを
利用して、すべてのレポートを保護できます。これは、5.16項「Oracle Portal以外のレポー
トの公開」で説明するステップに従って、簡単に実行できます。

Oracle Reports Servicesでは、Oracle Login Serverシングル・サインオン機能、および軽量
ユーザーの概念が利用されています。各 Oracle Portalページには様々なポートレット・プロ
バイダからのデータが含まれています。各ポートレット・プロバイダは独自のログイン・プ
ロシージャを持っています。ポートレット・プロバイダごとに常にユーザー IDを要求され
ないようにするために、Oracle Portalではシングル・サインオン機能が提供されています。
ユーザーがログインすると、Oracle Portalによって、登録されたポートレット・プロバイダ
とサブシステムのすべてに自動的にログインします。Login Serverシングル・サインオンの
詳細は、Oracle Portalのドキュメントを参照してください。

Oracle WebDBリリース 2.2では、ユーザーとデータベース・ユーザー・アカウントは同義
でした。Oracle WebDBリリース 2.2の開発者は、デフォルトで、コンポーネントまたはオ
ブジェクトを独自のデータベース・スキーマに作成できました。Oracle Portalリリース 3.0
では、ユーザーは通常、管理目的のみでデータベース・スキーマにマップされます。Oracle 
Portalリリース 3.0では、コンポーネントを作成する機能は、開発者がコンポーネントをス
キーマに作成する権限を持っているかどうかではなく、コンポーネントをアプリケーション
に作成する権限を持っているかどうかに依存します。

Oracle Portalリリース 3.0では、グループがロールのかわりに使用されます。グループは、
共通の利害や責任を共有するユーザーまたは他のグループの集合です。したがって、グルー
プは共通の権限を持ちます。Oracle Portal管理者だけではなく、Oracle Portalにログインし
ていれば誰でもグループを作成できます。

Oracle PortalユーザーまたはグループをOracle Portal内で定義するには、Oracle Portalコ
ンテンツ領域内または独自のカスタム・ポータル内から、特定の機能またはオブジェクトの
どちらかへのアクセスを定義します。Oracle Reports Servicesセキュリティでは、Oracle 
Portalユーザーおよびグループにより認証および認可がインプリメントされている（つま
り、Oracle Reports Servicesセキュリティでは、誰が何にアクセスできるかが定義されてい
る）ため、ユーザー独自のカスタム・ポータルを使用している場合でも、Oracle Reports 
Servicesセキュリティは Access Control List（ACL）のチェックの質問に回答できます。
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ユーザーおよびグループの詳細は、Oracle Portalリリース 3.0のドキュメントを参照してく
ださい。

5.4.1 Oracle Portalとととと Oracle Reports Servicesサーバー間の認証情報の共有サーバー間の認証情報の共有サーバー間の認証情報の共有サーバー間の認証情報の共有
セキュリティ環境を構成する前に、AUTHIDコマンドライン引数について知っておく必要
があります。AUTHIDコマンドライン引数は、アプリケーション・ユーザーを認証するた
めに使用します。AUTHIDコマンドライン引数は、Oracle Portal固有のパラメータではあ
りません。保護された Oracle Reports Servicesサーバーに対してレポートを実行するには、
この認証情報が必要になります。

Oracle Portalの統合には、Oracle Portalへのログイン時に入力された情報が使用されます。
Oracle Reports Services CGIでは、Oracle Portalの内部または外部からレポートを実行する
ときに、AUTHIDコマンドライン引数のかわりに、Oracle Portalのユーザー名とセッショ
ン IDが使用されます。この機能は Oracle Portalおよびコンテンツ領域ビルダーの両方で動
作します。

5.5 Oracle Portalの統合アーキテクチャの統合アーキテクチャの統合アーキテクチャの統合アーキテクチャ
Oracle Reports ServicesのWebの構成およびコンポーネントは旧リリースと同一ですが、
CGIまたはサーブレット・インタフェースを使用してレポートを実行する機能が付加されて
います。Oracle Reports Servicesと Oracle Portalリポジトリ間の通信は、C APIを使用して
実現されます。C APIは、デフォルトで、Oracle Portalリポジトリが存在する Oracleデー
タベースと通信します。Oracle Portalリポジトリは、Oracle Portalユーザーの妥当性チェッ
ク、およびレポート・リクエストのアクセスの確認のために検査されます。

このアーキテクチャはオープン APIを利用しているため、独自のセキュリティ・システムに
対するセキュリティ・チェックを再度インプリメントすることもできます。このオープン性
により、ユーザーの Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）サーバー、または適切
に設定されているその他のカスタム・セキュリティ・サーバーに対して、ユーザーを認証で
きるようになります。詳細は、Oracle Portalのドキュメントを参照してください。

5.6 Oracle Portalへのへのへのへの Oracle Reports Servicesセキュリティのセキュリティのセキュリティのセキュリティの
インストールインストールインストールインストール

この項では、Oracle Reports Servicesセキュリティおよび Oracle Portalを 1つのマシンにイ
ンストールする方法について説明します。Oracle Reports Servicesセキュリティと Oracle 
Portalは、別々のマシンにインストールすることもできます。Oracle Portalを使用して適切
な機能セキュリティ・モデルを利用する際に、Oracle Reports Servicesセキュリティと
Oracle Portalは、同一のマシンに存在する必要はありません。複数サーバーでのOracle 
Reports Servicesサーバーと Oracle Portalの構成の詳細は、第 6章「Oracle Reports Services
サーバーの クラスタの構成」を参照してください。
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Oracle Reports Services 6iセキュリティと Oracle Portalをインストールするステップを次に
示します。 

❏ ステップ 1:  Oracle Portalを Oracleデータベースにインストールします。

❏ ステップ 2: Oracle Reports Servicesをインストールします。

インストールの詳細は、『Oracle9i Application Serverインストレーション・ガイド』を参照
してください。

5.6.1 ステップステップステップステップ 1: Oracleデータベースへのデータベースへのデータベースへのデータベースへの Oracle Portalのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracleデータベース・リリース 8.1.6以降とともに、Oracle Portalリリース 3.0を別々の
ORACLE_HOMEにインストールします。Oracle Portalは、Webブラウザを使用してのみアク
セスできる Oracleデータベースに対するオプションです。Oracle Portalリリース 3.0は
Oracle9i Application Serverを介してインストールされます。詳細は、『Oracle9i Application 
Serverインストレーション・ガイド』を参照してください。

5.6.2 ステップステップステップステップ 2: Oracle Reports Servicesのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Reports Servicesコンポーネントをインストールします。インストーラによってマシ
ンへの依存性が自動的に分析された後、選択したオプションに基づいて Oracle Reports 
Servicesが構成されます。Oracle Reports Servicesは、Oracle9i Application Serverを介して
インストールされます。

Oracle Reports Services Builderを使用する必要がある場合は、Oracle9i Developer Suiteを
使用してインストールします。

5.7 セキュリティ環境の構成セキュリティ環境の構成セキュリティ環境の構成セキュリティ環境の構成
Oracle Reports Services 6iのセキュリティ環境を構成するには、次のステップを実行します。

❏ ステップ 1: Oracle Portal内の Oracle Reports Servicesセキュリティを使用可能にしま
す。

❏ ステップ 2: SECURITYTNSNAMESパラメータおよび PORTALUSERIDパラメータを追
加します。

❏ ステップ 3: Oracle Portalを起動します。

5.7.1 ステップステップステップステップ 1: Oracle Portal内の内の内の内の Oracle Reports Servicesセキュリティをセキュリティをセキュリティをセキュリティを
使用可能にする使用可能にする使用可能にする使用可能にする

Windows NTで Oracle Portal内の Oracle Reports Servicesセキュリティを手動で使用可能
にするには、次のディレクトリにある RWWWVINS.SQLスクリプトを実行します。

%ORACLE_HOME%¥REPORT60¥SERVER¥SECURITY¥3.0
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セキュリティ環境の構成                                                                    
UNIXで Oracle Portal内の Oracle Reports Servicesセキュリティを手動で使用可能にするに
は、次のディレクトリにある RWWWVINS.SQLスクリプトを実行します。

$ORACLE_HOME/reports60/admin/server/security

Oracle Portal管理者として、次のスクリプトを実行します。

sqlplus> @rwwwvins.sql <portal30 schema owner>

インストール中にプロンプトが表示されるので、Oracle Portalのスキーマ所有者を次のよう
に入力します（たとえば、portal30/portal30@orcl）。

username/password@connectstring

このスクリプトにより、適切なオブジェクト定義、メニュー・エントリおよびグループが作
成されます。次のグループが作成されます。

� RW_ADMINISTRATOR

� RW_DEVELOPER

� RW_POWER_USER

� RW_BASIC_USER

これらの 4つのグループは、Oracle Portalと Oracle Reports Servicesセキュリティを使用可
能にしたときに作成されます。セキュリティ認証のチェックのために、各 Oracle Portalユー
ザーをこれらのグループのいずれかに割り当てる必要があります。

5.7.1.1 RW_ADMINISTRATOR
このグループに割り当てられた Oracle Portalユーザー（たとえば、Oracle Reports Services
管理者、Oracle Portal管理者または Login Server管理者）は、Oracle Portalに登録済のレ
ポート定義ファイル、サーバーおよびプリンタ・オブジェクトを、CREATE、UPDATEお
よび DELETEできます。Oracle Reports Services管理者は、他のユーザーに対してセキュリ
ティ権限を割り当てたり、Oracle Reports Servicesから完全なエラー・メッセージを受け取
ることができます。ユーザーの作成および管理方法の詳細は、Oracle Portalのドキュメント
を参照してください。

このユーザーは、Oracle Reports Services Queue Managerの管理者の機能に対するアクセス
権を持っています。つまり、サーバー内のジョブの再スケジュール、削除、順序変更、およ
びサーバーのシャットダウンなど、サーバーのキューを管理できます。

5.7.1.2 RW_DEVELOPER
RW_DEVELOPERは、RW_POWE_USERグループおよび RW_BASIC_USERグループの権
限に加えて、システム環境を表示する SHOWENVや SHOWMAPなど、CGIコマンドをす
べて実行できます。このグループは、テストの実行や詳細なエラー・メッセージの取得を必
要とする開発者にも割り当てることができます。
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セキュリティ環境の構成
5.7.1.3 RW_POWER_USER
RW_POWER_USERグループの権限を持つ Oracle Portalユーザーは、RW_BASIC_USERグ
ループの権限に加えて、セキュリティ・チェックが失敗した場合に、より詳細なエラー・
メッセージを見ることができます。たとえば、HTMLに対してレポートを実行しようとし
て、これが許可されていない場合には、次のようなメッセージを受け取ります。

HTMLへレポートを実行できません。

5.7.1.4 RW_BASIC_USER
Oracle Portalが Oracle Portalユーザーを作成すると、そのユーザーは自動的に
RW_BASIC_USERグループに加わります。このグループの権限を持つOracle Portalユー
ザーは、レポートの実行権限が付与されていなければレポートを実行できません。この
Oracle Portalユーザーは、セキュリティ・チェックが失敗した場合も、非常に単純なエ
ラー・メッセージしか見ることができません。次のようなエラー・メッセージを受け取りま
す。

セキュリティ・チェック・エラー

5.7.2 ステップステップステップステップ 2: SECURITYTNSNAMESパラメータおよびパラメータおよびパラメータおよびパラメータおよび PORTALUSERID
パラメータを追加するパラメータを追加するパラメータを追加するパラメータを追加する

このステップは、データベース・レベルのセキュリティ権限を持つユーザーによって実行さ
れます。

Oracle Reports Servicesサーバーが実行中の場合は、まずシャットダウンする必要がありま
す。次に、SECURITYTNSNAMES=<"tnsname">パラメータおよび
PORTALUSERID=<portal_username>/<portal_password>を、Oracle Reports 
Servicesの構成ファイル（たとえば、rep60_<machinename>.ora）に追加します。
Windows NTの場合、この構成ファイルは次のディレクトリにあります。

%ORACLE_HOME%¥REPORT60¥SERVER

UNIXの場合、この構成ファイルは次のディレクトリにあります。

$ORACLE_HOME/reports60/server

各項目の内容は次のとおりです。

注意注意注意注意 : Oracle Reports Services 6iおよび Oracle Portal3.0では、認証
cookieドメインは使用されません。Oracle Reports Servicesでは、
PL/SQLコールを使用して、セッション IDとユーザー IDが CGIまたは
サーブレットに渡されます。
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プリンタ・アクセス                                                                    
Oracle Reports Servicesが存在するマシン上の tnsnames.oraファイルに正しいエイリア
スがあることを確認します。

Oracle Reports Servicesサーバーには、SECURITYTNSNAMESエントリおよび
PORTALUSERIDエントリが必要です。これらのエントリは、ユーザーがジョブ・リクエス
トを送信するときに、アクセス制御情報を探す場所を示します。Oracle Portalおよび Oracle 
Reports Servicesセキュリティのフレームワークがインストールされているデータベース・
インスタンスの名前を、サーバーに指示する必要があります。SECURITYTNSNAMESエン
トリおよび PORTALUSERIDエントリが Oracle Reports Servicesサーバーの構成ファイルに
追加されると、Oracle Portalリポジトリのアクセス制御情報が実施されます。このOracle 
Reports Servicesサーバーに対してレポートを実行するように指定した Oracle Portalユー
ザーには、識別が要求されます。

レポートを実行するために Oracle Portalコンテンツ領域に正常にログインすると、Oracle 
Portalでは、このログイン情報（ユーザー名とセッション ID）は AUTHIDコマンドライ
ン・パラメータのかわりに使用され、Oracle Portalを介して Oracle Reports Servicesサー
バーにより検証されます。

5.7.3 ステップステップステップステップ 3: Oracle Portalを起動するを起動するを起動するを起動する
Webブラウザから Oracle Portalを起動し、インストール中に識別したユーザーで Oracle 
Portalにログインします。このユーザーには、アプリケーション・レベルのセキュリティ権
限があります。

5.8 プリンタ・アクセスプリンタ・アクセスプリンタ・アクセスプリンタ・アクセス
ユーザー環境において、Oracle Portalユーザーがアクセスできるネットワーク・プリンタま
たはローカル・プリンタを多数用意することができます。しかし、一定期間プリンタの使用
を制限して Oracle Portalユーザーをそれらのプリンタのサブセットに制限したり、あるいは
特定レポート出力の印刷に使用する特定プリンタを識別することが必要になる場合もありま
す。たとえば、非常に長い月次レポートであるため、情報技術（IT）部門の高速大量印刷用
のプリンタに出力する必要があるような場合です。

プリンタ・アクセスには、次の情報が格納されます。

� Oracle Portal内部からのレポート出力の印刷に使用できるプリンタ

� レポート出力のアクセス権限を持つユーザー

� 使用可能日カレンダの割当てによるプリンタが処理可能な期間

tnsname Oracle Portalがインストールされているインスタンスの TNSname

portal_username Oracle Portalがインストールされているデータベース・ユーザー
の名前

portal_password Oracle Portalがインストールされているデータベース・ユーザー
のパスワード
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Oracle Portalコンテンツ領域の作成
使用可能日カレンダを使用していても、Oracle Portalのセキュリティ・フレームワーク内へ
のプリンタの登録は必須ではありません。

Oracle Portal内にプリンタを登録すると、それをOracle Reports Servicesサーバーに関連付
けることができます。多数のプリンタを登録できます。しかし、RDFファイルを登録してプ
リンタに印刷する場合は、印刷に使用できるのは特定の Oracle Reports Servicesサーバーに
関連付けられたプリンタのみです。

RDFに対するアクセス権を定義する際、レポート出力が送信されるプリンタの登録済サブ
セットをさらに制限するように選択できます。たとえば、Oracle Reports Servicesサーバー
が最高経営責任者のオフィスのプリンタに接続されていても、最高経営責任者以外の従業員
が一般台帳レポートを実行する場合には、このプリンタを選択できないようにします。かわ
りに、レポート・リクエストを実行する Oracle Portalユーザーにこのプリンタのサブセット
をリストして、出力が送信される場所を選択できるようにします。

5.9 Oracle Portalコンテンツ領域の作成コンテンツ領域の作成コンテンツ領域の作成コンテンツ領域の作成

Oracle PortalではWebコンテンツ領域の作成ウィザードが提供されていて、ステップに
従って自動的に作成できるようになっています。このウィザードは Oracle Portalリポジトリ
にすべて含まれています。コンテンツ・ページを作成するには、Oracle Portalにログインし
て、Oracle Portalの「ナビゲータナビゲータナビゲータナビゲータ」アイコン、「コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域」タブ、「新規作成新規作成新規作成新規作成 ...「コン「コン「コン「コン
テンツ領域」テンツ領域」テンツ領域」テンツ領域」」の順にクリックします。コンテンツ領域を作成する際、コンテンツの所有者
または DBAは、Oracle Portalコンテンツ領域に項目またはリンクを追加できます。項目と
して追加できるのは、URL、テキスト項目、イメージ・マップ、ファイル、PL/SQLコー
ル、フォルダへのリンク、またはその他の Oracle Portalコンポーネントです。RDFは、
Oracle Portal内に登録すると他のOracle Portalコンポーネントと同様に扱われ、Webコン
テンツ領域に同様に追加できます。

このリンクによってレポートをただちに実行するように選択できます。このとき、ユーザー
は Oracle Portalを介して認証され、出力は、許可または選択されたフォーマットで生成され
ます。あるいは、レポートをスケジュールし、出力を既存の Oracle Portalコンテンツ領域に
配信するように選択することもできます。レポートのスケジュールの詳細は、付録 A「カレ
ンダの定義によるレポートへの ユーザー・アクセスの管理」を参照してください。

注意注意注意注意 : 次の情報はすべて、Oracle Portalユーザー向けです。すべての
Oracle Portalユーザーはアプリケーション・レベルのセキュリティ権限を
持っていますが、データベース・レベルのセキュリティ権限は持っていま
せん。
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5.10 レポートのセットアップおよび配置レポートのセットアップおよび配置レポートのセットアップおよび配置レポートのセットアップおよび配置
Oracle Reports Servicesセキュリティおよび Oracle Portalをインストールし、Oracle Portal
コンテンツ領域をセットアップすると、ユーザーのセットアップおよび Oracle Portalによる
レポートの配置を始めることができます。次の項では、Oracle Portalユーザーのセットアッ
プに必要なステップおよびレポートの配置方法について説明します。

� セキュリティ管理のための Oracle Portalユーザーの作成と有効化

� Oracle Portalのアクセス制御のセットアップ

� レポートの登録

� レポートの配置

� レポートの実行

次の状況を前提とします。

� すでに Oracle Reports Servicesサーバーがインストールされ、Webレポート用に構成さ
れている。また、URLを介して使用できるようなっている。次に例を示します。

http://mycomputer.domain/cgi-bin/rwcgi60.exe

� Oracle Portalコンテンツ領域がすでに存在している。このコンテンツ領域はOracle 
Portalナビゲータによりアクセスされる。

� SECURITYTNSNAME=<"tnsname">パラメータがすでに Oracle Reports Servicesサー
バーの構成ファイルに追加されている。tnsnameは Oracle Portalがインストールされ
ているインスタンスを参照している。

� PORTALUSERID=<portal_username>/<portal_password>パラメータがすでに
Oracle Reports Servicesサーバーの構成ファイルに追加されている。ここで、
<portal_username>/<portal_password>は、Oracle Portalがインストールされて
いるデータベースの有効なユーザー名とパスワードである。

5.11 セキュリティ管理のためのセキュリティ管理のためのセキュリティ管理のためのセキュリティ管理のための Oracle Portalユーザーの作成とユーザーの作成とユーザーの作成とユーザーの作成と
有効化有効化有効化有効化

Oracle Portalユーザーが、レポート、サーバーまたはプリンタを登録し、さらに、これらの
オブジェクトに対するアクセス権を他の Oracle Portalユーザーに許可または付与できるよう
するには、このステップを実行する必要があります。

概要概要概要概要
この例では、Oracle Portalユーザーが、権限の付与、DBAグループの割当て、および
RW_ADMINISTRATORグループの割当てによって、Oracle Reports Servicesセキュリティ
を管理する方法について説明します。
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セキュリティ管理のための Oracle Portalユーザーの作成と有効化
前提条件前提条件前提条件前提条件
この例では、次の状況を前提とします。

� Oracle Portal管理者が適切なURLを使用して Oracle Portalを開く。

� Oracle Portal管理者がログインする。

5.11.1 セキュリティ管理のためのユーザーセキュリティ管理のためのユーザーセキュリティ管理のためのユーザーセキュリティ管理のためのユーザー REPORTSDEVの作成と有効化の作成と有効化の作成と有効化の作成と有効化
次のステップを実行する必要があります。

1. Oracle Portalホーム・ページから「管理管理管理管理」タブをクリックします。

2. 「管理管理管理管理」ページから「ユーザーユーザーユーザーユーザー」ポートレットの「新規ユーザーの作成新規ユーザーの作成新規ユーザーの作成新規ユーザーの作成」をクリックし
ます。次の画面が表示されます。
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セキュリティ管理のための Oracle Portalユーザーの作成と有効化                                                                    
3. 「ユーザーの詳細ユーザーの詳細ユーザーの詳細ユーザーの詳細」ヘッダーの下にある「ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名」、「パスワードパスワードパスワードパスワード」および「パスパスパスパス
ワードの確認ワードの確認ワードの確認ワードの確認」フィールドに「REPORTSDEV」と入力します。次に、「新規作成新規作成新規作成新規作成」ボ
タンをクリックします。次の画面が表示されます。
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セキュリティ管理のための Oracle Portalユーザーの作成と有効化
4. 「REPORTSDEV」をクリックして、ユーザーを編集します。次の画面が表示されます。

5. 「グループ・メンバーグループ・メンバーグループ・メンバーグループ・メンバー」ヘッダーまでこの画面をスクロールして、次の画面に示すよう
に、「DBA」および「PORTAL_ADMINISTRATORS」グループを選択します。

6. 「適用適用適用適用」ボタンをクリックします。
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セキュリティ管理のための Oracle Portalユーザーの作成と有効化                                                                    
7. 「権限権限権限権限」タブをクリックします。次の画面が表示されます。

8. 「コンテンツ領域権限コンテンツ領域権限コンテンツ領域権限コンテンツ領域権限」ヘッダーまでこの画面をスクロールして、 「権限権限権限権限」ドロップダウ
ン・リストから「管理管理管理管理」を選択します。

9. 続けて、「アプリケーション権限アプリケーション権限アプリケーション権限アプリケーション権限」ヘッダーまでこの画面をスクロールして、「すべてのすべてのすべてのすべての
アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」および「すべての共有コンポーネントすべての共有コンポーネントすべての共有コンポーネントすべての共有コンポーネント」用の「権限権限権限権限」ドロップダウ
ン・リストから「管理管理管理管理」を選択します。

10.「適用適用適用適用」ボタンをクリックします。

11.「OK」ボタンをクリックします。「管理管理管理管理」ページが再び表示されます。

12.「リストリストリストリスト」ボタンをクリックして、リストから「DBA」および
「RW_ADMINSTRATOR」グループを選択します。 

注意注意注意注意 : [Ctrl]キーを押したまま選択項目をクリックすると、複数のオブ
ジェクトを選択できます。
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セキュリティ管理のための Oracle Portalユーザーの作成と有効化
13.「編集編集編集編集」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。

14.「メンバーメンバーメンバーメンバー」タブをクリックします。次の画面が表示されます。

15.「グループ・メンバーの指定グループ・メンバーの指定グループ・メンバーの指定グループ・メンバーの指定」ヘッダーの下にある「名前名前名前名前」フィールドに
「REPORTSDEV」と入力するか、または「ユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズ」ボタンをクリックし
て、リストから REPORTSDEVを選択します。
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Oracle Portalのアクセス制御のセットアップ                                                                    
16.「メンバー・リストに追加メンバー・リストに追加メンバー・リストに追加メンバー・リストに追加」ボタンをクリックします。その後、「グループ・メンバー・グループ・メンバー・グループ・メンバー・グループ・メンバー・
リストリストリストリスト」ヘッダーまでこの画面をスクロールすると、REPORTSDEVが追加されたこと
を確認できます。DBAおよび RW_ADMINISTRATORグループの REPORTSDEV権限
が付与されています。

17.「OK」ボタンをクリックします。Oracle Portalの「管理管理管理管理」ページが再び表示されます。

18.  REPORTSDEVでログインしてセキュリティを管理できるようにするには、Oracle 
Portal管理者のログアウトを行う必要があります。

REPORTSDEVが作成され、Oracle Reportsのセキュリティを管理できます。

5.12 Oracle Portalのアクセス制御のセットアップのアクセス制御のセットアップのアクセス制御のセットアップのアクセス制御のセットアップ
Oracle Reports Servicesと Oracle Portalの統合では、Oracle Reports Servicesにより実行さ
れるレポートへのアクセスを制限するために、管理インタフェースがそのままのかたちで提
供されています。セキュリティ・チェックは、Oracle Portalユーザーが必要なアクセス制御
を持っていることを確認するために実行されます。

Oracle Portalリポジトリに格納されているアクセス制御データとは、機能またはアプリケー
ション・レベルのセキュリティ、つまり、特定のレポートへの Oracle Portalユーザーのアク
セス権を意味することに留意してください。データ・セキュリティは、USERIDパラメータ
により処理され、実行時に渡すことができますが、Oracle Portalユーザーにプロンプトを表
示することもできます。

すべてのユーティリティでは、アクセス制御情報の作成、編集または削除のためにウィザー
ドが使用されます。アクセス制御情報は、入力後、Oracle Portalリポジトリにメタデータと
して格納されます。Oracle Portalのこのセキュリティ情報にアクセスできるのは、Oracle 
Reports Servicesシステム管理者権限（DBAおよび RW_ADMINISTRATORグループ）を持
つ Oracle Portalユーザーのみです。

5.13 レポートの登録レポートの登録レポートの登録レポートの登録
セキュリティを管理する機能により REPORTSDEVが作成されると、次のことを実行できま
す。

� レポートの保護

� サーバーの保護

� プリンタの保護

� 使用可能日カレンダの定義

� レポート、サーバー、プリンタの実行およびアクセスをユーザーに許可
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概要概要概要概要
この例では、次の処理について説明します。

� サーバーの登録

� RDFアクセスの作成

前提条件前提条件前提条件前提条件
この例では、次の状況を前提としています。

� Oracle Portalは、Oracle Portalインストール用の適切な URLを使用してオープンされて
いる。

� REPORTSDEVは Oracle Portalにログインしている。

� REPORTSDEVには accounting.rdfというレポートが登録されている。

� REPORTSDEVは、SCOTTおよび BJというユーザー（両方とも Oracle Portalユーザー）
にレポートの実行を許可している。

� PUBSVRという Oracle Reports Servicesサーバーがすでにセットアップされ、使用可能
になっている。

5.13.1 サーバーの登録サーバーの登録サーバーの登録サーバーの登録
Oracle Reports Servicesサーバー・アクセスには、次の情報が格納されます。

� ジョブ・リクエストの処理に使用できる Oracle Reports Servicesサーバー

� 登録済 Oracle Reports Servicesサーバーによる出力の印刷に使用できる登録済プリンタ

� 所定の Oracle Reports Servicesサーバーにレポート・リクエストを送信する権限を持つ
ユーザー

� Oracle Reports Servicesサーバーがジョブ・リクエストの処理に使用できる期間

� 所定の Oracle Reports Servicesサーバーは、すべてのレポートを実行できるか、または
保護アクセス用に登録されたレポートのみを実行できるか

Oracle Portalフレームワーク内の実際のOracle Reports Servicesサーバーは、すでに存在し
ていて、レポート・リクエストを実行するように構成する必要があります。

サーバー・アクセスを定義するには、次のことを実行します。

1. Oracle Portalホーム・ページから「管理管理管理管理」タブをクリックします。

2. 「Oracle Reports Security」ポートレットの「Oracle Reports Securityの設定の設定の設定の設定」をク
リックします。
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3. 「Reports Serverアクセスを作成アクセスを作成アクセスを作成アクセスを作成」をクリックします。次の画面が表示されます。

4. 「サーバー名サーバー名サーバー名サーバー名」フィールドに「NEWSERVER」と入力します。

5. 「Reports Serverのののの TNS名名名名」フィールドに「PUBSVR」と入力します（この名前は、
Oracle Reports Servicesサーバーの名前です）。

6. 「説明説明説明説明」フィールドに「Local reports server」と入力します。

7. 「Oracle Reports Web Gatewayのののの URL」に Oracle Reports Services CGIおよびサーブ
レットの場所を入力します。次に例を示します。

http://mycompany.docmain/cgi-bin/rwcgi60.exe

8. 「登録されたレポート定義ファイルのみ実行する登録されたレポート定義ファイルのみ実行する登録されたレポート定義ファイルのみ実行する登録されたレポート定義ファイルのみ実行する」および「プリンタプリンタプリンタプリンタ」を空白にしてお
きます。この例ではそれらは作成されません。また、この例ではプリンタは選択しませ
ん。ただし、プリンタを登録していれば、1つ以上のプリンタを Oracle Reports 
Servicesサーバーに関連付けることができます。

9. Oracle Portal内のプリンタを保護していた場合、この RDFファイルに 1つ以上のプリ
ンタを関連付けることができます。しかし、この例ではプリンタは登録せず、この RDF
はどのプリンタでも印刷できるものとします。「プリンタプリンタプリンタプリンタ」フィールドには以前に作成

注意注意注意注意 : 「登録されたレポート定義ファイルのみ実行する登録されたレポート定義ファイルのみ実行する登録されたレポート定義ファイルのみ実行する登録されたレポート定義ファイルのみ実行する」にチェックマー
クを付けると、Oracle Portal内で保護されているレポートを実行しないよ
うに、Oracle Reports Servicesサーバーに指示することになります。
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したプリンタを含めることができますが、この例では必要ありません。プリンタの詳細
は、5.8項「プリンタ・アクセス」を参照してください。

10. すべてのフィールドを設定した後に、「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表
示されます。

11.「アクセス権限の付与アクセス権限の付与アクセス権限の付与アクセス権限の付与」ヘッダーの下にある「ユーザーユーザーユーザーユーザー /ロールロールロールロール」フィールドに
「SCOTT (ユーザーユーザーユーザーユーザー )」と入力するか、または「ユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズ」ボタンをクリッ
クして、リストから SCOTTを選択します。

12. プルダウン・リストから「表示表示表示表示」を選択して、「追加追加追加追加」ボタンをクリックします。

13.「アクセス権限の変更アクセス権限の変更アクセス権限の変更アクセス権限の変更」ヘッダーまでスクロールして、サーバーに対するアクセス権が
ユーザーに付与されていることを確認します。

14. 次に、BJにアクセス権を付与します。ステップ 11～ 13を繰り返して、「ユーザーユーザーユーザーユーザー /
ロールロールロールロール」フィールドに「BJ (ユーザーユーザーユーザーユーザー )」と入力するか、または「ユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズ」
リストから BJを選択します。
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15.「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。次の画面が表示されます。

この例では、この画面は空白にしておきます。使用可能日カレンダの詳細は、付録 A
「カレンダの定義によるレポートへの ユーザー・アクセスの管理」を参照してください。

注意注意注意注意 : このサーバーを Oracle Portalのレポートに使用できる日や時間を
制限する場合は、使用可能日カレンダを作成した後、ここでその使用可能
日カレンダを選択します。
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16.「完了完了完了完了」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。

17.「閉じる閉じる閉じる閉じる」ボタンをクリックします。「Oracle Reports Securityの設定の設定の設定の設定」ページが再び表
示されます。

これで、Oracle Reports Servicesサーバーの登録が完了しました。次に、レポートを登録し
ます。

5.13.2 レポート定義ファイル・アクセスの作成レポート定義ファイル・アクセスの作成レポート定義ファイル・アクセスの作成レポート定義ファイル・アクセスの作成
レポート定義ファイル（RDF）アクセスには、次の情報が格納されます。

� 保護アクセス用に登録された Oracle Reports Servicesファイル（RDF、REP、REXおよ
び XML）。レポートのフルパスを設定できます。しかし、オラクル社では、ファイル名
にパスを設定せずに、RDF、REP、REXまたは XMLのみを使用して、
REPORTS60_PATH環境変数または SOURCEDIRパスにファイルの場所を追加するこ
とをお薦めします。

� Oracle Portal内でこのレポートのインスタンスを識別する名前（Oracle Portal内のみで
適用可能）

� このレポートのインスタンスを実行するアクセス権限を持つユーザー

� このレポートのインスタンスを実行できる期間
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� 特定のレポートに対するリクエストの処理に使用できる Oracle Reports Servicesサー
バー

� パラメータ、指定した形式（PDF、HTMLまたは HTMLCSS）および有効化トリガーを
使用してレポートを配布する方法

� このレポートが印刷されるプリンタ

RDFが Oracle Portal内に登録されると、その RDFにより、Oracle Portalコンポーネントが
作成されます。オラクル社では、同一の RDFファイルに複数のインスタンスを登録するこ
とはお薦めしません。

特定レポートにアクセス権を持つ Oracle Portalユーザーの指定のほか、Oracle Portalユー
ザーがレポートを対話的に操作する方法も指定できます。レポートに指定できるパラメータ
に加えて、Oracle Portalにユーザーのレポートを登録する際に使用するパラメータ・フォー
ムも作成できます。

Oracle Portalパラメータ・フォームは、セキュリティの制限事項を設定するために使用され
ます。たとえば、所定のレポートを有効なレポート出力形式に限定したり、このような有効
な形式に限定してパラメータ・フォームを表示したりします。セキュリティ情報は Oracle 
Portalリポジトリに格納されます。

Oracle Reports Servicesのパラメータ・フォームにより、たとえば、PL/SQLトリガーを付
加するなど、追加の制限事項を設定できます。オラクル社では、パラメータ・フォームの競
合を回避するために、Oracle Portalパラメータ・フォームまたは Oracle Reports Servicesパ
ラメータ・フォームのいずれか 1つのみ使用することをお薦めします。

この任意のパラメータ・フォームは、ユーザーがアクセスできる値、またはこのレポートの
出力に必要な追加パラメータの値を制限するために使用できます。たとえば、HTMLレポー
トのページ・ストリームの強制実行、特定の値に基づくデータの表示、または定義済の
LOVの表示などに使用できます。さらに、ジョブの送信中にどのパラメータをユーザーに
公開するかを指定することもできるため、各ユーザーは同じレポートに対して異なるオプ
ションを適用できます。たとえば、レポート出力を HTML、HTMLCSSまたは PDFのいず
れにするかをユーザーが指定することもできます。

「パラメータ入力フォームパラメータ入力フォームパラメータ入力フォームパラメータ入力フォーム」では、選択する値とともに、パラメータも表示するかどうかを
指定できます。これを行うには、「コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理」画面から「カスタマイズカスタマイズカスタマイズカスタマイズ」リン
クを選択します。その後、エンド・ユーザーに表示するパラメータをチェックします。 
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RDFアクセスの作成およびレポートの登録を行うには、次のようにします。

1. 「Oracle Reports Security」画面が再び表示されます。

2. 「レポート定義ファイル・アクセスレポート定義ファイル・アクセスレポート定義ファイル・アクセスレポート定義ファイル・アクセス」ポートレットの「レポート定義ファイル・アクセレポート定義ファイル・アクセレポート定義ファイル・アクセレポート定義ファイル・アクセ
スを作成スを作成スを作成スを作成」をクリックします。次の画面が表示されます。

「アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション」、「Report名名名名」および「Reports Servers」フィールドは、すでに設
定されています。

3. 「Report名名名名」フィールドを、たとえば、「Financial」に変更します。

4. 「Reports Servers」フィールドに NEWSERVERを選択します。Oracle Reports Services
サーバーが 1つしかない場合でも、それを選択して続行します。[Ctrl]キーを押したま
ま、使用する各サーバーをクリックすると、複数のサーバーを選択することもできま
す。

5. 「Oracle Reportsファイル名ファイル名ファイル名ファイル名」フィールドに「accounting.rdf」と入力します。ここでは
RDFが REPORTS60_PATHにあることを前提としていますが、フルパスをこのフィー
ルドにハードコードすることもできます。

6. 「説明説明説明説明」フィールドは任意です。この例では「Financial statement」と入力します。
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7. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。

8. 「アクセス権限の付与アクセス権限の付与アクセス権限の付与アクセス権限の付与」ヘッダーの下にある「ユーザーユーザーユーザーユーザー /ロールロールロールロール」フィールドに
「SCOTT (ユーザーユーザーユーザーユーザー )」と入力するか、または「ユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズユーザーをブラウズ」ボタンをクリッ
クして、リストから SCOTTを選択します。

9. ドロップダウン・リストから「管理管理管理管理」を選択します。

10.「追加追加追加追加」ボタンをクリックします。

11.「アクセス権限の変更アクセス権限の変更アクセス権限の変更アクセス権限の変更」ヘッダーまでこの画面をスクロールして、RDFファイルに対す
るアクセス権がユーザーに付与されていることを確認します。

12. 次に、BJにアクセス権を付与します。ステップ 8～ 11を繰り返して、ユーザーには
「BJ (ユーザーユーザーユーザーユーザー )」を選択します。
5-28 Oracle9i Application Server Oracle Reports Services レポートWeb公開ガイド                            



レポートの登録
13.「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。

使用可能日はここでは指定しないため、この画面は空白のままにしておきます。
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14.「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。

15. この画面では「宛先宛先宛先宛先」情報を選択します。「タイプタイプタイプタイプ」、「フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット」、「プリンタプリンタプリンタプリンタ」お
よび「パラメータ・フォーム・テンプレートパラメータ・フォーム・テンプレートパラメータ・フォーム・テンプレートパラメータ・フォーム・テンプレート」があります。たとえば、「タイプタイプタイプタイプ」には
「Cache」、「フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット」には「HTMLCSS」および「PDF」を選択します。

注意注意注意注意 : [Ctrl]キーを押したまま選択項目をクリックすると、複数のオブ
ジェクトを選択できます。
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16.「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。

17. この例では、レポートに渡す部門番号を制限することにより、さらにアクセスを制限し
ます。「パラメータ名パラメータ名パラメータ名パラメータ名」フィールドに「P_DEPTNO」と入力します。
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18.「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。

有効化トリガーは、条件付き制限を作成するために使用されます。条件付き制限とは、
「必須パラメータ必須パラメータ必須パラメータ必須パラメータ」ページにも「任意パラメータ任意パラメータ任意パラメータ任意パラメータ」ページにも定義できない制限です。
有効化トリガーは PL/SQLファンクションです。有効化トリガーは、ユーザーが「ランランランラン
タイム・パラメータ・フォームタイム・パラメータ・フォームタイム・パラメータ・フォームタイム・パラメータ・フォーム」を使用する場合に実行されます。
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19. 次の画面のように、「有効化トリガー有効化トリガー有効化トリガー有効化トリガー」画面の情報を変更します。SCOTTは、部門番号
が 10の場合のみ、このレポートを実行できます。その他のユーザーには、このような
制限はありません。
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20.「完了完了完了完了」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。
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21.「カスタマイズカスタマイズカスタマイズカスタマイズ」リンクをクリックします。次の画面が表示されます。

22. この画面では、「ユーザーに表示ユーザーに表示ユーザーに表示ユーザーに表示」チェックボックで「Desformat」および
「P_DEPTNO」を選択します。「P_DEPTNO」フィールドに「10」と入力します。

23.「パラメータの保存パラメータの保存パラメータの保存パラメータの保存」ボタンをクリックします。変更した内容を保存するには、必ずこ
のボタンをクリックしてください。変更を確認するための「パラメータを保存しましパラメータを保存しましパラメータを保存しましパラメータを保存しまし
たたたた」という確認メッセージが表示されます。

24.「Report実行実行実行実行」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。
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25.「User Name」フィールドに「SCOTT」、「Password」フィールドに「TIGER」、
「Database」フィールドに「ORCL」と入力します。次に、「Submit」ボタンをクリッ
クします。次の画面が表示され、レポートが正常に実行されたことを確認できます。

レポートの登録と REPORTSDEV、SCOTTおよび BJへの権限の付与が正常に終了しました
（REPORTSDEVへの権限の付与は自動的に行われます）。

5.14 レポートの配置レポートの配置レポートの配置レポートの配置
これでレポートを配置する準備ができました。

概要概要概要概要
この例では、Oracle Portalコンテンツ領域へのレポートの配置について説明します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
この例では、次の状況を前提としています。

� Oracle Portalは、Oracle Portalインストール用の適切な URLを使用してオープンされて
いる。

� REPORTSDEVは Oracle Portalにログインされている。

� 「Reports Security Test」というコンテンツ領域がすでに存在している。
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5.14.1 Oracle Portalコンテンツ領域へのレポートの配置コンテンツ領域へのレポートの配置コンテンツ領域へのレポートの配置コンテンツ領域へのレポートの配置
Oracle Portalコンテンツ領域にレポートを配置するには、次のステップを実行します。

1. 任意のページから「ナビゲータナビゲータナビゲータナビゲータ」アイコンをクリックします。次の画面が表示されま
す。
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2. 「コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域」タブをクリックします。次の画面が表示されます。

3. 「Reports Security Test」をクリックします。次の画面が表示されます。

4. 「一般一般一般一般」をクリックします。次の画面が表示されます。
5-38 Oracle9i Application Server Oracle Reports Services レポートWeb公開ガイド                            



レポートの配置
5. 「カテゴリの編集カテゴリの編集カテゴリの編集カテゴリの編集」をクリックします。次の画面が表示されます。

6. 「アイテムを追加アイテムを追加アイテムを追加アイテムを追加」をクリックします。次の画面が表示されます。
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7. 「アイテム・タイプアイテム・タイプアイテム・タイプアイテム・タイプ」ドロップダウン・リストから「アプリケーション・コンポーネンアプリケーション・コンポーネンアプリケーション・コンポーネンアプリケーション・コンポーネン
トトトト」を選択します。その後、「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表示されま
す。

8. 「フォルダ領域フォルダ領域フォルダ領域フォルダ領域」ヘッダーの下にある、適切なラジオ・ボタンをクリックします。この
場合は、「標準アイテム標準アイテム標準アイテム標準アイテム」を選択します。

9. 「プライマリ・アイテム属性プライマリ・アイテム属性プライマリ・アイテム属性プライマリ・アイテム属性」ヘッダーまでスクロールして、「アプリケーション・コンアプリケーション・コンアプリケーション・コンアプリケーション・コン
ポーネントポーネントポーネントポーネント」ドロップダウン・リストから「EXAMPLE_APP: FINANCIAL」を選択し
ます。

10.「表示名表示名表示名表示名」フィールドに「Financial report」と入力します。

11.「フォルダフォルダフォルダフォルダ」ドロップダウン・リストから「Reports Security Test」を選択します。

12.「カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ」ドロップダウン・リストから「一般一般一般一般」を選択します。
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13.「説明説明説明説明」フィールドに「Financial report for a department」と入力します。画面は次の
ようになります。

14.「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。
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15. SCOTTがレポートを表示するには、次の 2つの方法があります。

� 1つ目の方法では、「Financial report」リンクをクリックします。このリンクは、
「コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域」にナビゲートした後、「Reports Security Test」にナビゲートす
ると見つかります。

� 2つ目の方法では、SCOTTに追加オプションを与えます。ステップ 14から続けて、
「表示オプション表示オプション表示オプション表示オプション」ヘッダーまでスクロールし、「パラメータ・フォームの表示パラメータ・フォームの表示パラメータ・フォームの表示パラメータ・フォームの表示」を
選択します。その後、「完了完了完了完了」ボタンをクリックします。次の画面が表示され、レ
ポートが追加されたことを確認できます。
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16.「Financial report」をクリックします。次の画面が表示されます。

17.「Report実行実行実行実行」ボタンをクリックします。次の画面が表示され、レポートが正常に実行
されたことを確認できます。

18. REPORTSDEVは、この時点でログアウトできます。

「FINANCIAL」というレポートが、Oracle Portalの「Reports Security Test」コンテンツ領
域に正常に配置されました。
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5.15 レポートの実行レポートの実行レポートの実行レポートの実行
REPORTSDEVによってレポートの登録、SCOTTと BJへのレポート実行許可の付与、さら
に「Reports Security Test」コンテンツ領域へのレポートの配置が完了したので、そのレ
ポートは Oracle Portalユーザーにより実行できる状態になっています。

概要概要概要概要
この例では、次の処理について説明します。

� レポートの検索

� レポートの実行

前提条件前提条件前提条件前提条件
この例では、次の状況を前提としています。

� BJはログインされている。

� BJは「Reports Security Test」コンテンツ領域にナビゲートしている。

� BJは「Financial」というレポートを実行しようとしている。

レポートを実行するには、次のステップに従います。

1. 「コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域」タブから「Reports Security Test」を選択します。次の画面が表示さ
れます。
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2. 「Financial report」をクリックします。次の画面が表示されます。

3. 「スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール」タブをクリックします。次の画面が表示されます。
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この画面をスクロールして、次の情報を設定します。

4. 「Submit」ボタンをクリックします。

「ようこそようこそようこそようこそ BJ」フォルダ・ページに戻り、「結果のフォルダ結果のフォルダ結果のフォルダ結果のフォルダ」が作成されたことを確認しま
す。レポートの結果は 1時間ごとにこのフォルダに格納されるので、BJはフォルダをクリッ
クすればいつでも結果を確認できます。

開始開始開始開始 「即時即時即時即時」を選択します。

繰返し繰返し繰返し繰返し 「毎毎毎毎」を選択して、空白のフィールドに「1」と入力します。これによ
り、1時間ごとにレポートが実行されます。

宛先宛先宛先宛先 次のように設定します。

コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域コンテンツ領域 「Reports Security Test」がすでに入力されていま
す。

ログ・ファイル・ログ・ファイル・ログ・ファイル・ログ・ファイル・
フォルダフォルダフォルダフォルダ

「ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル」と入力します。このフォルダに
は、実際のレポートの実行に関する情報が含まれて
います。

結果のタイトル結果のタイトル結果のタイトル結果のタイトル 「Financial information」と入力します。

結果のフォルダ結果のフォルダ結果のフォルダ結果のフォルダ 「結果のフォルダ結果のフォルダ結果のフォルダ結果のフォルダ」と入力します。レポート出力は
このフォルダに配信されます。

有効期間有効期間有効期間有効期間 ドロップダウン・リストから「永久永久永久永久」を選択しま
す。

前回の結果を前回の結果を前回の結果を前回の結果を
上書き上書き上書き上書き

これをクリックすると、前回の結果は上書きされま
す。クリックしなければ、前回の結果が保存されま
す。
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5.16 Oracle Portal以外のレポートの公開以外のレポートの公開以外のレポートの公開以外のレポートの公開
Oracle Portalリポジトリ内に登録したレポートを公開する際、配置メカニズムとして Oracle 
Portalの使用が強制されているわけではありません。任意のWebコンテンツ領域または
Oracle Portalコンテンツ領域に、レポート・リクエストの起動元となるリンクを作成できま
す。

次のステップでは、Oracle Portalコンテンツ領域の外部に、アプリケーション・レベルのセ
キュリティをインプリメントする方法について説明します。

1. アクセス制御情報が存在するインスタンスを指す rep60_<machinename>.oraファイ
ルに、SECURITYTNSNAMEパラメータおよび PORTALUSERIDパラメータを追加す
る必要があります（PORTALUSERID=<portal_username>/<portal_password>
および SECURITYTNSNAME=<tnsnames>）。このエントリがない場合、Oracle 
Reports Servicesでは、Oracle Portalリポジトリに存在するアクセス制御情報に対して
ユーザーが認証されません。

2. CGIまたはサーブレットのキー・マップ・ファイル（cgicmd.dat）では、AUTHID
コマンドライン・パラメータが使用されます。AUTHIDパラメータはレポート・リク
エストのコマンドラインに追加できます。AUTHIDにより、Oracle Portalで作成され
たアプリケーション・ユーザーが識別されます。キー・マップ・ファイルの任意のレ
ポート・エントリに AUTHID=username/passwordを追加して、ユーザー名とパス
ワードをハードコードできます。この場合は、ユーザーに対して、アプリケーション・
レベルのセキュリティ用プロンプトが表示されます。

ユーザーがレポート・リクエストを実行するたびに認証されるようにプロンプトを表示
する場合は、SHOWAUTHエントリおよび AUTHTYPE=Sエントリを URLに追加する
か、または、%S引数をキー・マッピング・レポート・エントリに含めます。キー・
マップ・ファイルのエントリの一例を次に示します。

emp: server=repserver report=emp.rdf userid=scott/tiger@orcl destype=CACHE 
desformat=HTMLCSS %S
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この例では、データベースのユーザー名、パスワードおよび接続文字列
（scott/tiger@orcl）がハードコードされているため、ユーザーに必要とされるの
は、アプリケーション・レベルのセキュリティ用のユーザー名とパスワードを入力する
ことだけです。つまり、Oracle Portalに格納されているユーザー名とパスワードは、選
択したレポートを実行するアクセス権があるかどうかを識別するために使用されます。
次に示すように、システム認証のダイアログ・ボックスには「User Name」と
「Password」フィールドのみ表示されます。

このように、システム認証のダイアログ・ボックスには「User Name」と「Password」
フィールドのみ表示されます。キー・マッピング・エントリから USERIDパラメータを
省略した場合は、次の画面に示すように、データベース認証のためのプロンプトも表示
されます。

データベース認証を実施する別の方法としては、キー・マッピング・エントリに %D引
数を追加する方法もあります。次に例を示します。

emp: server=repserver report=emp.rdf destype=CACHE desformat=HTMLCSS %S %D

「Please do not edit this line」というコメント・タグが含まれていない部分に
ついては、認証テンプレート・ファイルを編集できます。
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3. REPORTS60_COOKIE_EXPIREの値を指定します。ユーザーがアプリケーションに正常
にログインして、レポート・リクエストを実行するたびに、暗号化された cookieがブ
ラウザに送られます。cookieが期限切れになると、その後のリクエストを実行するに
は、ユーザーは再度認証される必要があります。管理者は、サーバーに
REPORTS60_COOKIE_EXPIRE環境変数を定義できます。この変更内容を有効にするに
は、サーバーを停止して再起動する必要があることに注意してください。

クライアントのブラウザがクローズされると cookieは自動的に削除されます。しかし、
ブラウザを長時間オープンしておく場合は、この環境変数によってセッションの長さを
制御できます。Oracle Reports Services CGI実行可能ファイルは、ジョブ・リクエスト
を受け取ったときに、cookieに保存されている時間を現在のシステム時間と比較しま
す。その時間が環境変数に定義した分単位の時間（デフォルトは 30分）よりも長い場
合、cookieが拒否され、ユーザーは認証のために再度識別が要求されます。

ユーザー認証に適用する環境変数のリストは、表 5-1「ユーザー認証に関する環境変数」
を参照してください。

cookieの期限が切れるまでユーザーの認証を維持するには、キー・マップ・ファイルか
ら AUTHIDのパラメータまたは %S引数を省略します。
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Oracle Reports Servicesサーバーのサーバーのサーバーのサーバーの

クラスタの構成クラスタの構成クラスタの構成クラスタの構成

この章では、Oracle Reports Servicesサーバーをクラスタ構成にして、パフォーマンスの向
上と負荷の均衡化を図る方法について説明します。これは、急速に増加するユーザーへの情
報の配布がますます要求されるにつれ、重要になります。

Oracle Reports Servicesサーバーのクラスタリングを使用すると、追加のアプリケーショ
ン・サーバーを必要に応じてプラグインできるため、所属企業の既存のハードウェア投資を
活用してこのニーズに対応できます。これによって、Oracle Reports Servicesサーバーの処
理能力を企業の成長にともなって成長させることができます。

クラスタリングに向けて Oracle Reports Servicesサーバーを構成する前に、Oracle Reports 
Servicesの基本的なアーキテクチャについて知っておく必要があります。詳細は、第 1章
「公開のアーキテクチャと概念」 を参照してください。また、基本構成を使用して Oracle 

Reports Servicesのセットアップを完了しておくことも必要です。詳細は、第 3章
「Windows NTおよび UNIX上での Oracle Reports Servicesサーバーの構成」 を参照してく
ださい。
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6.1 クラスタリングの概要クラスタリングの概要クラスタリングの概要クラスタリングの概要
Oracle Reports Servicesサーバーとして構成された 3つのマシンをクラスタ化すると仮定し
ます。これらのマシンは次のとおりです。

この概要で説明する、Oracle Reports Servicesサーバーをクラスタ構成にする方法について
のステップ・バイ・ステップの解説は、6.2項「Oracle Reports Servicesサーバーをクラスタ
構成にする例」を参照してください。

NT-1をマスターに指定し、次に、CLUSTERCONFIGパラメータを設定して、このサーバー
が NT-2と SUN-1をスレーブとして認識できるようにします。この例をわかりやすくするた
めに、マスター・サーバーと各スレーブ・サーバーに対するMAXENGINEパラメータと
MINENGINEパラメータには、各マシン上で使用できる CPU数が設定されています。

マシンの構成が完了したら、レポート・リクエストを、レポートをスレーブに転送するマス
ター・サーバー（SERVER=NT-1）に送ります。マスター・サーバーは起動すると構成ファ
イルをチェックします。マスターはスレーブ・サーバーが構成ファイルにリストされている
順序で各スレーブ・サーバーに接続し、定義された数のエンジン（たとえば、各 2つずつ）
を起動するよう通知します。スレーブのエンジンが起動すると、マスターのコントロール下
に置かれ、マスターはラウンドロビン・アルゴリズムを使用してジョブを各エンジンに割り
当てます。

マスター・サーバー（NT-1）は 7つのレポート・リクエストを受け取るとします。マスター
は自分の 4つのエンジンを使用して最初の 4つのレポートを実行します。第 5と第 6のレ
ポートについては、マスターはリクエストを NT-2の 2つのエンジンに転送して実行させま
す。マスターは第 7のレポートを受け取ると、そのリクエストを SUN-1の第 1のエンジン
に転送して実行させます。すべての出力はセントラル・キャッシュ（すべてのサーバーが共
有するキャッシュ）に書き込まれます。マスターは出力をリクエスト元（Webブラウザな
ど）に戻します。

スレーブ・サーバーは、マスター・サーバーから独立してエンジンを起動できるのであれ
ば、当然、Oracle Reports Servicesサーバーとして完全に機能できる状態を維持できます。
NT-2の Oracle Reports Services構成のMAXENGINEパラメータとMINIENGINEパラメー

表表表表 6-1 サーバー・マシン例の説明サーバー・マシン例の説明サーバー・マシン例の説明サーバー・マシン例の説明

マシンマシンマシンマシン /サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの TNS名名名名 説明説明説明説明 マスターマスターマスターマスター /スレーブスレーブスレーブスレーブ

NT-1 4 CPU NTサーバー マスター

NT-2 2 CPU NTサーバー スレーブ

SUN-1 2 CPU Sun Solarisワークステーション スレーブ

注意注意注意注意 : ここでは説明のために、NT-1マシンをマスター・サーバーに決定
しました。CPUの数は決定要因ではありません。
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タが 3に設定されているとします。これは、NT-2の Oracle Reports Servicesサーバーに 3
つのエンジンが割り当てられていて、マスターの関知しないところでリクエストを受け取れ
ることを意味しています。スレーブ・サーバーとして構成される場合は（すなわち、NT-2
のマスター構成でMAXENGINEパラメータとMINENGINEパラメータが 2に設定されて
いる場合）、NT-2の Oracle Reports Servicesでは合計 5つのエンジンが起動していることに
なります。NT-2サーバー専用のエンジンが 3つとマスターへのスレーブ専用のエンジンが 2
つです。

6.2 Oracle Reports Servicesサーバーをクラスタ構成にする例サーバーをクラスタ構成にする例サーバーをクラスタ構成にする例サーバーをクラスタ構成にする例
この項では、Oracle Reports Servicesサーバーをクラスタ構成にする方法をステップ・バ
イ・ステップで説明します。この例では、次の事項について説明します。

� マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法

� マスター・サーバーを構成する方法

� クラスタ化されたサーバーへのレポート・リクエストを実行する方法

� エンジンがダウンしたときにジョブを再送信する方法

� サーバーに既存の構成を追加する方法

この例では、表 6-1「サーバー・マシン例の説明」で説明するとおり、サーバー・マシンを
クラスタリングに向けて構成します。

各マシンに対しては次の事項が前提とされています。

� Oracle Reports Servicesのコンポーネントがインストールされている。

� Oracle Reports Servicesは、tnsames.oraファイルでマシン名を TNSサービス・エン
トリ名（NT-1など）として使用して構成されている。

� セントラル・ファイル・サーバーが稼動していて、2つのディレクトリが設定されてい
る。ソース・ディレクトリ（レポート定義ファイルが格納されている）とキャッシュ・
ディレクトリ（キャッシュされたすべてのレポートの送信先）の 2つです。 

すべてのエンジンが出力をセントラル・キャッシュに書き込み、すべてのエンジンがセ
ントラル・ソース・ディレクトリからレポート定義を読み込みます。セントラル・ソー
ス・ディレクトリは、すべてのエンジンが同じレポートを実行していることを保証しま
す。これによって、更新されたレポート定義ファイルを様々な場所にコピーする必要も
ありません。セントラル・キャッシュは、マスター・サーバーが重複したジョブをサー
ブして、指定された許容時間内に、各スレーブ・サーバーのローカル・ディスクに送ら
ずに実行できるようにします。

� すべてのエンジンは、プリンタに対する同じエイリアスを認識する（出力が常にデフォ
ルトのプリンタに送られている場合ではない限り）。
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6.2.1 マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法マスターとスレーブ間の通信を可能にする方法
NT-1マシン（マスター）上で、テキスト・エディタによって ORACLE_HOME¥NET80ディレ
クトリにある tnsnames.oraをオープンして、次の行を追加します。nt-2.worldと
sun-1.worldはサーバー・インスタンスの名前で、.worldは sqlnet.oraファイルの
NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定されているドメインです。
NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が sqlnet.oraファイルで定義されていない場合は、
サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略してください。

nt-2.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=nt-2)(PORT=1949))
sun-1.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sun-1)(PORT=1949))

NT-2マシン（スレーブ）上で、次のようにします。

1. テキスト・エディタで、ORACLE_HOME¥NET80ディレクトリにある tnsnames.oraを
オープンして、次の行を追加します。nt-1.worldはサーバー・インスタンスの名前
で、.worldは sqlnet.oraファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定
されているドメインです。NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が sqlnet.oraファイ
ルで定義されていない場合は、サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略して
ください。

nt-1.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=nt-1)(PORT=1949))

2. ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリの nt-2.ora（Oracle Reports 
Servicesの構成ファイル）をオープンして、INITEGINEパラメータを 0に設定します。
こうすることで、起動時に作成されたエンジンのみがマスターによって起動されること
が保証されます。

3. SUN-1サーバー・マシン上でステップ 1とステップ 2を繰り返します。ステップ 2で、
sun-1.ora構成ファイルを編集します。

6.2.2 マスター・サーバーを構成する方法マスター・サーバーを構成する方法マスター・サーバーを構成する方法マスター・サーバーを構成する方法
この項では、次の設定を使用してマスターを構成します。

� マスター・サーバーの構成ファイルを編集して、マスターに対するスレーブ・サーバー
を識別し、またマスター・サーバーと対応付けられたエンジンの数をコントロールしま
す。

� 次の項目を定義するマスター・サーバーの構成ファイルのパラメータを設定します。

� キャッシュとソース・ディレクトリを識別するエンジン設定が定義されます。

� このマシン上には CPUが 4つあるので、4つのローカル・エンジンを使用して、
サーバーとして同時に起動します。

� この 4つのエンジンは 60分間アイドル状態が続くと停止され、50個のジョブを実行
してから再起動されます。

� サーバーと一度に通信できるプロセスの数は、最大数の 4096に設定されます。
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� CLUSTERCONFIGパラメータを設定してマスターに対するスレーブ・サーバーを識別
します。この例では、マスターの起動時に各スレーブ・サーバー上の 2つのエンジンを
起動します。

マスター・サーバーのエンジンに対する ENGINEパラメータとMAXIDLEパラメータはす
べてのスレーブ・エンジンに対して提示されます。MAXIDLEパラメータの単位は分で、
ENGLIFEパラメータの単位はエンジン数です。

NT-1サーバー・マシン（マスター）上で、次のようにします。

1. ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレクトリの nt-1.ora（Oracle Reports 
Servicesの構成ファイル）をオープンします。

2. 構成ファイルを次の設定どおりに編集します。

maxconnect=4096
sourcedir="X:¥Source"
cachedir="X:¥Cache"
cachesize=50
minengine=0
maxengine=4
initengine=4
maxidle=60
englife=50

NT-1マシンは「X:ドライブ」上のセントラル・サーバーにマップされます。

3. 構成ファイルを次の設定どおりに編集します。

clusterconfig="(server=nt-2
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="W:¥Cache")
(server=sun-1
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="/share/Cache")"
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各項目の内容は次のとおりです。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
マスター・サーバーを構成する場合は、次の点を考慮する必要があります。

� 各スレーブの定義は括弧に入れる必要があります。

� NTマシンと UNIXマシンのキャッシュ・ディレクトリの設定は異なっています。すべ
てのサーバーが共有ファイル・システムをこれと同じ定義（つまり、マスターは「X:
ドライブ」に、スレーブは「W:ドライブ」にマップされるという）によって認識する
必要はありません。

� スレーブ・サーバーの REPORTS60_PATH環境変数には、/share/Source（SUN-1
サーバー・マシンの場合）と W:¥Source（NT-2マシンの場合）が設定されている必要
があります。

� マスター・サーバーをシャットダウンして再起動し、マスター・サーバーが新しい構成
を認識できるようにします。

これで構成作業は完了です。8つのエンジンがマスター・サーバーの起動時に起動します。

server スレーブ・サーバーの TNSサービス・エントリ名。

minengine このマスター・サーバーがレポートの実行に使用するために持つべ
きランタイム・エンジンの最小数。

maxengine このマスター・サーバーがレポートの実行に使用するために持つラ
ンタイム・エンジンの最大数。

initengine このマスター・エンジンが起動したランタイム・エンジンの初期
数。

cachedir このマスター・サーバーに対するセントラル・キャッシュ・ディレ
クトリ。
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6.2.3 クラスタ構成でレポートを実行する方法クラスタ構成でレポートを実行する方法クラスタ構成でレポートを実行する方法クラスタ構成でレポートを実行する方法
クラスタリングとして構成された Oracle Reports Servicesサーバーに対するレポート・リク
エストを実行するには、SERVERコマンドライン引数（SERVER=NT-1）で、シン・クライ
アントの実行ファイルに対する他の関連引数とともにマスター・サーバーを指定します。マ
スター・サーバーは送られてくるジョブをスレーブ・サーバー上のエンジンに割り当てま
す。

REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数にマスター・サーバーを設定すると、SERVERコ
マンドライン引数を省略できます。詳細は、付録 D「環境変数」 を参照してください。

使用できる様々なレポート・リクエスト・メソッドの詳細は、第 4章「レポート・リクエス
トの実行」 を参照してください。

レポート・リクエストをサーバー・クラスタに提出する上で問題がある場合は、6.2.4項「エ
ンジンがダウンしたときにジョブを再送信する方法」 を参照してください。

マスター・サーバーのジョブは、Queue Managerの Oracle Reports Services Queue Viewer
を使用して監視できます。詳細は、Oracle Reports Services Queue Managerのオンライン・
ヘルプを参照してください。

6.2.4 エンジンがダウンしたときにジョブを再送信する方法エンジンがダウンしたときにジョブを再送信する方法エンジンがダウンしたときにジョブを再送信する方法エンジンがダウンしたときにジョブを再送信する方法
レポートの実行中にエンジンがダウンしたら、SCHEDULEコマンドライン引数で定義され
ている Retryの設定によって、そのジョブを再実行するかどうかが規定されます。Retryの
設定が指定されていないときは、そのジョブは失われます。ただし、このジョブの失敗は
サーバーのログ・ファイルに記録され、Queue Managerのジョブのリストに表示されます。
コマンドラインに再試行の設定が含まれているときは、マスター・サーバーは次の使用可能
なエンジンを使用してそのジョブを再実行します。

SCHEDULEのコマンドライン引数で「Retry」オプションを 2に設定してジョブを送信した
と仮定します。マスター・サーバーはレポート・リクエストを NT-2サーバー上の第 2のス
レーブ・エンジン上で開始します。ただし、NT-2の一時領域は不足するのでジョブは中止
されます。するとマスター・サーバーはジョブを再送信します。他のジョブが割り当てられ
ていないとすると、このジョブは SUN-1サーバーの第 1のエンジンに割り当てられます。

再試行オプションはフェイルオーバー・サポートを提供する点で便利ですが、慎重に使用し
てください。たとえば、再試行の回数を大きな値に設定しても問題が解決するとは限りませ
ん。再送信されたジョブは、根本的な問題がエンジンではなくレポートそのものにある場合
は、必ず失敗します。
Oracle Reports Servicesサーバーの クラスタの構成 6-7



Oracle Reports Servicesサーバーをクラスタ構成にする例
6.2.5 他のスレーブ・サーバーをマスターに付加する方法他のスレーブ・サーバーをマスターに付加する方法他のスレーブ・サーバーをマスターに付加する方法他のスレーブ・サーバーをマスターに付加する方法
既存のクラスタ構成に次の表で定義される別のスレーブ・サーバーを追加する場合がありま
す。

この例では、このマシンはすでに Oracle Reports Servicesサーバーとして構成されているも
のとします。Oracle Reports Servicesサーバーに対する TNSサービス・エントリ名はマシン
名です。

SUN-2サーバー・マシン（スレーブ）上で、ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERディレク
トリにある sun-2.ora（Oracle Reports Servicesの構成ファイル）をオープンして次の行を
追加します。nt-1.worldはサーバー・インスタンスの名前で、.worldは sqlnet.ora
ファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定で指定されているドメインです。
NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が sqlnet.oraファイルで定義されていない場合は、
サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略してください。

nt-1.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=nt-1)(PORT=1949))

NT-1サーバー・マシン（マスター）上で、次のようにします。

1. ORACLE_HOME¥NET80¥ADMINディレクトリにある tnsnames.oraをオープンして、
次のエントリを追加します。sun-2.worldはサーバー・インスタンスの名前で、
.worldは sqlnet.oraファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINの設定で指定され
ているドメインです。NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定が sqlnet.oraファイルで
定義されていない場合は、サーバー・インスタンスの名前から .worldを省略してくだ
さい。

sun-2.world=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sun-1)(PORT=1949))

表表表表 6-2 追加のサーバーの説明追加のサーバーの説明追加のサーバーの説明追加のサーバーの説明

マシンマシンマシンマシン /サーバーのサーバーのサーバーのサーバーの TNS名名名名 説明説明説明説明 マスターマスターマスターマスター /スレーブスレーブスレーブスレーブ

SUN-2 4 CPU Sun Solarisサーバー スレーブ
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2. nt-1.ora（Oracle Reports Servicesの構成ファイル）をオープンして、次の太字のテ
キストを既存の CLUSTERCONFIGパラメータに追加します。

clusterconfig="(server=nt-2
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="W:¥Cache")
(server=sun-1
minengine=0
maxengine=2
initengine=2
cachedir="/share/Cache")
(server=sun-2
minengine=0
maxengine=4
initengine=4
cachedir="/share/Cache")"

3. マスター・サーバーをシャットダウンして再起動し、マスター・サーバーが新しく構成
されたスレーブ・サーバーを認識できるようにします。

SUN-2マシンをスレーブ・サーバーとして構成している間に別の管理者が NT-2マシンにア
クセスしたとします（たとえばバックアップを行うため）。NT-2マシンがまだダウン状態の
ときに、Oracle Reports Servicesサーバーを NT-1マシン上で再起動します。NT-1マシンは
2つの Sunマシン上でスレーブ・エンジンを起動できましたが、NT-2マシンはダウンして
いるので NT-2マシン上のスレーブ・エンジンを起動できませんでした。

NT-1サーバーはすべてのスレーブ・マシンのポーリングを行っているので、NT-2マシンが
回復して Oracle Reports Servicesが再起動すると NT-2マシンは NT-1サーバーによって自
動的に検出されます。4つのスレーブ・エンジンは、起動するとマスターからジョブを受け
取れるようになります。
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実行時のレポートのカスタマイズ実行時のレポートのカスタマイズ実行時のレポートのカスタマイズ実行時のレポートのカスタマイズ

Oracle Reports Servicesでは、XMLタグで作成したレポート定義の実行および他のレポート
定義とのマージができます。旧リリースでは、Oracle Reports Servicesで実行するレポート
は、Oracle Reports Services Builderで作成し、保存することが必要でした。リリース 6iで
は、XMLタグを使用してレポート定義を作成できます。XMLレポート定義は、単独でも実
行できますが、実行時に他のレポートに適用することで、各利用対象者にあわせて出力をカ
スタマイズできます。

XMLレポート定義を使用して、次のことができます。

� オリジナルのレポートを変更せずに、実行時にレポートをカスタマイズできます。様々
な XMLレポート定義を作成して適用することで、各ユーザーまたはユーザー・グルー
プ単位でレポートの出力を変更できます。この機能の利点は、同じレポートを使用して
利用対象者ごとに異なる出力を生成できる点です。

� 既存レポートにバッチ更新を適用します。XMLレポート定義を他のレポートに適用し
た場合は、結合した定義をファイルに保存できます。したがって、XMLレポート定義
を使用して、既存レポートのバッチ更新ができます。この利点は、ファイルを 1つずつ
Oracle Reports Services Builderでオープンして手動で変更せずに、多数のレポートを素
早く更新できる点です。

� 完全なレポート定義を XMLで作成します。この利点は、Oracle Reports Services 
Builderを使用せずに、レポートをすぐに作成できることです。XMLタグを生成する
と、レポート定義を作成し、Oracle Reports Servicesで実行することが可能になります。
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概要
7.1 概要概要概要概要
XMLタグを使用して、完全または部分的なレポート定義を作成し、カスタマイズ・ファイ
ルまたは完全な自己完結型レポートとして実行できます。完全なレポート定義は、すべての
データ・モデルとレイアウトが XMLで指定されており、単独で実行することも、カスタマ
イズのために他のレポートに適用することもできます。部分定義は、少量の情報で構成され
ており、他のレポートと結合した場合のみ使用できます（すなわち、単独では実行できませ
ん）。

カスタマイズ・ファイルは、既存レポート（RDFまたは XML）に適用されるレポート定義
です。カスタマイズ・ファイルにより、フィールドの日付書式マスクまたはバックグラウン
ド・カラーなどの既存レポート・オブジェクトの一部の特性を変更できます。また、カスタ
マイズ・ファイルを使用して、まったく新しいオブジェクトを他のレポートに追加すること
もできます。カスタマイズ・ファイルは、完全レポート定義または部分レポート定義のどち
らでも構いません。

XMLレポートを単独で実行するには、完全なレポート定義が必要です。自己完結型 XMLレ
ポートとは、他のレポートに適用されずに単独で実行されるレポートです。

7.1.1 XMLレポート定義の作成および使用方法レポート定義の作成および使用方法レポート定義の作成および使用方法レポート定義の作成および使用方法
次の各ステップで、XMLレポート定義の作成および使用方法を簡単に説明します。

1. 7.5項「XMLタグ・リファレンス」で説明されている XMLタグを使用して、完全また
は部分的なレポート定義を作成します。この定義は、エディタを使用して手動で作成す
るか、またはプログラムで作成できます。1次に、部分レポート定義のサンプルを示しま
す。

<report name="emp" DTDVersion="1.0">
 <layout>
  <section name="main">
   <field name="f_sal" source="sal" textColor="red"/>
   <field name="f_mgr" source="mgr" fontSize="18" font="Script"/>
   <field name="f_deptno" source="deptno" fontStyle="bold"
          fontEffect="underline"/>
  </section>
 </layout>
</report>

1 プログラムで定義を作成する場合は、ユーザー入力に基づいて短時間でレポート定義を作成で
きます。
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このサンプルを他のレポートに適用すると、一部のフィールドの書式設定が変更されま
す。この XMLには完全なレポート定義が含まれていないので、単独では実行できませ
ん。データ・モデル定義がなく、部分的なレイアウト定義のみが含まれています。単独
で実行するには、完全なデータ・モデルおよびレイアウト定義が必要です。

このステップの詳細は、7.2項「XMLレポート定義の作成」を参照してください。

2. XMLレポート定義を Oracle Reports Servicesにアクセス可能な場所に格納します。2 

3. XMLレポート定義を他のレポートに適用します（CUSTOMIZEコマンドライン引数ま
たは PL/SQLのビルトイン SRW.APPLY_DEFINITIONを使用）。または、XMLレポー
ト定義を単独で実行します（REPORTコマンドライン引数を使用）。

このステップの詳細は、7.3項「XMLレポート定義の実行」を参照してください。

この章の残りの部分では、XMLレポート定義の作成および使用手順を詳しく説明し、また、
定義を作成するときに使用する XMLタグのリファレンスを掲載します。

7.2 XMLレポート定義の作成レポート定義の作成レポート定義の作成レポート定義の作成
XMLレポート定義の作成方法を理解する最も簡単な方法は、必要なタグのみを用意するこ
とから開始し、次に部分定義の作成、最後に完全な定義（RDFファイルなしに実行できるも
の）へと作業を進めることです。この項では、次の XML定義について説明します。

� 7.2.1項「必須タグ」 

XMLタグには、部分的または完全にかかわらず、XMLで作成するすべてのレポート定
義に必要なタグがあります。この XMLレポート定義では、レポート定義の正しい解析
のために最小限必要な XMLタグ・セットを示します。

� 7.2.2項「部分レポート定義」 

この種類の XMLレポート定義は、完全なレポート定義より少ない情報で構成されます。
したがって、カスタマイズ・ファイルとして他のレポートに適用することのみ可能で
す。単独では実行できません。

� 7.2.3項「完全なレポート定義」 

この種類の XMLレポート定義は、完全なレポート定義を含みます。したがって、RDF
ファイルに適用することも、単独で実行することもできます。

2 XMLレポート定義は、Oracle Reports Services Runtimeおよび Oracle Reports Services Builder
でも使用できます。
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7.2.1 必須タグ必須タグ必須タグ必須タグ
完全または部分的にかかわらず、すべての XMLレポート定義には、次のタグ・ペアが必要
です。 

<report></report>

たとえば、最小限の XMLレポート定義は次のとおりです。3

<report name="emp" DTDVersion="1.0">
</report>

<report>タグは、レポートの開始、レポート名およびこの XMLレポート定義で使用する文
書タイプ定義（DTD）ファイルのバージョンを示します。4 </report>タグは、レポート定義
の終わりを示します。

完全なレポート定義には、データ・モデルとレイアウトの両方が必要です。したがって、次
のタグとその内容を定義する必要があります。

� <data></data>

� <layout></layout>

7.2.2 部分レポート定義部分レポート定義部分レポート定義部分レポート定義
XMLレポート定義の主な使用方法の 1つは、実行時に他のレポートに変更を加えることで
す。XMLレポート定義は、オリジナル・レポートに永続的な影響を与えずに、実行時に他
のレポートのデータ・モデルまたは書式を簡単に変更できます。5その利点は、1つのレポー
トを複数の利用対象者に使用できることです。たとえば、RDFファイルを 1つ作成し、それ
に様々な部分 XMLレポート定義を適用することで、各種利用対象者にあわせてファイルを
カスタマイズできます。XMLレポート定義には、いくつかのオブジェクトの外観を変更す
る少数のタグのみで構成された簡単なものから、レポートのすべてのオブジェクトに作用し
たり、新規オブジェクトを追加するような複雑なものまであります。

カスタマイズ・ファイルで実行可能な変更の種類を理解するには、いくつかの例を見ると役
立ちます。『レポート作成ガイド』では、Oracle Reports Services Builderを使用していくつ
かのサンプル・レポートを作成する方法を説明しています。これらのレポート用の完成した
RDFファイルは、ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリにあります。こ
の章のために、これらのレポートのいくつかを変更する XMLレポート定義が、RDFファイ

3 この XMLレポート定義には何も含まれていないので、他のレポートに適用しても効果はいっさ
いないことに注意してください。必要なタグがあるので解析はできますが、この定義は必須タ
グを理解するために使用しています。 

4 DTDファイルとは、XMLタグに意味を持たせるファイルです。Oracle Reports Servicesには、
レポート定義で使用できる XMLタグを定義した DTDファイルが含まれています。サポートさ
れる XMLタグの詳細は、7.5項「XMLタグ・リファレンス」を参照してください。

5 RDFファイルと XMLレポート定義を結合して、新規 RDFファイルとして保存できる点に注意
してください。その方法は、この章で後述します。
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ルと一緒にこのディレクトリに入っています。次の表で、これらの XMLレポート定義を 1
つずつ詳しく説明します。 

表表表表 7-1 レポート作成用のレポート作成用のレポート作成用のレポート作成用の XML レポート定義レポート定義レポート定義レポート定義

XMLファイルファイルファイルファイル PDFファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

cond.xml cond.rdf cond.xmlによる変更 :

� F_trade_dateの書式マスクをMM/DD/RR
に変更。

� F_Mincurrent_pricePersymbolおよび
F_Maxcurrent_pricePersymbolの塗りカ
ラーを変更。

cond.xmlによる追加 :

� HTML出力生成時にレポート・エスケープ
の HTMLを挿入。

詳細は、7.2.2.1項「書式変更の例」を参照して
ください。

temp.xml temp.rdf temp.xmlによる変更 :

� F_high_365および F_low_365のフィール
ド・ラベル。

temp.xmlによる追加 :

� 10より大きい値をハイライトするために、
書式例外を F_p_eに追加。

� 10より大きい値をハイライトするために、
書式例外を F_p_e1に追加。

詳細は、7.2.2.2項「書式例外の例」を参照して
ください。

sect.xml sect.rdf sect.xmlによる追加 :

� レポートにプログラム単位を追加。

� レポートのメイン・セクションの詳細レ
コードにリンク先を追加。

� メイン・セクションの詳細レコードに、
ヘッダー・セクションの従業員サマリーか
らのハイパーリンクを追加。

詳細は、7.2.2.3項「プログラム単位とハイパー
リンクの例」を参照してください。
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XMLのカスタマイズを適用するには、引数を 1つ追加して RDFファイルを実行します。次
に例を示します。

rwrun60 userid=scott/tiger report=cond.rdf
        customize=e:¥orant¥tools¥doc60¥us¥rbbr60¥cond.xml

詳細は、7.3項「XMLレポート定義の実行」を参照してください。

これらの RDFファイルを使用して、カスタマイズ・ファイルを指定した場合と、指定しな
かった場合とで実行結果を比較します。次項では、これらの変更を行うために使用される
XMLを詳しく説明します。

7.2.2.1 書式変更の例書式変更の例書式変更の例書式変更の例
cond.xmlファイルの XMLは、cond.rdfファイルの書式の基本的な特性の一部を変更し、
HTMLCSS出力生成時にレポートの先頭および終わりに挿入される HTMLコードを追加し
ます。 

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
次のヒントは、この例を見る場合に役立ちます。

� この例では、<report>タグの名前属性が、RDFファイルの名前と一致しています。異な
る名前を使用しても構いません（たとえば、condnewなど）。

� <field>および <section>タグの名前属性は、RDFファイルに存在するフィールドおよび
セクションの名前と一致しています。したがって、<field>タグのその他の属性は、
RDFファイルに定義されたレイアウトのメイン・セクション内の既存フィールドに適用
されます。

� <customize>タグの内側のコードは、レポート・エスケープの前後を修飾します。
beforeReportTypeプロパティは、レポート・エスケープ前の内容がファイルに入ってい
ることを示します。beforeReportValueプロパティは、ファイル名
header_example.htmlとパスを示します（使用しているマシンで、ファイルが別の
場所に存在する場合は、このパスを変更する必要があります）。 

ref.xml ref.rdf ref.xmlによる追加 :

� 新規問合せ Q_summaryをデータ・モデル
に追加。

� 新規問合せ Q_summaryのデータを使用す
るレポートにヘッダー・セクションを追加。

詳細は、7.2.2.4項「データ・モデルと書式の変
更の例」を参照してください。

表表表表 7-1（続き）（続き）（続き）（続き）レポート作成用のレポート作成用のレポート作成用のレポート作成用の XMLレポート定義レポート定義レポート定義レポート定義

XMLファイルファイルファイルファイル PDFファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明
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afterReportTypeプロパティは、2番目のレポート・エスケープの内容が
afterReportValueプロパティに存在することを示します。afterReportValueプロパティ
では、HTMLの前後に <!CDATA[]]>タグが使用されていることに注意してください。
XMLレポート定義で、XMLタグと混同する恐れのある文字を使用する場合は、
<![CDATA[]]>タグの内側にそれらのセグメントを入れてください。

� header_example.htmlファイルには、グラフィック orep.gifへの参照が入ってい
ます。このグラフィックは、レポートから生成される HTMLと同じパスに存在する必
要があります。

� <customize>タグ内のコードの効果を見るには、HTML出力を生成する必要がありま
す。このレポート出力は、HTMLCSS出力（DESFORMAT=HTMLCSS）およびペー
ジ・ストリーミング（PAGESTREAM=YES）を使用すると最適に表示されます。

<report name="cond" DTDVersion="1.0">
 <layout>
   <section name="main">
     <field name="f_trade_date" 
           source="trade_date" 
            formatMask="MM/DD/RR"/>
     <field name="F_Mincurrent_pricePersymbol" 
            source="Mincurrent_pricePersymbol" 
            lineColor="black" 
            fillColor="r100g50b50"/>
     <field name="F_Maxcurrent_pricePersymbol"
            source="Maxcurrent_pricePersymbol"
            lineColor="black" 
            fillColor="r100g50b50"/>
   </section>
 </layout>
 <customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥orant¥tools¥doc60¥us¥rbbr60¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a
href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
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      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>
</report>

7.2.2.2 書式例外の例書式例外の例書式例外の例書式例外の例
temp.xmlの XMLは、temp.rdfの 2つのフィールドに書式例外を追加します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
次のヒントは、この例を見る場合に役立ちます。

� 書式変更の定義に <exception>タグが使用されていることに注意してください。この書
式例外は、<condition>タグに定義された条件を満たした場合のみ適用されます。

� <customize>セクションの中で <object>タグを使用すると、レイアウトの既存フィール
ドのラベルを変更できます。フィールドを新規作成する場合は、<field>タグのラベル
属性を使用してラベルを指定できます。

<report name="temp" DTDVersion="1.0">
 <layout>
   <section name="main">
     <field name="f_p_e" source="p_e" alignment="right"
            formatMask="NNN0.00">
       <exception textColor="red">
         <condition source="p_e" operator="gt" operand1="10"/>
       </exception>
     </field>
     <field name="f_p_e1" source="p_e" alignment="right"
            formatMask="NNN0.00">
       <exception textColor="blue">
         <condition source="p_e" operator="gt" operand1="10"/>
       </exception>
     </field>
   </section>
 </layout>
 <customize>
  <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
   <properties>
    <property name="textSegment">High</property>
   </properties>
  </object>
  <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
   <properties>
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    <property name="textSegment">Low</property>
   </properties>
  </object>
 </customize>
</report>

7.2.2.3 プログラム単位とハイパーリンクの例プログラム単位とハイパーリンクの例プログラム単位とハイパーリンクの例プログラム単位とハイパーリンクの例
sect.xmlの XMLは、sect.rdfに 2つのプログラム単位を追加し、そのプログラム単位
を使用してヘッダー・セクションを追加します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
次のヒントは、この例を見る場合に役立ちます。

� パラメータ・フォームが表示されたとき、パラメータに 100を入力します。

� プログラム単位は、データ・モデルおよびレイアウトの外側にある <programUnits>タ
グ内で作成されます。

� 関数は <field>タグの formatTrigger属性から名前で参照します。

� PL/SQL関数の前後に <![CDATA[]]>タグが使用されていることに注意してください。
PL/SQLコード中に特殊文字が使用されているので、このタグが必要になります。 

� このレポートは、PDFで最適に表示されます。PDF出力を生成するには、次のコマンド
ラインを使用します。

rwrun60 userid=scott/tiger@nt805 report=sect.rdf customize=sect.xml 
destype=file desformat=htmlcss desname=d:¥sect.pdf

PDFファイルをオープンし、マウスを使用して SSN列の値に移動します。値をクリックす
ると、そのレコードの詳細が表示されます。

<report name="sect" DTDVersion="1.0">
 <layout>
   <section name="header"> 
     <field name="F_ssn1" 
            source="ssn1" 
            formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
   </section>
   <section name="main">
     <field name="F_ssn" 
            source="ssn" 
            formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
   </section>
 </layout>
 <programUnits> 
  <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
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      function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
        begin
          SRW.SET_HYPERLINK('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) ||
'>');
          return (TRUE);
        end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_ssnFormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_LINKTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) ||
'>');
         return (TRUE);
       end;
   ]]>
  </function> 
 </programUnits>
</report>

7.2.2.4 データ・モデルと書式の変更の例データ・モデルと書式の変更の例データ・モデルと書式の変更の例データ・モデルと書式の変更の例
ref.xmlの XMLは、ref.rdfのデータ・モデルに新規問合せを追加し、ヘッダー・セク
ションを追加します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
次のヒントは、この例を見る場合に役立ちます。

� この XMLレポート定義は、単独で実行することも、ref.rdfに適用することもできま
す。単独で実行できるのは、このレポート定義がデータ・モデルおよび完全なレイアウ
トの両方を持っているためです。

� SELECT文の中で別名が使用されていることに注意してください。別名を使用すると、
その名前がレポート列に確実に割り当てられるので、通常は SELECTリストで別名を使
用すると便利です。別名を使用しなかった場合は、レポート列にデフォルト名が適用さ
れ、予定外の名前になる可能性があります（たとえば、portidではなく、portid1な
ど）。<field>タグのソース属性を指定するときに、正しいソース列名を使用する必要が
あるので、名前の付け方は大切なポイントになります。 

� また、<labelAttribute>タグの使用方法にも注意してください。このタグは、レイアウ
トのフィールド・ラベルの書式を定義します。これは <field>タグの外側にあるので、
表レイアウトのすべてのラベルに適用されます。フィールドの 1つのみと関連付ける場
合は、このタグを <field></field>タグ対の内側に置きます。ただし、グローバルおよ
びローカルの <labelAttribute>が両方とも存在する場合は、ローカルなラベル属性がグ
ローバルよりも優先されることに注意してください。詳細は、7.5.8項「<field>」を参
照してください。
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<report name="ref" DTDVersion="1.0">
 <data>
   <dataSource name="Q_summary">
   <select>
    select portid ports, locname locations from portdesc
   </select>
  </dataSource>
 </data>
 <layout>
   <section name="header"> 
   <tabular name="M_summary" template="corp2.tdf">
     <labelAttribute font="Arial" 
            fontSize="10"
            fontStyle="bold"
            textColor="white"/>
     <field name="F_ports" 
            source="ports" 
            label="Port IDs" 
            font="Arial" 
            fontSize="10"/>
     <field name="F_locations" 
            source="locations" 
            label="Port Names" 
            font="Arial" 
            fontSize="10"/>
   </tabular>
  </section>
 </layout>
</report>

7.2.3 完全なレポート定義完全なレポート定義完全なレポート定義完全なレポート定義
XMLレポート定義を使用して、他のレポートに依存せずに単独で実行できる、完全なレ
ポート定義を XMLで作成できます。その利点は、Oracle Reports Services Builderを使用せ
ずにレポートを作成できることです。実際に、必要な XMLを自分のフロントエンドで作成
し、他のユーザーにそれぞれのレポートを動的に作成させることもできます。

次の例に、XMLの完全なレポート定義を示します。この XMLレポート定義は、
videosales.xmlという名前で ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリ
に存在します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
次のヒントは、この例を見る場合に役立ちます。
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� この XMLレポート定義は完全であり、単独で実行できます。このレポート定義には完
全なデータ・モデルとレイアウトが入っています。このレポートは、PDFで最適に表示
されます。

� データ・モデル（Q_1）の最初の問合せを使用して、レポートのヘッダー・セクション
にサマリー表レイアウトを配置します。2番目の問合せ（Q_2）は、レポートのメイン・
セクションのマトリックス・ブレーク・レイアウトのために使用します。<group>、
<matrixRow>、<matrixCol>および <matrixCell>タグは、このレポート定義のサポー
トに必要なレイアウトとデータ・モデル構造の両方を定義しています。これらのタグの
内側に置かれたフィールドに基づいて、グループおよび列がデータ・モデル内に配置さ
れます。データ・モデルの理解を深めるために、Oracle Reports Services Builderでレ
ポートを開き、データ・モデルを表示します。

rwbld60 userid=scott/tiger report=videosales.xml

� ヘッダー・セクションの地域値と都市値は、メイン・セクションの地域値と都市値へリ
ンクされています。ハイパーリンクを設定するには、フォーマット・トリガーを地域値
と都市が入っているそれぞれのフィールドに関連付けます。トリガー用の PL/SQLは、
レポート定義の終わりにある <programUnits>タグの内側に存在します。このレポート
を使用して PDFまたは HTMLCSS出力を生成した場合、ヘッダー・セクションのサマ
リー値をクリックすると、レポートのメイン・セクションにある詳細にジャンプしま
す。

<report name="videosales" author="Generated" DTDVersion="1.0">
 <data>
  <dataSource name="Q_1">
   <select>
    SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.STATE, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
    FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
    WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
   </select>
  </dataSource>
  <dataSource name="Q_2">
   <select>
    SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER,
VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES,
           VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST
    FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
    WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
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   </select> 
  </dataSource>
  <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY1" source="total_sales1"/> 
  <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY1" source="total_cost1"/> 
  <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY1" source="total_profit1"/> 
  <summary name="SumTOTAL_SALESPerQUARTER" source="total_sales"/> 
  <summary name="SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="total_cost"/> 
  <summary name="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" source="total_profit"/> 
  <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY" source="total_sales"/> 
  <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY" source="total_cost"/> 
  <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="total_profit"/> 
  <formula name="Profit_Margin" source="FormulaProfitMargin" 
           datatype="number" width="9"/>
 </data>    
 <layout>
  <section name="header">
   <groupLeft name="M_video_sales_summary" template="corp1.tdf">
     <group>
       <field name="f_quarter1" source="quarter1" label="Quarter" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_quarter1FormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
     </group>
     <group>
       <field name="f_city1" source="city1" label="City" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_city1FormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY1"
              source="SumTOTAL_SALESPerCITY1"
              label="Sales" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY1"
              source="SumTOTAL_COSTPerCITY1"
              label="Costs" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY1"
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              source="SumTOTAL_PROFITPerCITY1"
              label="Profits" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field> 
       <field name="f_Profit_Margin" source="Profit_Margin"
              label="Margin%" font="Arial" fontSize="8"
              formatMask="N0%">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
     </group>
   </groupLeft>
  </section>
  <section name="main"> 
   <matrix name="M_video_sales" template="corp10.tdf">
    <group>
       <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
              label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8"
              fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
              source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
              label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_  PROFITPerQUARTER"
              label="Profits: " font="Arial" fontSize="8"
              fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
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    </group>
    <group>
       <field name="f_state" source="state" label="State:"
              font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field> 
    </group>
    <matrixCol name="g_city">
       <field name="f_city" source="city" label="City: "
              font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
              formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY"
              source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY"
              source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY"
              source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>       
    </matrixCol>
    <matrixRow name="g_product_category">
       <field name="f_product_category" source="product_category" 
              label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
    </matrixRow>
    <matrixCell name="g_total_sales">
     <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total
Sales"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total
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Profit"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
    </matrixCell>
   </matrix>
  </section>
 </layout>
 <programUnits> 
  <function name="F_quarter1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
      function F_quarter1FormatTrigger return boolean is
        begin
          SRW.SET_HYPERLINK('#QUARTER_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter1) ||
'>');
          return (TRUE);
        end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="F_quarterFormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_quarterFormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_LINKTAG('QUARTER_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter) ||
'>');
         return (TRUE);
       end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="F_city1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
      function F_city1FormatTrigger return boolean is
        begin
          SRW.SET_HYPERLINK('#QTR_CITY_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter1)
||
                             LTRIM(:city1) || '>');
          return (TRUE);
        end;
   ]]>
  </function> 
  <function name="F_cityFormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_cityFormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_LINKTAG('QTR_CITY_DETAILS_&<' || LTRIM(:quarter) ||
                          LTRIM(:city) || '>');
         return (TRUE);
       end;
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   ]]>
  </function> 
  <function name="FormulaProfitMargin"> 
   <![CDATA[ 
   FUNCTION FormulaProfitMargin RETURN number IS 
   BEGIN 
     return ((:TOTAL_PROFIT1 / (:TOTAL_SALES1 - (0.07 * :TOTAL_SALES1)))
* 100); 
   END; 
   ]]> 
  </function>
  </programUnits>
</report>

7.3 XMLレポート定義の実行レポート定義の実行レポート定義の実行レポート定義の実行
作成した XMLレポート定義は、次の方法で使用できます。

� 7.3.1項「実行時の XMLレポート定義の適用」 

CUSTOMIZEコマンドライン引数または SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを指定
して、実行時に XMLレポート定義を RDFまたはその他の XMLファイルに適用しま
す。

� 7.3.2項「XMLレポート定義の単独での実行」

REPORTコマンドライン引数を指定して、XMLレポート定義を単独で（他のレポート
なしで）実行します。

� 7.3.3項「バッチ変更の実行」 

CUSTOMIZEコマンドライン引数を使用して、RWCON60によるバッチ変更を実行し
ます。

次に続く項では、前述の例を 1つずつ詳しく説明し、例を示します。

7.3.1 実行時の実行時の実行時の実行時の XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
実行時に XMLレポート定義を RDFまたは XMLファイルに適用するには、CUSTOMIZEコ
マンドライン引数または SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを使用します。
CUSTOMIZEは、RWCLI60、RWRUN60、RWBLD60、RWCON60および URLレポート・
リクエストと一緒に使用できます。CUSTOMIZEを RWCON60と使用する方法の詳細は、
7.3.3項「バッチ変更の実行」を参照してください。
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7.3.1.1 1つのつのつのつの XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
XMLレポート定義 emp.xmlを RDFファイル emp.rdfに適用するジョブ・リクエストを
Oracle Reports Servicesに送信するためのコマンドラインは、次のとおりです。

rwcli60 report=emp.rdf customize=e:¥myreports¥emp.xml
  userid=username/password@mydb destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF
  server=repserver

Oracle Reports Services Runtimeを使用する場合のコマンドラインは、次のとおりです。

rwrun60 userid=username/password@mydb report=emp.rdf
   customize=e:¥myreports¥emp.xml destype=file desname=emp.pdf
   desformat=PDF

XMLレポート定義をテストするときは、トレース・ファイルを作成する引数を追加してレ
ポート・リクエストを実行すると便利な場合があります。次に例を示します。

tracefile=emp.log tracemode=trace_replace traceopt=trace_app

トレース・ファイルにより、レポート・オブジェクトの作成および書式に関する詳細なリス
トが得られます。

7.3.1.2 複数の複数の複数の複数の XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
実行時に複数の XMLレポート定義を適用するには、CUSTOMIZEコマンドライン引数にリ
ストを指定します。2つの XMLレポート定義 emp0.xmlおよび emp1.xmlを RDFファイ
ル emp.rdfに適用するジョブ・リクエストを Oracle Reports Servicesに送信するためのコ
マンドラインは、次のとおりです。

rwcli60 report=emp.rdf 
  customize="(e:¥corp¥myreports¥emp0.xml,
  e:¥corp¥myreports¥emp1.xml)"
  userid=username/password@mydb destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF
  server=repserver

Oracle Reports Services Runtimeを使用する場合のコマンドラインは、次のとおりです。

rwrun60 report=emp.rdf 
  customize="(e:¥corp¥myreports¥emp0.xml,
  e:¥corp¥myreports¥emp1.xml)"
  userid=username/password@mydb destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF

7.3.1.3 PL/SQLでのでのでのでの XMLレポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用レポート定義の適用
PL/SQLで RDFファイルに XMLレポート定義を適用するには、BeforeFormまたは
AfterFormトリガーで SRW.APPLY_DEFINITIONおよび SRW.ADD_DEFINITIONビルト
インを使用します。 
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7.3.1.3.1 ファイルに保存されたファイルに保存されたファイルに保存されたファイルに保存された XML定義の適用定義の適用定義の適用定義の適用  ファイル・システムに保存された XMLを
レポートに適用するには、レポートの BeforeFormまたは AfterFormトリガーで
SRW.APPLY_DEFINITIONビルトインを使用します。

SRW.APPLY_DEFINITION ('d:¥orant¥tools¥doc60¥us¥rbbr60¥cond.xml');

レポートの実行時に、トリガーが実行され、指定した XMLファイルがレポートに適用され
ます。

7.3.1.3.2 メモリーに保存されたメモリーに保存されたメモリーに保存されたメモリーに保存された XML定義の適用定義の適用定義の適用定義の適用  メモリー内に XMLレポート定義を作成す
るには、SRW.ADD_DEFINITIONを使用してドキュメント・バッファに定義を追加した後
に、SRW.APPLY_DEFINITIONを使用して適用する必要があります。 

次の例に、ユーザーが入力したパラメータ値に基づいてメモリー内にいくつかの定義を作成
し、それを適用する方法を示します。この例の PL/SQLは、実際に
videosales_custom.rdfというレポート・サンプルの AfterParameterFormトリガーで
使用されます。このレポートは ORACLE_HOME¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60ディレクトリに
あります。

videosales_custom.rdfファイルの AfterParameterFormトリガーに入っている
PL/SQLが実行する内容は、次のとおりです。

� 実行時にユーザーによって入力されたパラメータ値に基づいて、条件と合致したフィー
ルドをハイライトします。

� 実行時にユーザーによって入力されたパラメータ値に基づいて、数値書式マスクを変更
します。

この例のヒントこの例のヒントこの例のヒントこの例のヒント
次のヒントは、この例を見る場合に役立ちます。

� SRW.APPLY_DEFINITIONを使用するたびにドキュメント・バッファがフラッシュさ
れるので、そのたびに SRW.ADD_DEFINITIONを使用して XMLレポート定義を新規
作成する必要があります。

� パラメータ hilite_profits、hilite_costs、hilite_salesおよびmoney_formatを使用して、
XMLレポート定義に入れる内容を決定している点に注意してください。hilite_profits、
hilite_costsおよび hilite_salesパラメータは、書式例外でも使用されており、これに
よってハイライトする値が決定します。

� VARCHAR2列のサイズに上限があるので、たいへん大きい XMLレポート定義の場合
は、複数の列にまたがって指定することが必要な場合もあります。その場合は、1つの
大きな定義を作成して一度にまとめて適用するよりも、メモリー内に定義をいくつか作
成し、別々に適用する必要があります。

function AfterPForm return boolean is
begin
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_masks"
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author="Generated" DTDVersion="1.0">');
IF :MONEY_FORMAT='$NNNN.00' THEN
 SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
 SRW.ADD_DEFINITION('  <section name="main">');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_PROFIT" 
         source="TOTAL_PROFIT" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_SALES" 
         source="TOTAL_SALES" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_COST" 
          source="TOTAL_COST" formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_PROFITPerCITY"
          source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_SALESPerCITY"
          source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_COSTPerCITY"
           source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
formatMask="LNNNNNNNNNNN0D00"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('  </section>');
 SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
ELSIF :MONEY_FORMAT='$NNNN' THEN
 SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
 SRW.ADD_DEFINITION('  <section name="main">');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_PROFIT" 
           source="TOTAL_PROFIT" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_SALES" 
          source="TOTAL_SALES" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_TOTAL_COST" 
           source="TOTAL_COST" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_PROFITPerCITY"
          source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_SALESPerCITY"
          source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');
 SRW.ADD_DEFINITION('   <field name="F_SumTOTAL_COSTPerCITY"
           source="SumTOTAL_COSTPerCITY" formatMask="LNNNNNNNNNNN0"/>');      
 SRW.ADD_DEFINITION('  </section>');
 SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_costs"
author="Generated" DTDVersion="1.0">');
IF :HILITE_COSTS <> 'None' THEN
  SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
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  SRW.ADD_DEFINITION('   <section name="main">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <field name="F_TOTAL_COST"
          source="TOTAL_COST">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <exception textColor="red">');
  SRW.ADD_DEFINITION('       <condition source="TOTAL_COST"
           operator="gt" operand1=":hilite_costs"/>');
  SRW.ADD_DEFINITION('     </exception>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   </field>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </section>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_sales"
author="Generated" DTDVersion="1.0">');
IF :HILITE_SALES <> 'None' THEN
  SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   <section name="main">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <field name="F_TOTAL_SALES"
          source="TOTAL_SALES">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <exception textColor="red">');
  SRW.ADD_DEFINITION('       <condition source="TOTAL_SALES"
          operator="gt" operand1=":hilite_sales"/>');
  SRW.ADD_DEFINITION('     </exception>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   </field>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </section>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
SRW.APPLY_DEFINITION;
SRW.ADD_DEFINITION('<report name="vidsales_hilite_profits"
author="Generated" DTDVersion="1.0">');
IF :HILITE_PROFITS <> 'None' THEN
  SRW.ADD_DEFINITION(' <layout>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   <section name="main">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <field name="F_TOTAL_PROFIT"
           source="TOTAL_PROFIT">');
  SRW.ADD_DEFINITION('     <exception textColor="red">');
  SRW.ADD_DEFINITION('       <condition 
           source="TOTAL_PROFIT" operator="gt"
operand1=":hilite_profits"/>');
  SRW.ADD_DEFINITION('     </exception>');
  SRW.ADD_DEFINITION('   </field>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </section>');
  SRW.ADD_DEFINITION(' </layout>');
END IF;
SRW.ADD_DEFINITION('</report>');
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SRW.APPLY_DEFINITION;
return (TRUE);
end;

7.3.2 XMLレポート定義の単独での実行レポート定義の単独での実行レポート定義の単独での実行レポート定義の単独での実行
XMLレポート定義を単独で実行するには、REPORT引数に XMLファイルを指定してリク
エストを送信します。次のコマンドラインは、レポート emp.xmlを単独で実行するジョ
ブ・リクエストを Oracle Reports Servicesに送信します。

rwcli60 userid=username/password@mydb 
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml
  destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF
  server=repserver

Oracle Reports Services Runtimeを使用する場合のコマンドラインは、次のとおりです。

rwrun60 userid=username/password@mydb
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml
  destype=file desname=emp.pdf desformat=PDF

この方法で XMLレポート定義を実行する場合、ファイル拡張子は必ず XMLです。また、
CUSTOMIZE引数を使用して、XMLカスタマイズ・ファイルをこのレポートに適用するこ
ともできます。

7.3.3 バッチ変更の実行バッチ変更の実行バッチ変更の実行バッチ変更の実行
更新を必要とするレポートが大量にある場合は、RWCON60で CUSTOMIZEコマンドライ
ン引数を使用して、バッチ変更を実行できます。バッチ変更は、多数のレポートに同じ変更
を繰り返し実行する必要があるときに便利です（たとえば、フィールドの書式マスクの変更
など）。Oracle Reports Services Builderでレポートを 1つずつオープンして手動で変更する
かわりに、RWCON60を 1回実行するのみで、素早く多数のレポートに同じ変更を加えるこ
とができます。

次の例では、2つの XMLレポート定義 translate.xmlおよび customize.xmlを 3つの
RDFファイル inven.rdf、inven2.rdfおよび manu.rdfに適用し、変更後の定義を新
しいファイル inven1_new.rdf、inven2_new.rdfおよび manu_new.rdfに保存しま
す。

rwcon60 username/password@mydb
  stype=rdffile 
  source="(inven1.rdf, inven2.rdf, manu.rdf)" 
  dtype=rdffile 
  dest="(inven1_new.rdf, inven2_new.rdf, manu_new.rdf)" 
  customize="(e:¥apps¥trans¥translate.xml, 
  e:¥apps¥custom¥customize.xml)" batch=yes 
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7.4 XMLレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグレポート定義のデバッグ
XMLレポート定義のデバッグに役立つ機能は、次のとおりです。

� 7.4.1項「XMLパーサーのエラー・メッセージ」

� 7.4.2項「トレース・オプション」

� 7.4.3項「RWBLD60」

� 7.4.4項「TEXT_IO」

7.4.1 XMLパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージパーサーのエラー・メッセージ
XMLパーサーは、ほとんどの構文エラーを検出し、エラー・メッセージを表示します。エ
ラー・メッセージは、エラーが発生した XMLファイルの行番号と、エラーの簡単な説明か
らなります。

7.4.2 トレース・オプショントレース・オプショントレース・オプショントレース・オプション
XMLレポート定義をテストするときは、トレース・ファイルを作成する引数を追加してレ
ポート・リクエストを実行すると便利な場合があります。次に例を示します。

rwrun60 username/password@mydb
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml
  tracefile=emp.log 
  tracemode=trace_replace
  traceopt=trace_app

このコマンドラインの最後の 3つの引数は、レポートのフェッチおよび書式の詳細リストを
備えたトレース・ファイルを生成します。次の例は、正常に実行されたレポートのトレー
ス・ファイルの一部です。

LOG : 
      Report: d:¥xml_reps¥test1.xml
      Logged onto server: 
      Username: 
LOG : 
      Logged onto server: nt805
      Username: scott
+----------------------------------------+
| Report customization/generation begins |
+----------------------------------------+
  Processing XML report definition 1 of 1.
    *** Parsing the XML document ***
    Creating XML parser object...
    XML Parser Created!
    Parsing report definition from:
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    d:¥xml_reps¥test1.xml
    Report definition parsed successfully!
    *** Setting Application Property ***
    Setting module name to "test"...
    Done with application level properties modification.
    *** Creating PL/SQL Program Units ***
    *** Defaulting the Data Model ***
Created query Q_depemp. 
  Applying SQL to query Q_depemp and creating columns...
    Done with queries and columns creation/modification.
    Done with groups creation/modification.
    *** Defaulting the Layout ***
    Start defaulting layout for main section...
    Defaulting field f_deptno for column deptno...
    Defaulting field f_mgr for column mgr...
    Defaulting field f_job for column job...
    Layout defaulted into new frame M_empform.
    *** Modifying report objects' properties ***
+-------------------------------------------------------+
| Report customization/generation finished successfully |
+-------------------------------------------------------+
11:22:59  APP  (  Frame                    
11:22:59  APP . (  Text Boilerplate         B_DATE1_SEC2
11:22:59  APP . )  Text Boilerplate         B_DATE1_SEC2
11:22:59  APP . (  Text Boilerplate         B_PAGENUM1_SEC2
11:22:59  APP . )  Text Boilerplate         B_PAGENUM1_SEC2
11:22:59  APP . (  Text Field               F_DATE1_SEC2
11:22:59  APP .. (  Database Column          Name unknown 
11:22:59  APP .. )  Database Column          Name unknown 
11:22:59  APP . )  Text Field               F_DATE1_SEC2
11:22:59  APP  )  Frame                    
11:22:59  APP  (  Frame                    
11:22:59  APP . (  Frame                    M_G_1_GRPFR
11:22:59  APP .. (  Frame                    M_G_1_HDR
11:22:59  APP ... (  Text Boilerplate         B_DEPTNO
11:22:59  APP ... )  Text Boilerplate         B_DEPTNO
11:22:59  APP ... (  Text Boilerplate         B_MGR
11:22:59  APP ... )  Text Boilerplate         B_MGR
11:22:59  APP ... (  Text Boilerplate         B_JOB
11:22:59  APP ... )  Text Boilerplate         B_JOB
11:22:59  APP .. )  Frame                    M_G_1_HDR
11:22:59  APP .. (  Repeating Frame          R_G_1
11:22:59  APP ... (  Group                    G_1  Local Break:  0  Global
Break:  0
11:22:59  APP .... (  Query                    Q_depemp
11:22:59  SQL         EXECUTE QUERY : select * from emp
11:22:59  APP .... )  Query                    Q_depemp
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11:22:59  APP ... )  Group                    G_1
11:22:59  APP ... (  Text Field               F_DEPTNO
11:22:59  APP .... (  Database Column          DEPTNO
11:22:59  APP .... )  Database Column          DEPTNO
.
.
.
+-------------------------------------+
| Report Builder Profiler statistics  |
+-------------------------------------+
             TOTAL ELAPSED Time:      11.00 seconds
            Reports Time:      10.00 seconds (90.90% of TOTAL)
                    ORACLE Time:       1.00 seconds ( 9.09% of TOTAL)
                            UPI:       0.00 second
                            SQL:       1.00 seconds
 TOTAL CPU Time used by process: N/A

7.4.3 RWBLD60
XMLレポート定義の設計時には、Oracle Reports Services Builderでオープンした方が便利
な場合があります。Oracle Reports Services Builderでは、オブジェクトが期待どおりに作成
または変更されているかをすぐに判断できます。たとえば、XMLレポート定義にサマリー
を作成する場合、Oracle Reports Services Builderで定義をオープンすると、サマリーがデー
タ・モデルの適切なグループに配置されているかどうかが一目でわかります。 

Oracle Reports Services Builderで完全なレポート定義をオープンするには、REPORTキー
ワードを使用します。次に例を示します。

rwbld60 userid=username/password@mydb
  report=e:¥corp¥myreports¥emp.xml

Oracle Reports Services Builderで部分レポート定義をオープンするには、CUSTOMIZE
キーワードを使用します。次に例を示します。

rwbld60 userid=username/password@mydb report=emp.rdf
   customize=e:¥myreports¥emp.xml

どちらの場合も、Oracle Reports Services Builderで有効な XMLレポート定義がオープンし
ます。その後、Oracle Reports Services Editorの様々なビュー（ライブ・プレビューアなど）
を使用して、レポートが期待どおりに作成または変更されているかどうかをすぐに判断でき
ます。
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7.4.4 TEXT_IO
SRW.ADD_DEFINTIONを使用して XMLレポート定義をメモリー内に作成する場合は、
XMLをファイルに書込むとデバッグに役立ちます。次のサンプル・プロシージャは、メモ
リーに転送するすべての行をドキュメント・バッファおよび（ファイルへの書込みを選択し
た場合は）指定したファイルに書き込みます。

PROCEDURE addaline (newline VARCHAR, outfile Text_IO.File_Type) IS
BEGIN
  SRW.ADD_DEFINITION(newline);
  IF :WRITE_TO_FILE='Yes' THEN
    Text_IO.Put_Line(outfile, newline);
  END IF;
END;

この例が実際に機能するには、プロシージャを呼び出す PL/SQLで TEXT_IO.File_Type型
の変数を宣言する必要があります。次に例を示します。

custom_summary  Text_IO.File_Type;

また、書込み用のファイルをオープンし、addalineプロシージャを呼び出して、書き込む文
字列と書込み先ファイルを渡す必要があります。次に例を示します。

custom_summary := Text_IO.Fopen(:file_directory || 'vid_summ_per.xml', 'w');
addaline('<report name="video_custom" author="Generated" DTDVersion="1.0">',
           custom_summary);
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7.5 XMLタグ・リファレンスタグ・リファレンスタグ・リファレンスタグ・リファレンス
Oracle Reports Servicesに組み込まれている文書タイプ定義（DTD）ファイルには、XMLレ
ポート定義で使用可能なタグが定義されています。次に続く項では、それぞれのタグとその
構文を説明し、使用例を示します。タグは階層順（外側から内側の順）に記載されていま
す。

7.5.1 <!-- コメントコメントコメントコメント -->

説明説明説明説明
<!-- -->タグを使用すると、XMLレポート定義の中にコメントを挿入できます。パーサーは、
コメント・デリミタで囲まれた文字をすべて無視します。PL/SQL
（SRW.ADD_DEFINITION）を使用して XMLレポート定義を作成する場合は、PL/SQLの
コメント・デリミタ（たとえば、--または /* */）を使用してプログラム単位にコメントを
組み込めます。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<!--
   comment_content
-->

例例例例
次の XMLレポート定義セグメント例では、<!-- -->タグを使用してコメントを挿入していま
す。

<report name="cond" DTDVersion="1.0">
<!-- This report assumes that the file
     named header_example.html is located
     in d:¥ORANT¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60.
     If it it not located there, the report
     will not run properly.
-->

警告警告警告警告 : XMLタグおよびその属性は大文字と小文字を区別するので、構文タグおよびその属性は大文字と小文字を区別するので、構文タグおよびその属性は大文字と小文字を区別するので、構文タグおよびその属性は大文字と小文字を区別するので、構文
説明に示されたとおりに入力する必要があります。説明に示されたとおりに入力する必要があります。説明に示されたとおりに入力する必要があります。説明に示されたとおりに入力する必要があります。
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7.5.2 <![CDATA[ ]]>

説明説明説明説明
<![CDATA[]>タグを使用すると、XMLレポート定義に特殊文字を挿入できます。パーサー
は、<![CDATA[]>タグの内側で検出された特殊文字をすべて無視します。これは、特殊文
字を必要とする PL/SQLプログラム単位または SQL問合せを組み込むときに、たいへん役
立ちます。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<![CDATA[
   content
]]>

例例例例
次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、ハイパーリン
クおよびハイパーリンクのリンク先をレポート内のオブジェクトに追加する PL/SQL関数を
保護しています。

 <programUnits> 
 <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
   <![CDATA[
   function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
   begin
     SRW.SET_HYPERlink('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
     return (TRUE);
   end;
  ]]>
  </function> 
  <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
  <![CDATA[
   function F_ssnFormatTrigger return boolean is
   begin
     SRW.SET_linkTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
     return (TRUE);
   end;
  ]]>
  </function> 
 </programUnits>
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次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<select>
  <![CDATA[
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
         AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
  ]]>
</select>

7.5.3 <condition>

説明説明説明説明
<condition>タグは、書式例外をフィールドに適用する条件を定義します。<condition>タ
グは、<exception>タグの内部でネストする必要があります。 

詳細は、7.5.7項「<exception>」を参照してください。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<condition 
  source="source_column_name"
  operator="eq | lt | lteq | neq | gt | gteq | btw | notBtw | like | notLike
     | null | notNull"
  [operand1="comparison_value"]
  [operand2="comparison_value"]
  [relation="and | or"]
/>
実行時のレポートのカスタマイズ 7-29



XMLタグ・リファレンス
属性属性属性属性
次の表に、<condition>タグの属性を示します。

表表表表 7-2 <condition>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

source 必須 条件で使用するソース列の名前。

operator 必須 他の値をソース列と比較するときに使用する演
算子。有効な演算子は、次のとおりです。

� eq（equal）

� lt（less than）

� lteq（less than or equal）

� neq（not equal）

� gt（greater than）

� gteq（greater than or equal）

� btw（between）

� notBtw（not between）

� like

� notLike

� null

� notNull

operand1 任意 ソース列の比較対象となる値。演算子が nullま
たは notNullであれば、オペランドは不要です。
演算子が btwまたは notBtwの場合は、
operand2も指定する必要があります。

operand2 任意 ソース列の比較対象となる 2番目の値。演算子
が比較用に 2つの値を必要とする場合のみ（btw
または notBtwの場合）、operand2を使用する必
要があります。

relation 任意 複数の条件の有無を定義し、条件が複数ある場
合、その関係を定義します。

� andは、両方の条件を満たした場合のみ、
書式例外を適用します。

� orは、どちらか一方の条件を満たした場合
に、書式例外を適用します。
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
2つの条件を結合するには、最初の conditionタグに relation属性を入力し、演算子 andま
たは orのどちらかを指定する必要があります。

例例例例
次の例では、フィールド f_enameに適用する 2通りの書式例外を示しています。最初の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを赤に変更します。2番目の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを青に変更します。

<field name="f_ename" source="ename" label="Employee" textColor="green">
   <exception textColor="red">
     <condition source="deptno" operator="btw" operand1="20" 
                  operand2="30" relation="and"/>
     <condition source="sal" operator="gt" operand1="1000"/>
   </exception>
  <exception textColor="blue">
   <condition source="deptno" operator="eq" operand1="30"/>
  </exception>
</field>

7.5.4 <customize>

説明説明説明説明
<customize>タグは、レポート定義の一部として指定する、あらゆるオブジェクト・プロパ
ティの範囲を定めます。<customize>タグの内部でタグをネストすると（<object> 
<properties>および <property>）、レポートで指定するいくつかのオブジェクトのプロパ
ティを設定できます。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<customize>
   content_of_data_model
</customize>
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例例例例
次の例に、XMLレポート定義のオブジェクト・プロパティのセグメントを示します。 

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>

次の例に示す XMLレポート定義セグメントは、ボイラープレート・テキストの一部を変更
します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>
 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>
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7.5.5 <data>

説明説明説明説明
<data>タグは、レポート定義のデータ・モデルの始めと終わりを示します。 

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<data>
   content_of_data_model
</data>

例例例例
次の例に、XMLレポート定義のデータ・モデルのセグメントを示します。

<data>
 <dataSource name="q_category">
  <select>
    SELECT          ic.category,
                       SUM (h.sales),
                       AVG (h.high_365),
                       AVG (h.low_365),
                       AVG (h.div),
                       AVG (h.p_e)
    FROM stock_history h, indcat ic
    WHERE h.symbol=ic.symbol
    GROUP BY ic.category
   </select>
  </dataSource>
 </data>

次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<data>
 <dataSource name="Q_1">
  <select>
    <![CDATA[
     SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
            VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
     FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
     WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
           AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
    ]]>
  </select>
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 </dataSource>
</data>

7.5.6  <dataSource>

説明説明説明説明
<dataSource>タグは、データ・モデルの問合せの始めと終わりを示します。<dataSource>
タグは、<data>タグの内部でネストする必要があります。このタグは、Oracle Reports 
Services（SQLおよび Express）でサポートされたすべてのデータ・ソースをサポートしま
す。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<dataSource>
   content_of_data_source
</dataSource>

例例例例
次の例に、XMLレポート定義のデータ・モデルのセグメントを示します。

<data>
 <dataSource name="q_category">
  <select>
    SELECT          ic.category,
                       SUM (h.sales),
                       AVG (h.high_365),
                       AVG (h.low_365),
                       AVG (h.div),
                       AVG (h.p_e)
    FROM stock_history h, indcat ic
    WHERE h.symbol=ic.symbol
    GROUP BY ic.category
   </select>
  </dataSource>
 </data>

次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<data>
 <dataSource name="Q_1">
  <select>
    <![CDATA[
     SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
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            VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
     FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
     WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
           AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
    ]]>
  </select>
 </dataSource>
</data>

7.5.7 <exception>

説明説明説明説明
<exception>タグは、フィールドに適用する書式例外の範囲を定めます（たとえば、フィー
ルドの値が一定の範囲を超えたときに、赤に変更するなど）。<exception>タグは、<field>
タグの内部でネストする必要があります。また、書式例外を適用する条件を定義する
<condition>タグを、その内部でネストさせる必要があります。 

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」

� 7.5.3項「<condition>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<exception 
  [lineColor="color_name | noLine"]
  [fillColor="color_name | noFill"]
  [textColor="color_name"]
  [hide="yes | no"]
  [font="font_name"]
>
  condition_definition
</exception>
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属性属性属性属性
次の表に、<exception>タグの属性を示します。

表表表表 7-3 <exception>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

lineColor 任意 条件を満たした場合に適用する境界線カラーの
名前。noLineを指定した場合、境界線は透明で
す（つまり、表示されません）。

fillColor 任意 条件を満たした場合に適用する塗りカラーの名
前。noFillを指定した場合、背景は透明です。

textColor 任意 条件を満たした場合に適用するテキスト・カ
ラーの名前。

hide 任意 条件を満たした場合に、フィールドを非表示に
するかどうかを指定します。

� yesは、条件を満たした場合にフィールドを
非表示にします。

� noは、条件を満たした場合にフィールドを
非表示にしません。

font 任意 条件を満たした場合に適用するフォントの名前。

fontSize 任意 条件を満たした場合に適用するフォントのサイ
ズ。

fontStyle 任意 条件を満たした場合に適用するフォントのスタ
イル。有効なスタイルは、次のとおりです。

� regular（標準）

� italic（斜体）

� bold（太字）

� boldItalic（太字斜体）

fontEffect 任意 条件を満たした場合に適用するフォントの効果。
有効値は、次のとおりです。

� regular（標準）

� strikeout（取消し線）

� underline（下線）

� strikeoutUnderline（取消し線と下線）
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
使用上の注意は、次のとおりです。

� 例外は、フィールド内で出現した順に処理されます。 

� それぞれの例外に最大 3つの条件を指定できます。 

� フィールドに適用できる条件数に上限はありません。ただし、その結果発生するフォー
マット・トリガーについての PL/SQLの最大長は制限されます。 

� 複数の例外がある場合は、暗黙的 OR関係によって制御されます。したがって、どれか
1つの例外が適用されると（つまり、満たされた場合）、他の例外はいっさい処理されま
せん。 

例例例例
次の例では、フィールド f_enameに適用する 2通りの書式例外を示しています。最初の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを赤に変更します。2番目の
exceptionは、条件を満たした場合にテキスト・カラーを青に変更します。

<field name="f_ename" source="ename" label="Employee" textColor="green">
   <exception textColor="red">
     <condition source="deptno" operator="btw" operand1="1" 
                  operand2="20" relation="and"/>
     <condition source="sal" operator="gt" operand1="1000"/>
   </exception>
  <exception textColor="blue">
   <condition source="deptno" operator="eq" operand1="30"/>
  </exception>
</field>

7.5.8 <field>

説明説明説明説明
<field>タグは、レポート定義のレイアウトのフィールドを定義し、属性を割り当てます。
<field>タグは、<layout>タグの内部でネストする必要があります。他のほとんどの layout
タグは、その内部で <field>をネストさせる必要があります（たとえば、<tabular>、
<group>、<matrixCell>など）。RDFファイル内のフィールドと同じフィールド名を使用す
ると、<field>タグによって RDFファイルの既存フィールドが変更されます。それ以外の場
合は、このタグを使用してレポートでまったく新しいフィールドを作成できます。

<field>タグ内に、<labelAttribute>および <exception>タグを入れることもできます。

<field>タグは、/>または </field>で終了できます。<field>タグの内側に <exception>ま
たは <labelAttribute>タグを入れる場合は、後者の方法（</field>）で終了する必要があり
ます。次の例に、<field>タグの 2通りの終了方法を示します。
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<field name="f_deptno" label="Department" source="deptno"/>
<field name="f_mgr" label="Manager" source="mgr">
  <labelAttribute textColor="red" alignment="center"/>
</field>

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.7項「<exception>」

� 7.5.15項「<labelAttribute>」

構文構文構文構文
<field
  name="field_name"
  source="source_column"
  [label="field_label"]
  [currency="currency_symbol"]
  [tsep="separator_character"]
  [formatTrigger="plsql_program_unit"]
  [font="font_name"]
  [fontSize="point_size"]
  [fontStyle="regular | italic | bold | boldItalic"]
  [fontEfffect="regular | strikeout | underline | strikeoutUnderline"]
  [lineColor="color_name | noLine"]
  [fillColor="color_name | noFill"]
  [textColor="color_name"]
  [alignment="start | left | center | right | end"]
  [hyperlink="URL"]
  [linkdest="hyperlink_target"]
  [formatMask="mask"]
/> | >[other_tags]</field>

属性属性属性属性
次の表に、<field>タグの属性を示します。

表表表表 7-4 <field>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 フィールドの識別子。XMLの適用先 RDFファ
イル内のフィールド名が nameと一致した場合
は、RDFファイルの属性よりも指定した属性の
方が優先します。
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source フィールドを新規作成
する場合は必須。

既存フィールドを変更
する場合は任意。

フィールドのデータの取得元となるソース列。
ソース列は、データ・モデルに必ず存在する必
要があります。

label 任意 フィールドに対応付けるボイラープレート・テ
キスト。ラベルの書式属性を制御するには、
<labelAttribute>タグを使用する必要がありま
す。詳細は、7.5.15項「<labelAttribute>」を
参照してください。

label属性は新規フィールドのみに作用し、RDF
ファイルの既存フィールドのラベルは変更され
ません。既存フィールドのラベルを変更するに
は、<object>タグを使用します。詳細は、7.5.22
項「<object>」を参照してください。

currency 任意 フィールドで使用する通貨記号（¥など）。この
属性の他に、通貨記号の位置を示すために
formatMask属性も指定する必要があります。

tsep 任意 デリミタ付き出力を作成するときに使用するデ
リミタ。最も一般的なデリミタはタブであり、
Microsoft Excelなどの表計算プログラムで読み
取れます。

formatTrigger 任意 フィールドのフォーマット・トリガーとして使
用する PL/SQLプログラム単位の名前。フォー
マット・トリガーは関数である必要があります。
詳細は、Oracle Reports Services Builderオンラ
イン・ヘルプ・システムを参照し、索引で
フォーマット・トリガーを検索してください。

font 任意 フィールドの内容に使用するフォントの名前。

fontSize 任意 フィールドの内容に使用するフォントのサイズ。

fontStyle 任意 フィールドの内容に使用するフォントのスタイ
ル。有効値は、次のとおりです。

� regular（標準）

� italic（斜体）

� bold（太字）

� boldItalic（太字斜体）

表表表表 7-4 <field>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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fontEffect 任意 フィールドの内容に使用するフォントの効果。
有効値は、次のとおりです。

� regular（標準）

� strikeout（取消し線）

� underline（下線）

� strikeoutUnderline（取消し線と下線）

lineColor 任意 フィールドの境界線に使用するカラーの名前。
noLineを指定した場合、フィールドの境界線は
透明です（つまり、表示されません）。

fillColor 任意 フィールドの背景として使用するカラーの名前。
noFillを指定した場合、背景は透明です。

textColor 任意 フィールドの内容に使用するカラーの名前。

alignment 任意 フィールド内の文字位置を揃える方法。有効値
は、次のとおりです。

� start（始点詰め）

� left（左揃え）

� center（中央揃え）

� right（右揃え）

� end（終点詰め）

hyperlink 任意 HTMLまたは PDF出力生成時、フィールドの内
容に対応付ける URL。この属性は、PostScript
または ASCIIなどの他の出力タイプでは無視さ
れます。

linkdest 任意 このフィールドの内容にハイパーリンクを設定
するときに使用するターゲット。この属性は、
HTMLまたは PDF出力の生成時にのみ使用され
ます。PostScriptまたは ASCIIなどの他の出力
タイプでは、この属性は無視されます。

formatMask 任意 フィールドの内容を表示するときに適用するマ
スク。書式マスクの構文の詳細は、Oracle 
Reports Services Builderオンライン・ヘルプ・
システムを参照し、索引で書式マスクの項を検
索してください。

表表表表 7-4 <field>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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例例例例
次の例は、マトリックス・レポートの 2つのブレーク・グループ内のフィールドを定義して
いるレポート定義のレイアウトの一部です。

<group>
   <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
          font="Arial" fontSize="8"
          formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
          source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
          label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                             fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
          label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
          source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
          label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
</group>
<group>
   <field name="f_state" source="state" label="State:"
          font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field> 
</group>

次の例は、グループ左レポートのブレーク・グループ内のフィールドを定義したレポート定
義のレイアウトの一部です。formatTrigger属性は <programUnits>タグ内に定義される関
数をポイントしています。

<group>
    <field name="f_quarter1" source="quarter1" label="Quarter" 
           font="Arial" fontSize="8"
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           formatTrigger="F_quarter1FormatTrigger">
           <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                           fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
    </field>
</group>

7.5.9 <formLike>

説明説明説明説明
<formLike>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でフォーム・スタイルの範囲を
定めます。<formLike>タグを使用する場合は、<field>タグもネストさせてフォーム・レイ
アウトに入れるフィールドをリストする必要があります。

<field>タグの詳細は、7.5.8項「<field>」を参照してください。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<formLike> 
  <field>
  </field> 
  [...]
</formLike>

例例例例
次の例では、フォーム・レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義セグ
メントを示します。

<section name="main">
   <formLike name="M_empform" template="corp2.tdf">
    <labelAttribute textColor="green" alignment="center"/>
    <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department"/>
    <field name="f_mgr" source="mgr" label="Manager">
      <labelAttribute textColor="red" alignment="center"/>
    </field>
    <field name="f_job" label="Job" source="job"/>
   </formLike>
</section>
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7.5.10 <formula>

説明説明説明説明
<formula>タグは、レポート定義のデータ・モデルの計算式列を定義します。計算式列で
は、PL/SQL関数を使用して、演算（通常は複雑な計算）を実行します。一般的な計算の場
合（たとえば、和、合計パーセントまたは標準偏差など）は、PL/SQLを必要としない
<summary>タグを使用します。

詳細は、7.5.29項「<summary>」を参照してください。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<formula
  name="column_name"
  source="plsql_function_name"
  dataType="number | character | date"
  width="number"
/>

属性属性属性属性
次の表に、<formula>タグの属性を示します。

表表表表 7-5 <formula>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 計算式列の名前。

source 必須 <programUnits>タグの内部に定義された
PL/SQL関数の名前で、計算式の演算を実行し
ます。

dataType 任意 式によって生成されるデータの型。たとえば、
算術演算を実行した場合、演算結果は数値です。
dataType値として可能なものは、次のとおりで
す。

� number（数値）

� character（文字）

� date（日付）

width 任意 計算式の結果の幅に相当する文字数。
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例例例例
次の例では、計算式列が入っているデータ・モデルを定義した XMLレポート定義のセグメ
ントを示します。<layout>セクション内での関連フィールドの位置に基づいて、デフォルト
のアルゴリズムが列を適切なグループに配置しています。

<data>
 <dataSource name="Q_1">
  <select>
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.STATE, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST,VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
  </select>
 </dataSource>
 <dataSource name="Q_2">
  <select>
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
  </select> 
 </dataSource>
 <formula name="Profit_Margin" source="FormulaProfitMargin" 
           datatype="number" width="9"/>
</data>
<programUnits> 
 <function name="FormulaProfitMargin"> 
  <![CDATA[ 
  FUNCTION FormulaProfitMargin RETURN number IS 
  BEGIN 
    return ((:TOTAL_PROFIT1 / (:TOTAL_SALES1 - (0.07 * :TOTAL_SALES1))) *
100); 
  END; 
  ]]> 
 </function> 
</programUnits>
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7.5.11 <function>
<function>タグは、レポート定義に追加する PL/SQL関数を定義します。<function>タグ
は、<programUnits>タグの内部でネストする必要があります。関数を参照するには、
<field>タグの formatTrigger属性を使用します。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.23項「<programUnits>」

� 7.5.8項「<field>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<function 
  name="function_name"
>
   PLSQL_function
</function>

属性属性属性属性
次の表に、<function>タグの属性を示します。

例例例例
次に、PL/SQL関数を定義する XMLレポート定義セグメントを示します。関数は
formatTrigger属性を使用してレイアウトのフィールドから参照されます。

<layout>
  <section name="header"> 
    <field name="F_ssn1" 
           source="ssn1" 
           formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
  </section>
  <section name="main">
    <field name="F_ssn" 
           source="ssn" 
           formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
  </section>

表表表表 7-6 <function>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 関数の識別子。関数を参照する（たとえば、
<field>タグの formatTrigger属性から参照する）
ときは、この名前を使用する必要があります。
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</layout>
<programUnits> 
 <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_HYPERLINK('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) ||
'>');
         return (TRUE);
       end;
  ]]>
 </function> 
 <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
 <![CDATA[
    function F_ssnFormatTrigger return boolean is
      begin
        SRW.SET_LINKTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
        return (TRUE);
      end;
  ]]>
 </function> 
</programUnits>

7.5.12 <group>

説明説明説明説明
<group>タグは、マスター /ディテール・スタイル・レイアウトでマスター・グループの範
囲を定めます。<group>タグは、<groupLeft>、<groupAbove>または <matrix>タグの内
部でのみネストできます。<group>タグ内で <field>タグをネストして、マスター・グルー
プに含めるフィールドをリストする必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」 

� 7.5.13項「<groupAbove>」

� 7.5.14項「<groupLeft>」

� 7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<group>
   master_group_content
</group>
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例例例例
次の例は、マトリックス・レポートの 2つのブレーク・グループ内のフィールドを定義して
いるレポート定義のレイアウトの一部です。

<group>
   <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
          font="Arial" fontSize="8"
          formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
          source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
          label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                             fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
          label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
          source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
          label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field>
</group>
<group>
   <field name="f_state" source="state" label="State:"
          font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
   </field> 
</group>
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7.5.13 <groupAbove>

説明説明説明説明
<groupAbove>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でマスター /ディテール・ス
タイルの範囲を定めます。マスター・レコードは、ディテール・レコードの上に配置されま
す。<groupAbove>タグを使用する場合は、グループ上レイアウトに含めるフィールドをリ
ストするために <field>タグをネストさせ、さらにマスター・グループを識別するために
<group>タグもネストさせる必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」

� 7.5.12項「<group>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<groupAbove
   name="style_name"
>
   <group>
      master_group_content
   </group>
   detail_group_content
</groupAbove>

例例例例
次の例では、<groupAbove>レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義
セグメントを示します。

<section name="main">
   <groupAbove name="m_emp">
    <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold"/>
    <group>
      <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department "
             font="Arial" fontSize="10"/>
      <field name="f_sumsal" label="Total Salary" source="sumsal" 
             textColor="red" font="Arial" fontSize="10" 
             fontStyle="bold">
        <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold" 
                        textColor="red"/>
      </field>
    </group>
    <field name="f_ename" source="ename" label="Name"
           font="Arial" fontSize="10"/>
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    <field name="f_sal" source="sal" label="Salary"
           font="Arial" fontSize="10"/>
   </groupAbove>
</section>

7.5.14 <groupLeft>

説明説明説明説明
<groupLeft>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でマスター /ディテール・スタ
イルの範囲を定めます。マスター・レコードは、ディテール・レコードの左に配置されま
す。<groupLeft>タグを使用する場合は、<groupLeft>レイアウトに含めるフィールドをリ
ストするために <field>タグをネストさせ、さらにマスター・グループを識別するために
<group>タグもネストさせる必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」

� 7.5.12項「<group>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<groupLeft
   name="style_name"
>
   <group>
      master_group_content
   </group>
   detail_group_content
</groupLeft>

例例例例
次の例では、グループ左レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義セグ
メントを示します。

<section name="main">
   <groupLeft name="m_emp">
    <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold"/>
    <group>
      <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department "
             font="Arial" fontSize="10"/>
      <field name="f_sumsal" label="Total Salary" source="sumsal" 
             textColor="red" font="Arial" fontSize="10" 
             fontStyle="bold">
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        <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold" 
                        textColor="red"/>
      </field>
    </group>
    <field name="f_ename" source="ename" label="Name"
           font="Arial" fontSize="10"/>
    <field name="f_sal" source="sal" label="Salary"
           font="Arial" fontSize="10"/>
   </groupLeft>
</section>

7.5.15 <labelAttribute>

説明説明説明説明
<labelAttribute>タグは、フィールド・ラベル用の書式の属性を定義します。
<labelAttribute>タグは、<field>タグまたはレイアウト・スタイル・タグ（<tabular>また
は <matrix>など）の内部でネストできます。<labelAttribute>を <field>タグの内部でネス
トした場合は、そのフィールドのラベルのみに適用します。

<labelAttribute>タグは新規フィールドのみに作用し、RDFファイルの既存フィールドのラ
ベルは変更されません。既存ラベルのテキストを変更するには、<property>タグの
textSegment属性を使用する必要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」

� 7.5.25項「<property>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<labelAttribute 
  [font="font_name"]
  [fontSize="point_size"]
  [fontStyle="regular | italic | bold | boldItalic"]
  [fontEfffect="regular | strikeout | underline | strikeoutUnderline"]
  [lineColor="color_name | noLine"]
  [fillColor="color_name | noFill"]
  [textColor="color_name"]
  [alignment="start | left | center | right | end"]
>
</labelAttribute>
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属性属性属性属性
次の表に、<labelAttribute>タグの属性を示します。

表表表表 7-7 <labelAttribute>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

font 任意 フィールド・ラベルに使用するフォントの名前。

fontSize 任意 フィールド・ラベルに使用するフォントのサイ
ズ。

fontStyle 任意 フィールド・ラベルに使用するフォントのスタ
イル。有効値は、次のとおりです。

� regular（標準）

� italic（斜体）

� bold（太字）

� boldItalic（太字斜体）

fontEffect 任意 フィールドの内容に使用するフォントの効果。
有効値は、次のとおりです。

� regular（標準）

� strikeout（取消し線）

� underline（下線）

� strikeoutUnderline（取消し線と下線）

lineColor 任意 フィールドの境界線に使用するカラーの名前。
noLineを指定した場合、フィールドの境界線は
透明です（つまり、表示されません）。

fillColor 任意 フィールドの背景として使用するカラーの名前。
noFillを指定した場合、背景は透明です。

textColor 任意 フィールドの内容に使用するカラーの名前。

alignment 任意 フィールド内の文字位置を揃える方法。有効値
は、次のとおりです。

� start（始点詰め）

� left（左揃え）

� center（中央揃え）

� right（右揃え）

� end（終点詰め）
実行時のレポートのカスタマイズ 7-51



XMLタグ・リファレンス
例例例例
次の例では、グループ左レイアウトを含んだセクションを定義した XMLレポート定義セグ
メントを示します。最初の <labelAttribute>タグは、専用に埋め込まれた <labelAttribute>
タグを持った f_sumsalを除く、レイアウト内のすべてのフィールドに適用されます。

<section name="main">
   <groupLeft name="m_emp">
    <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold"/>
    <group>
      <field name="f_deptno" source="deptno" label="Department "
             font="Arial" fontSize="10"/>
      <field name="f_sumsal" label="Total Salary" source="sumsal" 
             textColor="red" font="Arial" fontSize="10" 
             fontStyle="bold">
        <labelAttribute font="Arial" fontSize="10" fontStyle="bold" 
                        textColor="red"/>
      </field>
    </group>
    <field name="f_ename" source="ename" label="Name"
           font="Arial" fontSize="10"/>
    <field name="f_sal" source="sal" label="Salary"
           font="Arial" fontSize="10"/>
   </groupLeft>
</section>

7.5.16 <layout>

説明説明説明説明
<layout>タグは、レポート定義のレイアウトの始めと終わりを示します。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<layout>
   content_of_layout
</layout>

例例例例
次の例では、XMLレポート定義のレイアウト・セグメントを示します。これは完全なレイ
アウト・モデルではなく、カスタマイズとして RDFファイルに適用する必要があります。

<layout>
   <section name="main">
     <field name="f_trade_date" 
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            source="trade_date" 
            formatMask="MM/DD/RR"/>
     <field name="F_Mincurrent_pricePersymbol" 
            source="Mincurrent_pricePersymbol" 
            lineColor="black" 
      fillColor="r100g50b50"/>
     <field name="F_Maxcurrent_pricePersymbol"
            source="Maxcurrent_pricePersymbol"
            lineColor="black" 
            fillColor="r100g50b50"/>
   </section>
 </layout>

次の例では、別の XMLレポート定義のレイアウト・セグメントを示します。これは完全な
レイアウトであり、適切なデータ・モデルが存在する場合は、RDFファイルに適用すること
なく単独で使用できます。

<layout>
  <section name="main"> 
   <matrix name="M_video_sales" template="corp10.tdf">
    <group>
       <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
              font="Arial" fontSize="8"
              formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
              label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8"
              fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
              source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
              label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" 
              source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
              label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
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                          fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field>
    </group>
    <group>
       <field name="f_state" source="state" label="State:"
              font="Arial" fontSize="8">
         <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                         fontStyle="bold" textColor="black"/>
       </field> 
    </group>
    <matrixCol name="g_city">
       <field name="f_city" source="city" label="City: "
              font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
              formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
       <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
       <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY"
              source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
              label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
              textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
          <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                          fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
       </field>
    </matrixCol>
    <matrixRow name="g_product_category">
       <field name="f_product_category" source="product_category" 
              label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
    </matrixRow>
    <matrixCell name="g_total_sales">
     <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total Sales"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
     <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total Profit"
            font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
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            formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
    </matrixCell>
   </matrix>
  </section>
 </layout>

7.5.17 <link>

説明説明説明説明
<link>タグは、データ・モデルのデータ・ソース間のリンクを定義します。<link>タグは、
<data>タグの内部でネストする必要があります。データ・ソースは、列単位でリンクさせ
ます。したがって、それぞれの列リンクでは、親列属性と子列属性、および列どうしを関連
付ける条件属性が必要です。2つの表またはビューを結合するには、SELECT文の外部キー
列に列別名が必要です。（これらの別名は、列リンク仕様の親列および子列の参照で使用し
ます。）

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<link 
     parentGroup="parent_group_name"
     parentColumn="parent_column_name" 
     childQuery="child_query_name"
     childColumn="child_column_name" 
     condition="eq  | lt | lteq | neq | gt | gteq | like | notLike"
     sqlClause="startWith | having | where"
     name="link_name"
> 
</link>

属性属性属性属性
次の表に、<link>タグの属性を示します。
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表表表表 7-8 <link> タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

parentGroup グループ・リンクの場
合は必須。

列リンクの場合は任意。

子問合せと関連付ける親グループの名前。 

parentColumn 列リンクの場合は必須。

グループ・リンクの場
合は無視。

子問合せの列（子列）と関連した親問合せの列
の名前。

childQuery グループ・リンクの場
合は必須。

列リンクの場合は任意。

親グループと関連した子問合せの名前。

childColumn 列リンクの場合は必須。

グループ・リンクの場
合は無視。

親問合せの列（親列）と関連した子問合せの列
の名前。

condition 必須 親列と子列の関係を定義する SQL演算子。
conditionの値として可能なものは、次のとおり
です。

� eq（equal to）

� lt（less than）

� lteq（less than or equal to）

� neq（not equal to）

� gt（greater than）

� gteq（greater than or equal to）

� Like（1つの列の値が、他の列のパターンと
一致した場合に条件が満たされます。パ
ターンではパーセント記号（%）およびア
ンダースコア（_）をワイルドカード文字と
して使用できます。） 

� notLike（1つの列の値が、他の列のパター
ンと一致しない場合に条件が満たされます。
パターンではパーセント記号（%）および
アンダースコア（_）をワイルドカード文字
として使用できます。） 

sqlClause 必須 親グループを子問合せと関連付ける SQL句のタ
イプ。デフォルトはWHERE句です。
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例例例例
次の例では、2つの問合せがリンクで結合されたレポート定義のデータ・モデル・セグメン
トを示します。

<data>
  <dataSource name="Q_dept">
   <select>
     select deptno deptno_dept from dept
   </select>
  </dataSource>
  <dataSource name="Q_emp">  
   <select>
     select deptno deptno_emp, ename, empno, sal from emp
   </select>
  </dataSource>
  <link       parentColumn="deptno_dept" 
              childColumn="deptno_emp" 
              condition="eq" 
              sqlClause="where"/>
</data>

7.5.18 <matrix>

説明説明説明説明
<matrix>タグは、レポートのレイアウトのセクション内でマトリックス・スタイルの範囲
を定めます。<matrix>タグを使用する場合は、マトリックス・レイアウトに含めるフィー
ルドをリストするために <field>タグをネストさせ、さらにマトリックスの各部分を識別す
るために <matrixRow>、<matrixCol>および <matrixCell>タグもネストさせる必要があり
ます。

<group>タグを <matrix>タグと一緒に使用して、グループ・スタイルを持ったマトリック
スを作成することもできます。 

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」

� 7.5.12項「<group>」

� 7.5.20項「<matrixCol>」

� 7.5.21項「<matrixRow>」

� 7.5.19項「<matrixCell>」
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構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<matrix
   name="style_name"
>
   [<group>
      master_group_content
   </group>]
   <matrixCol>
       matrix_column content
   </matrixCol>
   <matrixRow>
       matrix_row_content
   </matrixRow>
   <matrixCell>
       matrix_cell_content
   </matrixCell>
</matrix>

例例例例
次の例に、グループ・レイアウトを持ったマトリックスを定義している XMLレポート定義
セグメントを示します。

<matrix name="M_video_sales" template="corp10.tdf">
 <group>
    <field name="f_quarter" source="quarter" label="Quarter:" 
           font="Arial" fontSize="8"
           formatTrigger="F_quarterFormatTrigger">
      <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                      fontStyle="bold" textColor="black"/>
    </field>
    <field name="f_SumTOTAL_SALESPerQUARTER" 
           source="SumTOTAL_SALESPerQUARTER"
           label="Qtrly:  Sales: " font="Arial" fontSize="8"
           fontStyle="bold"
           formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
       <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                       fontStyle="bold" textColor="black"/>
    </field>
    <field name="f_SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="SumTOTAL_COSTPerQUARTER"
           label="Costs: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
           formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
       <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                       fontStyle="bold" textColor="black"/>
    </field>
    <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" 
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           source="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER"
           label="Profits: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
           formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
       <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                       fontStyle="bold" textColor="black"/>
    </field>
 </group>
 <group>
    <field name="f_state" source="state" label="State:"
           font="Arial" fontSize="8">
      <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                      fontStyle="bold" textColor="black"/>
    </field> 
 </group>
 <matrixCol name="g_city">
    <field name="f_city" source="city" label="City: "
           font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
           formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
    <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
           label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
           textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
       <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                       fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
    </field>
    <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
           label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
           textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
       <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                       fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
    </field>
    <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
           label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
           textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
       <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                       fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
    </field>
 </matrixCol>
 <matrixRow name="g_product_category">
    <field name="f_product_category" source="product_category" 
           label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
 </matrixRow>
 <matrixCell name="g_total_sales">
  <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total Sales"
         font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
         formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
  <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"
         font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
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         formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
  <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total Profit"
         font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
         formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
 </matrixCell>
</matrix>

7.5.19 <matrixCell>

説明説明説明説明
<matrixCell>タグは、マトリックス・スタイル・レイアウトのセルの範囲を定めます。
<matrixCell>タグは、<matrix>タグの内部のみでネストできます。<matrixCell>タグ内で
<field>タグをネストして、マトリックス・セルとして含めるフィールドをリストする必要
があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」 

� 7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<matrixCell>
   master_group_content
</matrixCell>

例例例例
次の例に、マトリックス・セルを定義している XMLレポート定義セグメントを示します。

<matrixCell name="g_total_sales">
 <field name="f_total_sales" source="total_sales" label="Total Sales"
        font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
        formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
 <field name="f_total_cost" source="total_cost" label="Total Cost"
        font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
        formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
 <field name="f_total_profit" source="total_profit" label="Total Profit"
        font="Arial" fontSize="8" lineColor="noLine"
        formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00"/>
</matrixCell>
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7.5.20 <matrixCol>

説明説明説明説明
<matrixCol>タグは、マトリックス・スタイル・レイアウトの列フィールドの範囲を定めま
す。<matrixCol>タグは、<matrix>タグの内部のみ でネストできます。<matrixCol>タグ
内で <field>タグをネストして、マトリックス列として含めるフィールドをリストする必要
があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」 

� 7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<matrixCol> 
     master_group_content
</matrixol>

例例例例
次の例に、マトリックス・レイアウトの列寸法を定義している XMLレポート定義セグメン
トを示します。

<matrixCol name="g_city">
   <field name="f_city" source="city" label="City: "
          font="Arial" fontSize="8" textColor="yellow"
          formatTrigger="F_cityFormatTrigger"/>
   <field name="f_SumTOTAL_SALESPerCITY" source="SumTOTAL_SALESPerCITY"
          label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
      <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                      fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_COSTPerCITY" source="SumTOTAL_COSTPerCITY"
          label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
      <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                      fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
   </field>
   <field name="f_SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="SumTOTAL_PROFITPerCITY"
          label="Sales: " font="Arial" fontSize="8" fontStyle="bold"
          textColor="yellow" formatMask="LNNNGNNNGNNNGNN0D00">
      <labelAttribute font="Arial" fontSize="8" 
                      fontStyle="bold" textColor="yellow"/>
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   </field>
</matrixCol>

7.5.21 <matrixRow>

説明説明説明説明
<matrixRow>タグは、マトリックス・スタイル・レイアウトの行フィールドの範囲を定め
ます。<matrixRow>タグは、<matrix>タグの内部のみでネストできます。<matrixRow>タ
グ内で <field>タグをネストして、マトリックス行として含めるフィールドをリストする必
要があります。

詳細は、次の項を参照してください。

� 7.5.8項「<field>」 

� 7.5.18項「<matrix>」

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<matrixRow>
   master_group_content
</matrixRow>

例例例例
次の例に、マトリックス・レイアウトの行寸法を定義している XMLレポート定義セグメン
トを示します。

<matrixRow name="g_product_category">
   <field name="f_product_category" source="product_category" 
          label="Product Category" font="Arial" fontSize="8"/>       
</matrixRow>
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7.5.22 <object>

説明説明説明説明
<object>タグは、プロパティを変更するレポート内のオブジェクトを識別します。<object>
タグの内部に <properties>および <property>タグをネストさせるのが一般的です。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<object
   name="object_name"
   type="REP_REPORT | REP_GROUP | REP_COL_MAP | REP_GRAPHIC_TEXT"
>
    property_definitions
</object>

属性属性属性属性
次の表に、<object>タグの属性を示します。

表表表表 7-9 <object>タグのプロパティタグのプロパティタグのプロパティタグのプロパティ

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 プロパティを適用するオブジェクトの識別子。

type 必須 プロパティを適用するオブジェクトの種類。

� REP_REPORTはレポート自体です。

� REP_GROUPはレポートのデータ・モデル
内のグループです。

� REP_COL_MAPはレポートのデータ・モデ
ル内の列です。

� REP_GRAPHIC_TEXTはレポートのレイア
ウト内のボイラープレート・オブジェクト
です。
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例例例例
次の例に、オブジェクト・プロパティを定義している XMLレポート定義セグメントを示し
ます。

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>

次の例に示す XMLレポート定義セグメントは、ボイラープレート・テキストの一部を変更
します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>
 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>
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7.5.23 <programUnits>

説明説明説明説明
<programUnits>タグは、レポート定義に追加するあらゆる PL/SQLの範囲を定めます。
<programUnits>タグの内部に <function>タグをネストさせるのが一般的です。 

詳細は、7.5.11項「<function>」を参照してください。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<programUnits>
    program_unit_definitions
</programUnits>

例例例例
次に、ある PL/SQLを定義した XMLレポート定義セグメントを示します。
<programUnits>タグは <layout>タグの外側にあり、formatTrigger属性を使用してレイア
ウトのフィールドから関数が参照されます。

<layout>
  <section name="header"> 
    <field name="F_ssn1" 
           source="ssn1" 
           formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
  </section>
  <section name="main">
    <field name="F_ssn" 
           source="ssn" 
           formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
  </section>
</layout>
<programUnits> 
 <function name="F_ssn1FormatTrigger"> 
  <![CDATA[
     function F_ssn1FormatTrigger return boolean is
       begin
         SRW.SET_HYPERLINK('#EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) ||
'>');
         return (TRUE);
       end;
  ]]>
 </function> 
 <function name="F_ssnFormatTrigger"> 
 <![CDATA[
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    function F_ssnFormatTrigger return boolean is
      begin
        SRW.SET_LINKTAG('EMP_DETAILS_&<' || LTRIM(TO_CHAR(:SSN)) || '>');
        return (TRUE);
      end;
  ]]>
 </function> 
</programUnits>

7.5.24 <properties>

説明説明説明説明
<properties>タグは、オブジェクトのプロパティの範囲を定めます。<properties>タグは、
<object>タグの内部にネストさせる必要があり、通常はその中に <property>タグをネスト
させます。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<properties>
    property_definitions
</properties>

例例例例
次の例に、オブジェクトのプロパティを定義している XMLレポート定義のセグメントを示
します。

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
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      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>

次の例に示す XMLレポート定義セグメントは、ボイラープレート・テキストの一部を変更
します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>
 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>

7.5.25 <property>

説明説明説明説明
<property>タグは、オブジェクトの 1つのプロパティの範囲を定めます。<property>タグ
は、<properties>タグの内部にネストさせる必要があり、通常はプロパティの値を定義する
ために、その内部にテキストをネストさせます。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<property
   name="xmlTag | xmlAttribute | xmlSuppress | prologType | prolog |
     beforeReportValue | beforeReportType | afterReportValue | afterReportType |
     beforePageValue | beforePageType | afterPageValue | afterPageType
     beforeFormValue | beforeFormType | afterFormValue | afterFormType | 
     pageNavigationControlValue | pageNavigationControlType | textSegment
>
    property_value
</property>
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属性属性属性属性
次の表に、<property>タグの属性を示します。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
次の表に、それぞれのオブジェクト・タイプで使用可能なプロパティをリストします。

表表表表 7-10 <property>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 指定するプロパティの名前。使用可能なプロパ
ティは、オブジェクト・タイプごとに異なりま
す。詳細は、「使用上の注意」を参照してくださ
い。

表表表表 7-11 オブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティ

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 有効なプロパティ有効なプロパティ有効なプロパティ有効なプロパティ

レポート・オブジェクト（REP_REPORT） � xmlTag

� xmlAttribute

� xmlSuppress

� prologType

� prolog

� beforeReportValue

� beforeReportType

� afterReportValue

� afterReportType

� beforePageValue

� beforePageType

� afterPageValue

� afterPageType

� beforeFormValue

� beforeFormType

� afterFormValue

� afterFormType

� pageNavigationControlValue

� pageNavigationControlType
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例例例例
次の例に、オブジェクトのプロパティを定義している XMLレポート定義のセグメントを示
します。

<customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>

グループ・オブジェクト（REP_GROUP） � xmlTag

� xmlAttribute

� outerXMLTag

� outerXMLAttribute

� xmlSuppress

列オブジェクト（REP_COL_MAP） � xmlTag

� xmlAttribute

� XMLSuppress

� containXML

ボイラープレート・オブジェクト
（REP_GRAPHIC_TEXT）

� textSegment

表表表表 7-11 オブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティオブジェクト・タイプに有効なプロパティ

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 有効なプロパティ有効なプロパティ有効なプロパティ有効なプロパティ
実行時のレポートのカスタマイズ 7-69



XMLタグ・リファレンス
次の例に、ボイラープレート・オブジェクトのテキストを変更するカスタマイズ・セクショ
ンを示します。これは、既存フィールドのラベルを変更する場合に役立ちます。

<customize>
 <object name="B_high_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">High</property>
  </properties>
 </object>
 <object name="B_low_365" type="REP_GRAPHIC_TEXT">
  <properties>
   <property name="textSegment">Low</property>
  </properties>
 </object>
</customize>

7.5.26 <report>

説明説明説明説明
<report>タグは、レポート定義の始めと終わりを示します。レポート全体に適用する属性を
<report>タグに付加できます。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<report DTDVersion=1.0"
     [name="report_name"]
     [title="report_title"]
     [author="author_name"]
>
   content_of_report
</report>

例例例例
この例では、cond.rdfという名前の RDFファイルに適用する XMLカスタマイズ・ドキュメ
ントを示しています。この例は、データ・モデルにいっさい触れていません。レイアウト内
の一部のフィールドの書式を変更するのみです。
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<report name="cond" DTDVersion="1.0">
<!-- This report assumes that the file
     named header_example.html is located
     in d:¥ORANT¥TOOLS¥DOC60¥US¥RBBR60.
     If it it not located there, the report
     will not run properly.
-->
 <layout>
   <section name="main">
     <field name="f_trade_date" 
            source="trade_date" 
            formatMask="MM/DD/RR"/>
     <field name="F_Mincurrent_pricePersymbol" 
            source="Mincurrent_pricePersymbol" 
            lineColor="black" 
      fillColor="r100g50b50"/>
     <field name="F_Maxcurrent_pricePersymbol"
            source="Maxcurrent_pricePersymbol"
            lineColor="black" 
      fillColor="r100g50b50"/>
   </section>
 </layout>
 <customize>
   <object name="videosales" type="REP_REPORT">
   <properties>
    <property name="beforeReportType">File</property>
    <property name="beforeReportValue">
         d:¥xml_reps¥header_example.html
    </property>
    <property name="afterReportType">Text</property>
    <property name="afterReportValue">
     <![CDATA[
      <center>
      <font face="Arial,Helvetica"><font size=-1><font color="#000000">
        Send questions to <a href="mailto:your_email_id">YourNameHere</a>.
        <br>&nbsp;
      </font>
      </center>
      </body>
      </html>
     ]]>
    </property>
   </properties>
  </object>
 </customize>
</report>
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属性属性属性属性
次の表に、<report>タグの属性を示します。

7.5.27 <section>

説明説明説明説明
<section>タグは、レポート定義のレイアウト内の特定セクションの始めと終わりを示しま
す。<section>タグは、<layout>タグの内部でネストする必要があります。レポートでは、
レイアウト内に最大 3セクションまで許可されます。 

次のタグを使用して、各セクションにレイアウト・スタイルを定義することもできます。

� 7.5.30項「<tabular>」

� 7.5.18項「<matrix>」

� 7.5.9項「<formLike>」

� 7.5.13項「<groupAbove>」

� 7.5.14項「<groupLeft>」

表表表表 7-12 <report>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 任意 レポート名を記録します。名前を指定しなかった場
合は、デフォルトにより UNTITLEDに設定されま
す。レポート定義を RDFファイルに適用する予定
がある場合は、ファイル名から RDF拡張子を除い
たものと同じ名前にする必要があります。

dtdVer 必須 この XMLレポート定義の生成に使用した Oracle 
Reports Services DTDのバージョンを記録します。
DTDはバージョンごとに変更される可能性がある
ので、新規定義するすべてのレポートに使用バー
ジョンの情報を入れる必要があります。これによ
り、将来のリリースで下位互換性を確保できます。

title 任意 指定したタイトルがレポートの先頭に配置されま
す。RDFファイルで定義タイトルを適用すると、既
存のレポート・タイトルより優先されます。

author 任意 作成者名を記録します。
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構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<section
  name= "header | main | trailer"
  width="section_width"
  height="section_height"
> 
   section_contents 
</section>

属性属性属性属性
次の表に、<section>タグの属性を示します。

例例例例
次に、<section>の定義例を示します。

<layout>
   <section name="header"> 
     <field name="F_ssn1" 
            source="ssn" 
            formatTrigger="F_ssn1FormatTrigger"/>
   </section>
   <section name="main">
     <field name="F_ssn" 
            source="ssn" 
            formatTrigger="F_ssnFormatTrigger"/>     
   </section>
 </layout>

表表表表 7-13 <section>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

name 必須 セクションの名前。header、mainまたは trailer
です。

width 任意 レポートの長さの単位で示された 1つの物理
ページ（余白を含む）の幅（たとえば、8.5イン
チ）。

height 任意 レポートの長さの単位で示された 1つの物理
ページ（余白を含む）の高さ（たとえば、11イ
ンチ）。
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7.5.28 <select>

説明説明説明説明
<select>タグは、データ・モデル内の SELECT文の始めと終わりを示します。<select>は、
<dataSource>タグの内部でネストする必要があります。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<select>
   content_of_SELECT
</select>

例例例例
次の例では、XMLレポート定義のデータ・ソースのセグメントを示します。

<data>
 <dataSource name="q_category">
  <select>
    SELECT          ic.category,
                       SUM (h.sales),
                       AVG (h.high_365),
                       AVG (h.low_365),
                       AVG (h.div),
                       AVG (h.p_e)
    FROM stock_history h, indcat ic
    WHERE h.symbol=ic.symbol
    GROUP BY ic.category
   </select>
  </dataSource>
 </data>

このタグをバインド参照として SELECT文に入れておくと、ユーザー・パラメータが自動的
に生成されます。次に例を示します。

<select>
  select * from dept where deptno > :p_dept;
</select>

この SELECT文により、p_deptという名前のユーザー・パラメータが自動的に生成されま
す。したがって、このパラメータをレポート定義の中で手動で作成する必要はありません。
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次の XMLレポート定義セグメント例では、<![CDATA[]]>タグを使用して、>記号を含んだ
SQL文を保護しています。

<select>
  <![CDATA[
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE (VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
         AND VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT>2000)    
  ]]>
</select>

7.5.29 <summary>

説明説明説明説明
<summary>タグは、レポート定義のデータ・モデルのサマリー列を定義します。サマリー
列は、別の列のデータ値に基づいて算術関数を実行する場合に使用します。標準サマリー関
数の 1つではない関数を実行する場合は、<formula>タグを使用して、PL/SQLを使用した
複雑な計算を実行する式列を作成できます。

詳細は、7.5.10項「<formula>」を参照してください。

構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<summary
  source="src_col_name"
function="sum|average|minimum|maximum|count|first|last|pctTotal|stddeviation
          |variance"
  compute="group+names"
  reset="group_name"
  productOrder="group_name"
  nullval="value_if_null"
/>
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属性属性属性属性
次の表に、<summary>タグの属性を示します。

表表表表 7-14 <summary>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明

source 必須 値が集計対象になる列の名前。

function 任意 サマリー値を出力するために適用する算術演算。

� averageは、リセット・グループ内の列値の平
均を計算します。

� countは、リセット・グループ内のレコードの
件数をカウントします。

� firstは、リセット・グループについてフェッチ
された列の最初の値を印刷します。

� lastは、リセット・グループについてフェッチ
された列の最後の値を印刷します。

� maximumは、リセット・グループ内の列の最
大値を計算します。

� minimumは、リセット・グループ内の列の最
小値を計算します。

� pctTotalは、リセット・グループ内の列の合計
パーセントを計算します。

� stddeviationは、リセット・グループについて
列の正の平方偏差の根を計算します。

� sumは、リセット・グループ内の列値の合計を
計算します。

� varianceは、列の各値とリセット・グループの
平均値との差を 2乗して合計したものを、値の
件数から 1を引いた数値で割ります。
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compute 任意 合計パーセント・サマリー列の計算対象となるグ
ループ。computeは、合計パーセントの関数が入っ
ている列のみで使用します。この値により、ソース
列の値がパーセントになっているものの合計を判断
できます。パーセントを計算するときは、値を合計
で割ります（たとえば、SMITH氏の給与÷部署の
総支給額）。computeは、パーセントの計算につい
て合計を定義します。マトリックス・レポートの場
合は、Compute Atの計算対象に複数のグループを
指定できます。

各ページの合計値またはレポート全体のパーセント
を計算する場合は、この属性をページまたはレポー
トにも設定できます。

reset 任意 サマリー列値がゼロ（functionが Countの場合）、
null（functionが Count以外の場合）または
nullval（サマリーが null値を 1つ持っている場合）
にリセットされるグループ。resetは、サマリーが
継続的サマリーなのか、あるいは定期的（たとえ
ば、グループ・レベル）サマリーなのか判断しま
す。 

各ページの合計値またはレポート全体のパーセント
を計算する場合は、この属性をページまたはレポー
トにも設定できます。

productOrder 任意 サマリーのクロス積で各グループを評価する順序。
productOrderは、クロス積グループのサマリー、
式またはプレースホルダの頻度も定義します。つま
り、サマリー、式またはプレースホルダは、
productOrderに関与するグループの値のそれぞれ
の組合せについて 1つの値を持っています。
productOrder属性は、クロス積グループが所有す
る列に対してのみ使用します。クロス積には複数の
グループが関連するので、いくつもの異なる順序に
よってクロス積のグループを評価できます。した
がって、クロス積のサマリーを作成するときは、
productOrderを使用してグループが評価される順
序を指定する必要があります。また、productOrder
を使用して、クロス積内部のサマリー、式またはプ
レースホルダの頻度を指定する必要があります。 

nullval 任意 列のあらゆる null値と置き換える値。たとえば、こ
のフィールドに Xを入力すると、列でフェッチされ
た null値が Xに置き換えられて表示されます。空
白のままにすると、null値は置換されません。 

表表表表 7-14 <summary>タグの属性タグの属性タグの属性タグの属性

属性属性属性属性 必須必須必須必須 /任意任意任意任意 説明説明説明説明
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デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
通常、<summary>タグの任意の属性は、実行時にデフォルト値が有効になるので、何も指
定する必要はありません。任意の値を指定する必要があるのは、デフォルトを無効にする場
合のみです。次の表に、それぞれのレイアウト・スタイルについて任意の属性のデフォルト
値を示します。

例例例例
次に、2つの問合せからなるデータ・モデルについて、いくつかのサマリーの例を示します。
最初の 3つのサマリーは表レイアウトのもので、残りの 6つはマトリックス・ブレーク・レ
ポートのものです。名前、ソース列および関数のみが指定されているので、レイアウトでの
関連フィールドの位置に基づいて、デフォルトのアルゴリズムが列をそれぞれ適切なグルー
プに配置しています。

<data>
  <dataSource name="Q_1">
  <select>
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.STATE, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT

表表表表 7-15 ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値ブレーク・グループのサマリーのデフォルト値

任意の属性任意の属性任意の属性任意の属性 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

function 合計

compute サマリー列のグループの親グループ 

reset サマリー列のグループの親グループ

表表表表 7-16 マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値マトリックス・レポートのサマリーのデフォルト値

任意の属性任意の属性任意の属性任意の属性 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値

function 合計

compute クロス積グループ

productOrder � サマリーが入っているグループ（ディメンション・サマリー
の場合）

� マトリックス行を定義するグループのリスト（セル・サマ
リーの場合）

reset 最も頻度の高い productOrderのグループ
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   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
  </select>
 </dataSource>
 <dataSource name="Q_2">
  <select>
   SELECT ALL VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.QUARTER, VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.CITY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.PRODUCT_CATEGORY, 
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_PROFIT,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_SALES,
          VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.TOTAL_COST
   FROM SCOTT.VIDEO_CATEGORY_BY_QTR
   WHERE VIDEO_CATEGORY_BY_QTR.SALES_REGION='West'
  </select> 
 </dataSource>
 <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY1" source="total_sales1"/> 
 <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY1" source="total_cost1"/> 
 <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY1" source="total_profit1"/> 
 <summary name="SumTOTAL_SALESPerQUARTER" source="total_sales"/> 
 <summary name="SumTOTAL_COSTPerQUARTER" source="total_cost"/> 
 <summary name="SumTOTAL_PROFITPerQUARTER" source="total_profit"/> 
 <summary name="SumTOTAL_SALESPerCITY" source="total_sales"/> 
 <summary name="SumTOTAL_COSTPerCITY" source="total_cost"/> 
 <summary name="SumTOTAL_PROFITPerCITY" source="total_profit"/> 
 <formula name="Profit_Margin" source="FormulaProfitMargin"
datatype="number"
          width="9"/>
</data>

7.5.30 <tabular>

説明説明説明説明
<tabular>タグは、レポートのレイアウトのセクション内で表スタイルの範囲を定めます。
<tabular>タグを使用する場合は、<field>タグもネストさせて表レイアウトに入れるフィー
ルドをリストする必要があります。

詳細は、7.5.8項「<field>」を参照してください。
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構文構文構文構文
このタグの構文は、次のとおりです。

<tabular> 
   <field>
    </field> 
   [...]
</tabular>

例例例例
次の例では、表レイアウトを持ったセクションを定義している XMLレポート定義セグメン
トを示します。

<section name="header"> "
<tabular name="M_summary" template="corp2.tdf">
  <labelAttribute font="Arial" 
         fontSize="10"
         fontStyle="bold"
         textColor="white"/>
  <field name="F_ports" 
         source="ports" 
         label="Port IDs" 
         font="Arial" 
         fontSize="10"/>
  <field name="F_locations" 
         source="locations" 
         label="Port Names" 
         font="Arial" 
         fontSize="10"/>
</tabular>
</section>
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カレンダの定義によるレポートへの ユーザー・アクセスの
A

カレンダの定義によるレポートへのカレンダの定義によるレポートへのカレンダの定義によるレポートへのカレンダの定義によるレポートへの

ユーザー・アクセスの管理ユーザー・アクセスの管理ユーザー・アクセスの管理ユーザー・アクセスの管理

第 5章「Oracle Portalを使用した Oracle Reports Servicesセキュリティ」で説明されている
ように、アクセス制御では、Oracle Reports Servicesで実行するレポートへのユーザー・ア
クセスを制限できます。Oracle Reports Servicesでは、Oracle Portalによりセキュリティ・
チェックを実行して、アクセスの制限された Oracle Reports Servicesサーバーやプリンタ上
でレポートを実行するときに、必要な権限を持つユーザーのみにアクセスを許可します。カ
レンダの定義はオプションのステップで、レポート定義ファイル（RDF）、サーバーおよび
プリンタにアクセスできる時間とできない時間を決めることにより、これらへのアクセスを
さらに制限できます。

A.1 使用可能日カレンダの作成使用可能日カレンダの作成使用可能日カレンダの作成使用可能日カレンダの作成
使用可能日カレンダは、RDF、Oracle Reports Servicesサーバーおよびプリンタを使用して
処理できる時間を決定します。RDF、Oracle Reports Servicesサーバーおよびプリンタが常
に使用可能であり、いつでも処理できる場合、使用可能日カレンダは不要です。

次の 2種類の使用可能日カレンダを作成できます。

� シンプル

シンプルな使用可能日カレンダは、1つの使用可能日ルールを定義したものです（たと
えば、毎日、日曜日～土曜日の午前 12:00～午後 10：00など）。

� 結合

結合された使用可能日カレンダは、複数の使用可能日カレンダを結合して 1つの使用可
能日カレンダにしたものです（たとえば、デイリー・カレンダとメンテナンス・カレン
ダの結合）。

RDF、Oracle Reports Servicesサーバーまたはプリンタに関連付けられる使用可能日カレン
ダは 1つのみです。本番環境で複数の使用可能日ルールが必要な場合は、使用可能日カレン
ダを結合する必要があります。
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A.2 使用可能日カレンダの例使用可能日カレンダの例使用可能日カレンダの例使用可能日カレンダの例
この例では、すべての曜日、定期メンテナンス日および休日の使用可能日を決定する運用カ
レンダを作成します。運用カレンダを作成するには、次の使用可能日カレンダを作成する必
要があります。

� 日曜日～土曜日の毎日午前 12:00～午後 10:00を使用可能期間として指定したシンプルな
デイリー・カレンダ。

� 毎週土曜日の午後 3:00～午後 10:00を使用可能期間として指定したシンプルなメンテナ
ンス・カレンダ。

� 12月 25日午前 12:00～ 12月 26日午前 12:00を使用可能期間として指定したシンプルなク
リスマス・カレンダ。

� 前述のカレンダをすべて結合した後に、メンテナンスおよびクリスマス・カレンダを除
外した運用カレンダを作成します。カレンダを除外すると、それらのカレンダの使用可
能日ルールに基づいた処理が禁止されます。

A.2.1 デイリー・カレンダの作成デイリー・カレンダの作成デイリー・カレンダの作成デイリー・カレンダの作成
次のことを行い、日曜日～土曜日の午前 12:00～午後 10:00を使用可能期間として指定した
デイリー・カレンダを作成します。

1. Oracle Portalにアクセスしてログインします。Oracle Reports Servicesセキュリティ・
ウィザードにアクセスするには、RW_ADMINISTRATOR権限および DBA権限が必要
です。

2. Oracle Portalホーム・ページで、「管理管理管理管理」タブをクリックします。

3. 「管理管理管理管理」ページの「Oracle Reports Security」ポートレットで、「Oracle Reports 
Securityの設定の設定の設定の設定」をクリックします。

4. 「Oracle Reports Securityの設定の設定の設定の設定」ページの「Reportsカレンダ・アクセスカレンダ・アクセスカレンダ・アクセスカレンダ・アクセス」ポート
レットで、「シンプルなシンプルなシンプルなシンプルな Reportsカレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成」をクリックしてシンプル
なカレンダを作成します。

5. 「シンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名カレンダ名カレンダ名カレンダ名」フィールドに「Daily」と
入力します。デイリー・カレンダがすでに存在する場合は、末尾に自分のイニシャルを
付け足してください（たとえば、DailyAA）。

6. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

7. この画面では、使用可能な日付使用可能な日付使用可能な日付使用可能な日付 /時間時間時間時間を設定します。「期間期間期間期間」に、今日の日付を開始年月
日として指定し、午前 12:00を開始時刻として指定します。今日の日付を終了年月日と
して指定し、午後 10:00を終了時刻として指定します。

8. 「繰返し繰返し繰返し繰返し」オプションとして「毎日毎日毎日毎日」を選択します。これにより、期間期間期間期間パターンが毎日
繰り返されます。たとえば、開始日付を 2000年 1月 4日、月曜日とすると、この日付
からパターンが完了するまで、このパターンが毎日繰り返されます。
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9. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

10.「シンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリー」ページで、「カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示」をクリック
してデイリー・カレンダを表示することもできます。緑色の部分は使用可能時間を示し
ます。見終わったら、カレンダをクローズします。

11.「完了完了完了完了」ボタンをクリックします。

12.「コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理」画面が表示されます。「クローズクローズクローズクローズ」ボタンをクリックします。

A.2.2 メンテナンス・カレンダの作成メンテナンス・カレンダの作成メンテナンス・カレンダの作成メンテナンス・カレンダの作成
毎週土曜日の午後 3:00～午後 10:00を使用可能期間として指定したメンテナンス・カレンダ
を作成します。後述のステップで、このカレンダを運用カレンダに一度追加した後、除外し
ます。これにより、このカレンダに指定された日付と時刻に基づいた処理が禁止されます。

1. 「Oracle Reports Securityの設定の設定の設定の設定」ページの「Reportsカレンダ・アクセスカレンダ・アクセスカレンダ・アクセスカレンダ・アクセス」ポート
レットから、「シンプルなシンプルなシンプルなシンプルな Reportsカレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成」オプションをクリック
してシンプルなカレンダを作成します。

2. 「シンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名カレンダ名カレンダ名カレンダ名」フィールドに
「Maintenance」と入力します。メンテナンス・カレンダがすでに存在する場合は、末
尾に自分のイニシャルを付け足してください（たとえば、MaintenanceAA）。

3. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

4. 使用可能な日付使用可能な日付使用可能な日付使用可能な日付 /時間時間時間時間に次のものを定義します。

5. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

6. 「シンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリー」ページで、「カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示」をクリック
してメンテナンス・カレンダを表示することもできます。緑色の部分は使用可能時間を
示します。見終わったら、カレンダをクローズします。

7. 「完了完了完了完了」ボタンをクリックします。

8. 「コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理」画面が表示されます。「クローズクローズクローズクローズ」ボタンをクリックします。

表表表表 A-1 メンテナンス・カレンダ・ルールメンテナンス・カレンダ・ルールメンテナンス・カレンダ・ルールメンテナンス・カレンダ・ルール

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

期間期間期間期間

開始開始開始開始 開始日付は土曜日の日付（たとえば、2000年 1月 8日）とし、時刻
は午後 3:00を指定します。

終了終了終了終了 開始日付と同じ日付を指定し、終了時刻は午後 10:00にします。

繰返し繰返し繰返し繰返し 「毎週毎週毎週毎週」を選択します。
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A.2.3 クリスマス・カレンダの作成クリスマス・カレンダの作成クリスマス・カレンダの作成クリスマス・カレンダの作成
毎年 12月 25日午前 12:00～ 12月 26日午前 12:00を使用可能期間として指定したクリスマ
ス・カレンダを作成します。後述のステップで、このカレンダを運用カレンダに一度追加し
た後、除外します。これにより、このカレンダに指定された日付と時刻に基づいた処理が禁
止されます。

1. 「Oracle Reports Securityの設定の設定の設定の設定」ページの「Reportsカレンダ・アクセスカレンダ・アクセスカレンダ・アクセスカレンダ・アクセス」ポート
レットから、「シンプルなシンプルなシンプルなシンプルな Reportsカレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成カレンダ・アクセスを作成」オプションをクリック
してカレンダを作成します。

2. 「シンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダシンプルな使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名カレンダ名カレンダ名カレンダ名」フィールドに「Christmas」
と入力します。クリスマス・カレンダがすでに存在する場合は、末尾に自分のイニシャ
ルを付け足してください（たとえば、ChristmasAA）。

3. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

4. 使用可能な日付使用可能な日付使用可能な日付使用可能な日付 /時間時間時間時間に次のものを定義します。

5. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

6. 「シンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリーシンプルな使用可能日カレンダのサマリー」ページで、「カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示」をクリック
してクリスマス・カレンダを表示することもできます。緑色の部分は使用可能時間を示
します。見終わったら、カレンダをクローズします。

7. 「完了完了完了完了」ボタンをクリックします。

8. 「コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理」画面が表示されます。「クローズクローズクローズクローズ」ボタンをクリックします。

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

期間期間期間期間

開始開始開始開始 12月 25日、午前 12:00を指定します。

終了終了終了終了 12月 26日、午前 12:00を指定します。

繰返し繰返し繰返し繰返し 「毎年毎年毎年毎年」を選択します。
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A.2.4 結合された使用可能日カレンダの作成結合された使用可能日カレンダの作成結合された使用可能日カレンダの作成結合された使用可能日カレンダの作成
この例では、デイリー、メンテナンスおよびクリスマス・カレンダを結合して運用カレンダ
を作成した後に、メンテナンスおよびクリスマス・カレンダを除外して、それらの使用可能
日ルールに基づいた処理を禁止します。

1. 「Oracle Reports Securityの設定の設定の設定の設定」ページから、「結合された「結合された「結合された「結合された Reportsカレンダ・アクセカレンダ・アクセカレンダ・アクセカレンダ・アクセ
スを作成」スを作成」スを作成」スを作成」をクリックして、作成した 3つのカレンダを 1つに結合するカレンダを作成
します。

2. 「結合された使用可能日カレンダ結合された使用可能日カレンダ結合された使用可能日カレンダ結合された使用可能日カレンダ」ページで、「カレンダ名カレンダ名カレンダ名カレンダ名」フィールドに
「Production」と入力します。運用カレンダがすでに存在する場合は、末尾に自分のイ
ニシャルを付け足してください（たとえば、ProductionAA）。

3. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

4. 「使用可能日カレンダを選択使用可能日カレンダを選択使用可能日カレンダを選択使用可能日カレンダを選択」ページで、[Ctrl]キーを押しながら「使用可能日カレン使用可能日カレン使用可能日カレン使用可能日カレン
ダダダダ」リスト・ボックスの Daily、、、、Maintenanceおよび Christmasの各カレンダをクリッ
クします。

5. 右矢印をクリックして選択したカレンダを「選択された使用可能日カレンダ選択された使用可能日カレンダ選択された使用可能日カレンダ選択された使用可能日カレンダ」リスト・
ボックスに移動するか、二重右矢印をクリックしてすべての使用可能日カレンダを選択
します。

6. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

7. 「使用可能日カレンダを除外使用可能日カレンダを除外使用可能日カレンダを除外使用可能日カレンダを除外」ページで、[Ctrl]キーを押しながら「使用可能日カレン使用可能日カレン使用可能日カレン使用可能日カレン
ダダダダ」リスト・ボックスのMaintenanceおよび Christmasの各カレンダをクリックしま
す。

8. 右矢印をクリックしてMaintenanceおよび Christmasの各カレンダを「除外された使除外された使除外された使除外された使
用可能日カレンダ用可能日カレンダ用可能日カレンダ用可能日カレンダ」リスト・ボックスに移動します。これにより、それぞれのカレンダ
に指定された日付と時刻に処理を実行できなくなります。

9. 「次へ次へ次へ次へ」ボタンをクリックして続行します。

10.「結合された使用可能日カレンダのサマリー結合された使用可能日カレンダのサマリー結合された使用可能日カレンダのサマリー結合された使用可能日カレンダのサマリー」ページで、「カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示カレンダを表示」をクリック
して使用可能日カレンダを表示します。緑色の部分は使用可能時間を示します。見終
わったら、カレンダをクローズします。

この時点で結合カレンダをチェックすることをお薦めします。処理を禁止したカレンダ
の指定期間が除外されていることを確認してください。12月までスクロールして、12
月 25日が処理可能日から除外されていることを確認します。「日日日日」オプションを選択
し、土曜日までスクロールして、午後 3時から処理を実行できなくなっていることを確
認します。

11.「完了完了完了完了」ボタンをクリックします。

12.「コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理コンポーネントの管理」ページで、「クローズクローズクローズクローズ」ボタンをクリックします。
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シンプルなカレンダおよび結合カレンダの両方が正常に作成されました。このカレンダは、
RDF、Oracle Reports Servicesサーバーおよびプリンタへのアクセスをさらに制限するため
に使用できます。RDF、Oracle Reports Servicesサーバーおよびプリンタの制限の詳細は、
第 5章「Oracle Portalを使用した Oracle Reports Servicesセキュリティ」を参照してくださ
い。
A-6 Oracle9i Application Server Oracle Reports Services レポートWeb公開ガイド



RWCLI60コマンドライン
B

RWCLI60コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数

この付録には RWCLI60コマンドライン引数の説明が含まれています。RWCLI60はコマン
ドラインを解析して、指定された Oracle Reports Services（RWMTS60）に転送します。コ
マンドラインの使用方法は RWRUN60と非常に似ています。

B.1 構文構文構文構文
RWCLI60コマンドラインの構文は、次のとおりです。keyword=valueは、有効なコマン
ドライン引数です。

RWCLI60 MODULE|REPORT=runfile USERID=userid 
[ [keyword=]value|(value1, value2, ...) ] SERVER=tnsname

B.2 使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
RWCLI60コマンドラインの使用上の注意は、次のとおりです。

� クライアントのコマンドラインで指定されたすべてのファイル名とパスは、サーバー・
マシン上のファイルとディレクトリを参照します。ただし、コマンド・ファイルは参照
しません。 

� コマンドラインが CMDFILE=を含んでいる場合、コマンド・ファイルは、Oracle 
Reports Servicesへ送出される前に元のコマンドラインに読み込まれて追加されます。
コマンド・ファイルは、ランタイム・エンジンによって再度読み込まれることはありま
せん。 

MODULE|REPORT

説明説明説明説明 MODULE|REPORTは実行するレポートの名前です。（REPORTは旧バージョンと互
換性があります。） 

構文構文構文構文 [MODULE|REPORT=]runfile 
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使用上の注意
値値値値 任意の有効な実行ファイル（つまり、拡張子が RDF、REPまたは XMLのファイル）。
ファイル拡張子を入力しないと、Oracle Reports Services Runtimeは REP拡張子、RDF拡
張子、XML拡張子、拡張子なしの順にファイルを検索します。Oracle Reports Services 
Runtimeはファイル・パス検索順でファイルを検索します。 

USERID

説明説明説明説明 USERIDは ORACLEユーザー名またはプレース・ホルダのユーザー名（つまり、
$username）とパスワードです。任意のデータベース名、リモート・データベースへアク
セスするための Net8通信プロトコルまたは ODBCデータソース名（Oracle以外のデータ
ソースへアクセスする場合）を伴います。パスワードを省略すると、データベース・ログオ
ン・フォームが表示されます。

ユーザーがデータベースにログオンできるようにするには、レポート・リクエストから
USERIDコマンドライン引数を省いてください。ユーザーがレポート・リクエストを実行す
るたびにログオンできるようにするには、CGIコマンド SHOWAUTHと AUTHTYPE=Sを
レポートの URLで使用するか、%D引数を cgicmd.dat （CGI）ファイルのキー・マッピ
ング・エントリに含めます。

値値値値 ログオン定義は次のいずれかのフォームにする必要があり、長さは 512バイトを超えな
いようにしてください。 

username[/password] 
username[/password][@database] 
[user[/password]]@ODBC:datasource[:database] or [user[/password]]@ODBC:* 

<$username>[/password]
<$username>[/password][@database]

有効な接続文字列のリストは、付録 E「データベース接続文字列」を参照してください。

PARAMFORM

説明説明説明説明 PARAMFORMを指定する場合はNOにする必要があります。

構文構文構文構文 [PARAMFORM=]NO

CMDFILE

説明説明説明説明 CMDFILEは、RWRUN60コマンドの引数を含むファイルです。このオプションによ
り、RWRUN60を起動するたびにいくつもの引数を指定しなくてもレポートを実行できま
す。 

構文構文構文構文 [CMDFILE=]cmdfile

値値値値 任意の有効なコマンド・ファイル。 
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使用上の注意
制限事項制限事項制限事項制限事項 次の制限事項が適用されます。

� コマンド・ファイルは別のコマンド・ファイルを参照することがあります。

� RWRUN60引数のコマンド・ファイル構文は、コマンドラインで使用される構文と同じ
ものです。 

� コマンドラインに入力する値は、コマンド・ファイルで指定した値を上書きします。た
とえば RWRUN60を指定するのに、コマンドラインで COPIESの値に 1、CMDFILEの
値に RUNONE（コマンド・ファイル）を入力するとします。RUNONEでは COPIES
は 2に設定されています。この場合、レポートのコピーは 1つのみ生成されます。 

� このキーワードの引数は、オペレーティング・システムに依存する可能性があります。 

TERM

説明説明説明説明 TERMは、RWRUN60を使用する端末の種類です。TERMはランタイム・パラメー
ター・フォームおよび Runtimeプレビューアのみで有用です。このキーワードはキャラク
タ・モードでのみ使用できます。 

構文構文構文構文 [TERM=]termtype

値値値値 任意の有効な端末の種類。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト インストレーションに依存。（互換性の定義については、Oracle Reports 
Servicesのシステム管理者に相談してください。） 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 このキーワードの引数は、オペレーティング・システムによっては、大文字
と小文字の区別が必要な場合があります。 

ARRAYSIZE

説明説明説明説明 ARRAYSIZEは、ORACLE配列処理で使用するサイズ（単位は KB）です。通常、配
列サイズが大きくなるに従って、レポートの実行速度も高まります。 

構文構文構文構文 [ARRAYSIZE=]n 

値値値値 1～ 9,999の数値。Oracle Reports Services Runtimeではレポートで問合せを行う際に、
ここで指定した KB数のメモリーを使用できることを意味します。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト デフォルトの配列サイズは 10Kです。ORACLE配列処理の詳細は、『Oracle8i 
Server管理者ガイド』を参照してください。 

DESTYPE

説明説明説明説明 DESTYPEは、レポート出力を受け取るデバイス・タイプです。 
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使用上の注意
構文構文構文構文 [DESTYPE=]{CACHE|LOCALFILE|FILE|PRINTER|SYSOUT|MAIL}

値値値値

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DESTYPEパラメータの初期値プロパティから受け取ります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意  RWCLI60では、DESTYPEに対して Screenと Previewを使用することはで
きません。

DESNAME

説明説明説明説明 DESNAMEは、レポート出力の送信先のファイルあるいはプリンタ名、または電子
メール ID（または配布リスト）です。レポート出力を電子メールで送信するためには、電
子メール IDを通常の電子メール・アプリケーション（Windows上のMAPI互換アプリケー
ションまたは UNIX上のネイティブのメール・アプリケーション）の場合と同様にして指定
します。複数のユーザー名を指定するときは、ユーザー名を括弧に入れ、それぞれをカンマ
で区切ります（例： （name, name, ...name））。 

構文構文構文構文 [DESNAME=]desname

CACHE Oracle Reports Servicesのキャッシュへ出力を直接送出します。
DESTYPE=CACHEは、DISTRIBUTEキーワードと一緒には使用で
きません。サーバーはコマンドラインに DISTRIBUTEを見つける
と、DESTYPE=CACHEコマンドライン引数を無視します。

LOCALFILE 出力をクライアント・マシン上のファイルに送って、
BACKGROUND値にかかわりなく同期コールを強制的に行います。

FILE 出力を DESNAMEで指定されたサーバー・マシン上のファイルに
送ります。

PRINTER 出力を DESNAMEで指定されたサーバー・マシン上のプリンタに
送ります。Oracle Reports Servicesサーバーが認識できるプリンタ
をインストールし、稼働させている必要があります。

MAIL 出力を DESNAMEで指定したメール・ユーザーに送ります。任意
のMAPI互換のメール・システムまたはこのサービス・プロバイダ
のドライバがインストールされているメール・システムにメールを
送信できます。レポートは添付ファイルとして送信されます。 

SYSOUT 出力をクライアント・マシンのデフォルトの出力デバイスに送っ
て、同期コールを強制的に行います。
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使用上の注意
値値値値 1KBを超えない長さの任意の有効なファイル名、プリンタ名または電子メール ID。プ
リンタ名の場合は、任意でポートを指定することもできます。次に例を示します。

DESNAME=printer,LPT1:
DESNAME=printer,FILE:

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DESNAMEパラメータの初期値プロパティから受け取ります。
DESTYPE=FILEで、かつ DESNAMEが空の文字列である場合は、実行時にデフォルトの
reportname.lisになります。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� DESTYPEが SCREENである場合はこのキーワードは無視されます。

� DESTYPEが PREVIEWの場合、Oracle Reports Services Builderは DESNAMEを使用し
て、どのプリンタのフォントで出力を表示するか決定します。

� このキーワードの引数は、オペレーティング・システムによっては、大文字と小文字の
区別が必要な場合があります。 

場合によっては、このパラメータは使用中のオペレーティング・システムによって上書きさ
れることがあります。 

DESFORMAT

説明説明説明説明 ビットマップ環境では、DESFORMATは DESTYPEが FILEであるときに使用される
プリンタ・ドライバを指定します。キャラクタ・モード環境では、DESNAMEで指定された
プリンタの特徴を指定します。 

構文構文構文構文 [DESFORMAT=]desformat

値値値値 1KBを超えない長さの任意の有効な宛先フォーマットを指定します。このキーワードの
有効な値の例としては、hpl、hplwide、dec、decwide、decland、dec180、dflt、
wideなどがあります。有効な宛先フォーマットのリストについては、システム管理者に問
い合せてください。

PDF レポート出力が PDFビューアで読み込むことのできるファイルに送信さ
れることを意味します。PDF出力は、システム上で現在設定されている
プリンタをベースにしています。現在選択されているプリンタを使用して
出力が生成されるので、レポートを実行しているマシンに対してプリンタ
を設定する必要があります。

HTML レポート出力が HTML 3.0互換ブラウザ（たとえば Netscape 2.2）で読み
込むことのできるファイルに送信されることを意味します。

HTMLCSS ファイルに送信されたレポート出力には、HTML 3.0互換ブラウザで読み
込むことのできる、カスケード式のスタイル・シートをサポートするスタ
イル・シートの拡張機能が含まれることを意味します。
RWCLI60コマンドライン引数 B-5



使用上の注意
デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DESFORMATパラメータの初期値プロパティから取り込みます。ビットマッ
プ環境の Oracle Reports Services Builderでは、DESFORMATが空白または dfltの場合、
現行のプリンタ・ドライバ（「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」）が使用されま
す。「ページ設定（プリンタ選択）」で何も選択されていないときは、デフォルトの
PostScriptが使用されます。 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� DESTYPEが SCREENである場合はこのキーワードは無視されます。 

� このキーワードの値は、オペレーティング・システムによっては、大文字と小文字の区
別が必要な場合があります。 

CACHELOB

説明説明説明説明 CACHELOBは、検索された Oracle8のラージ・オブジェクトを（REPORTS60_TMP
で指定される）テンポラリ・ファイルのディレクトリにキャッシュするかどうかを指定しま
す。

値値値値 YESは、LOBをテンポラリ・ファイル・ディレクトリにキャッシュします。NOは、
LOBをテンポラリ・ファイル・ディレクトリにキャッシュしません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

HTMLCSSIE ファイルに送信されるレポート出力には、Microsoft Internet Explorer 3.x
で読み込むことのできるスタイル・シートの拡張機能が含まれていること
を意味します。

RTF レポート出力が標準のワード・プロセッサ（Microsoft Wordなど）で読
み込むことのできるファイルに送信されることを意味します。Microsoft 
Wordでファイルをオープンした場合、レポートにあるすべてのグラ
フィックスおよびオブジェクトを表示させるには、「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「ページレ「ページレ「ページレ「ページレ
イアウト」イアウト」イアウト」イアウト」を選択する必要があります。

DELIMITED レポート出力が標準のスプレッドシート・ユーティリティ（Microsoft 
Excelなど）で読み込むことのできるファイルに送信されることを意味し
ます。デリミタを選んでいない場合、デフォルトのデリミタとして TAB
が使用されます。

XML レポートが XML文書として出力され、拡張子 XMLの付いた別ファイル
として保存されることを意味します。このレポートは XMLをサポートし
ているブラウザ、あるいは任意の XML表示アプリケーションで開いたり
読み込んだりできます。
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使用上の注意
使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� このオプションはコマンドラインでのみ設定できます。

� テンポラリ・ファイル・ディレクトリのロケーションに十分なディスク領域がない場
合、この値は NOに設定することをお薦めします。ただし、値をNOに設定すると、
LOBをサーバーから複数回フェッチする必要が生じるため、パフォーマンスが低下する
可能性があります。

COPIES

説明説明説明説明 COPIESはプリンタに出力されるレポートの部数です。 

構文構文構文構文 [COPIES=]n

値値値値 1から 9,999までの任意の有効な整数。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト COPIESパラメータの初期値プロパティから取り込みます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� DESTYPEが Printer以外の場合はこのキーワードは無視されます。

� 「ランタイム・パラメータ・フォーム」上で COPIESが空白のままになっている場合は、
デフォルトの 1が使用されます。

CURRENCY

説明説明説明説明 CURRENCYは数字フォーマットで使用される通貨記号です。 

構文構文構文構文 [CURRENCY=]currency_symbol

値値値値 1KBを超えない長さの任意の有効な英数字文字列です。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト ORACLEの場合のデフォルトは ORACLEの各国語サポート機能で決定されま
す。CURRENCYパラメータの初期値プロパティで最高 4文字までのデフォルトを設定でき
ます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 コマンドラインで入力された CURRENCY値は、Property Paletteに入力さ
れた CURRENCY値によって上書きされます。 

THOUSANDS

説明説明説明説明 THOUSANDSは数字フォーマットで使用される 3桁区切り文字です。 

構文構文構文構文 [THOUSANDS=]thousands_symbol
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使用上の注意
値値値値 任意の有効な英数字 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト ORACLEの場合のデフォルトは ORACLEの各国語サポート機能で決定されま
す。THOUSANDSパラメータの初期値プロパティで最高 4文字までのデフォルトを設定で
きます。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� コマンドラインに入力された THOUSANDS値は、Parameterプロパティ・シートに入
力された THOUSANDS値によって上書きされます。 

� THOUSANDS値として定義された英数字が実際に返される値です。たとえば、
THOUSANDS値として ","を定義すると、","が返されます。

DECIMAL

説明説明説明説明 DECIMALは数字フォーマットで使用される小数点記号です。 

構文構文構文構文 [DECIMAL=]decimal_symbol

値値値値 任意の有効な英数字 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト ORACLEの場合のデフォルトは ORACLEの各国語サポート機能で決定されま
す。また、DECIMALパラメータの初期値プロパティでデフォルトを設定することもできま
す。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� コマンドラインに入力された DECIMAL値は、Parameter プロパティ・シートに入
力された DECIMAL値によって上書きされます。 

� DECIMAL値として定義された英数字が実際に返される値です。たとえば、
DECIMAL値として "."を定義すると、"."が返されます。 

READONLY

説明説明説明説明 READONLYは、レポートでの複数回にわたる問合せで読取り一貫性を要求します。
ORACLEからデータにアクセスすると、読取り一貫性は SET TRANSACTION READ ONLY
文によって遂行されます（SET TRANSACTION READ ONLY文の詳細は『Oracle8i Server 
SQLリファレンス』を参照してください）。 

構文構文構文構文 [READONLY=]{YES|NO}

値値値値 YESは読取り一貫性を要求します。NOは読取り一貫性を要求しません。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO
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使用上の注意
使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 1回のみの問合せレポートに対して、ORACLEによってロックを行わずに自
動的に読取り一貫性機能が提供されるため、このキーワードが有効なのは複数回の問合せが
行われているレポートに対してのみです。

制限事項制限事項制限事項制限事項 Reportトリガーの実行順において、SET TRANSACTION READ ONLYがどこで
発生するか注意してください。

LOGFILE

説明説明説明説明 LOGFILEは、「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」からの出力の送信先の
ファイルの名前です。指定されたファイルがすでに存在する場合は、出力はそのファイルに
追加されます。このキーワードはキャラクタ・モードでのみ使用できます。 

構文構文構文構文 [LOGFILE=]logfile

値値値値 任意の有効なファイル名。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 現行ディレクトリの dfltrep.log 

BUFFERS

説明説明説明説明 BUFFERSは KB数で表された仮想メモリー・キャッシュのサイズです。この設定値
を調整して、メモリー領域がレポートを実行するためには十分で、しかも、システム・リ
ソースを使用しすぎない程度であることを確実にしてください。 

構文構文構文構文 [BUFFERS=]n

値値値値 1から 9,999までの数。オペレーティング・システムによっては、上限がより低い場合
があります。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 640KB

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 この設定値をセッションの途中で変更した場合は、変更した設定値は次のレ
ポート実行時まで有効ではありません。

BATCH

説明説明説明説明 BATCHを指定する場合は YESにする必要があります。

構文構文構文構文 [BATCH=]YES
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使用上の注意
PAGESIZE

説明説明説明説明 PAGESIZEは物理ページの大きさ（プリンタが出力するページのサイズ）です。
ページはレポートが入る大きさである必要があるので注意してください。たとえば、レポー
トのフレームがページ・ディメンションを超えるサイズになっている場合、レポートは実行
されません。

構文構文構文構文 [PAGESIZE=]width x height

値値値値 フォームに対する任意の有効なページ・ディメンション。ページ幅×ページ高さ（それ
ぞれ 0以上の数）。最大幅・高さは測定単位によって異なります。インチでは、最大幅・高
さは 512インチ。cmでは 1312cm。パイカでは 36,864パイカ。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト ビットマップの場合は 8.5× 11インチです。キャラクタ・モードの場合は 80
× 66文字です。レポートがキャラクタ・モードに対して設計されていて、ビットマップで
実行あるいは変換されている場合、ページ・サイズが指定されていないときは次の式を使用
して決定されます。（デフォルトのページ・サイズ * 文字ページのサイズ）/デフォルトの文
字のページ・サイズ。たとえば、文字ページのサイズが 80× 20の場合、ビットマップの
ページは次のサイズになります。(8.5 * 80)/80× (11 * 20)/66 = 8.5× 3.33 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� プリンタによっては、物理ページの印刷可能な面積に制限があります。たとえば、プリ
ンタが受け入れる用紙は 8.5× 11インチであっても、実際にプリントできる面積は 8×
10.5インチである可能性もあります。Oracle Reports Services Builderで、使用するプリ
ンタが許容するプリント可能面積を超えるページ幅とページ高さを定義すると、レポー
トを出力した際にクリッピングが生じる可能性があります。クリッピングを避けるに
は、プリンタのプリント可能面積を大きくするか（オペレーティング・システムが対応
できる場合）、ページ幅×ページ高さをそのページのプリント可能面積に設定するかし
ます。 

� このキーワードを使用すると、レポート定義のページ・ディメンションはその値によっ
て上書きされます。 

� コマンドラインに入力された PAGESIZE値は、「ランタイム・パラメータ・フォーム」
に入力された PAGESIZE値によって上書きされます。 

PROFILE

説明説明説明説明 PROFILEはレポートの実行に関するパフォーマンス統計を格納するファイルの名前
です。ファイル名を指定すると、レポートの実行に消費された経過時間と CPU時間に関す
る統計が Oracle Reports Services Builderによって計算されます。PROFILEは次の統計を計
算します。 
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使用上の注意
� TOTAL ELAPSED TIMEは RWBLD60を発行してからデザイナを終了するまでに経過し
た時間です。TOTAL ELAPSED TIMEは Oracle Reports Services Builder Timeと
ORACLE Timeの合計です。 

� Oracle Reports Timeは Oracle Reports Services Builderで消費された時間です。 

� ORACLE Timeはデータベースで消費された時間で、次の要素から構成されています。 

� UPIはデータベースへの接続や SQLの解釈、データのフェッチなどの処理に消費さ
れた時間です。 

� SQLは SRW.DO_SQLの実行に消費された時間です。 

� プロセスが使用した TOTAL CPU Timeは、Builderで消費された CPU時間です。 

構文構文構文構文 [PROFILE=]profiler_file

値値値値 現行ディレクトリにある任意の有効なファイル名。

RUNDEBUG

説明説明説明説明 RUNDEBUGは、レポート中の論理エラーに対して追加のランタイム・チェックを実
行させるかどうかを指定します。RUNDEBUGはエラーではないが望ましくない出力となる
可能性のある事項をチェックします。RUNDEBUGがチェックするのは次の事項です。 

� 重なっているが他のオブジェクトを包括はしない枠および繰り返し現れる枠。これは、
出力の際にあるオブジェクトによって他のオブジェクトが上書きされる原因となる可能
性があります。 

� サイズが固定されていないページ依存リファレンスを持つレイアウト・オブジェクト。
Oracle Reports Services Builderはこのようなオブジェクトのサイズを、「垂直拡張度」
プロパティあるいは「水平拡張度」プロパティにかかわりなく固定します。

� PL/SQLで誤った頻度で参照されているバインド変数。 

構文構文構文構文 [RUNDEBUG=]{YES|NO}

値値値値 YESは追加のランタイム・エラー・チェックを実行します。NOは追加のランタイム・
エラー・チェックを実行しません。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

注意注意注意注意 : データベースは Oracle Reports Services Builderのプロセスに含ま
れているので、オペレーティング・システムによっては、Oracle Reports 
Services Builder時間にデータベース時間が含まれる場合もあります。 
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ONSUCCESS

説明説明説明説明 ONSUCCESSは、レポートの実行が終了した時点で COMMITまたは ROLLBACK
を実行させるかどうかを指定します。 

構文構文構文構文 [ONSUCCESS=]{COMMIT|ROLLBACK|NOACTION}

値値値値 COMMITは、レポート完了時に COMMITを実行します。ROLLBACKは、レポート完
了時に ROLLBACKを実行します。NOACTIONは、レポート完了時にはどちらも行いませ
ん。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト USERIDが入力されているときは COMMIT。外部ソース（たとえば Oracle 
Forms Services）から USERIDの入力なしにコールされたときはNOACTION。 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ONSUCCESSに対する COMMITまたは ROLLBACKは、レポートのトリ
ガーが発行されてから実行されます。これに先だって、他の COMMITおよび ROLLBACK
が発生する場合もあります。詳細は READONLYコマンドの項を参照してください。

ONFAILURE

説明説明説明説明 ONFAILUREは、エラーが発生してレポートが完了されなかった場合に COMMITま
たは ROLLBACKを実行させるかどうかを指定します。 

構文構文構文構文 [ONFAILURE=]{COMMIT|ROLLBACK|NOACTION}

値値値値 COMMITは、レポートが完了しなかった場合に COMMITを実行します。ROLLBACK
は、レポートが完了しなかった場合に ROLLBACKを実行します。NOACTIONは、レポー
トが完了しなかった場合、動作を行いません。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト USERIDが入力されているときは ROLLBACK。外部ソース（たとえば Oracle 
Forms Services）から USERIDの入力なしにコールされたときはNOACTION。 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 ONFAILUREに対する COMMITまたは ROLLBACKは、レポートの完了に
失敗してから実行されます。これに先だって、他の COMMITおよび ROLLBACKが発生す
る場合もあります。詳細は READONLYコマンドの項を参照してください。

KEYIN

説明説明説明説明 KEYINは実行時に実行するキーストローク・ファイルの名前です。KEYINは、
KEYOUTで生成されたキーストローク・ファイルを実行するのに使用されます。KEYINは
キーストローク・ファイルを実行するので、キャラクタ・モード環境でレポートを実行して
いるときのみ使用されます。

構文構文構文構文 [KEYIN=]keyin_file
B-12 Oracle9i Application Server Oracle Reports Services レポートWeb公開ガイド



使用上の注意
値値値値 現行ディレクトリにある任意の有効なキー・ファイル名。 

KEYOUT

説明説明説明説明 KEYOUTは、使用したすべてのキーストロークを Oracle Reports Services Runtime
で記録するときに使用するキーストローク・ファイルの名前です。この後、KEYINを使用
してキーストローク・ファイルを実行できます。KEYOUTと KEYINは、レポート実行時に
必ず使用する一定のキーストロークがある場合に便利です。また、デバッグにも役立ちま
す。KEYOUTはキーストローク・ファイルの作成に使用されるため、キャラクタ・モード
環境でレポートを実行しているときのみ使用されます。

構文構文構文構文 [KEYOUT=]keyout_file

値値値値 任意の有効なファイル名。 

ERRFILE

説明説明説明説明 ERRFILEは、Oracle Reports Services Builderでエラー・メッセージを格納するため
に使用するファイルの名前です。 

構文構文構文構文 [ERRFILE=]error_file

値値値値 任意の有効なファイル名。 

LONGCHUNK

説明説明説明説明 LONGCHUNKは、Oracle Reports Services Builderで LONGの列値を検索する際の
増分の大きさ（単位は KB）です。LONGの値を検索する際に、メモリー容量の制限から一
度にすべてを検索するのではなく、少しずつ検索する方がよい場合があります。
LONGCHUNKは Oracle7および Oracle8のみに適用されます。 

構文構文構文構文 [LONGCHUNK=]n

値値値値 1から 9,999までの数。オペレーティング・システムによっては、上限がより低い場合
があります。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト 10KB

ORIENTATION

説明説明説明説明 ORIENTATIONは、レポートの各ページのプリント方向をコントロールします。 

構文構文構文構文 [ORIENTATION=]{DEFAULT|LANDSCAPE|PORTRAIT}
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使用上の注意
値値値値 DEFAULTは、プリント方向は現行のプリンタ設定どおりとします。LANDSCAPEは
横方向です。PORTRAITは縦方向です。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DEFAULT

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� キャラクタ・モードのレポートに対して ORIENTATION=LANDSCAPEを指定する場
合、プリンタ定義ファイルに横方向を指定する句が含まれていることが必要です。

� Motif上の PCLプリンタに出力する場合はサポートされていません。

BACKGROUND

説明説明説明説明 BACKGROUNDは、コールが同期的（BACKGROUND=NO）か非同期的
（BACKGROUND=YES）かを指定します。同期的コールは、レポートの待機、ランタイム・
エンジンへの割当て、実行、終了までクライアントが待機することを意味します。非同期的
コールは、クライアントは単にコールを送るのみで、その完了まで待機しないことを意味し
ます。クライアント・プロセスが同期的コールの最中に中止された場合、そのジョブは取り
消されます。 

構文構文構文構文 [BACKGROUND=]{YES|NO}

値値値値 YESまたはNO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

MODE

説明説明説明説明 MODEはレポートをキャラクタ・モードで実行するか、ビットマップで実行するか
を指定します。この指定によって、ビットマップ環境の Oracle Reports Services Builderか
らキャラクタ・モードのレポートを実行したり、逆の操作を行うことができます。たとえ
ば、レポートを端末（たとえば vt220など）から PostScriptプリンタに送信するときは、
キャラクタ・モードの RWRUN60を起動して、レポートをMODE=BITMAPで実行できま
す。Windowsでは、MODE=CHARACTERと指定すると、Oracle Reports Services Builder
の ASCIIドライバを使用して編集可能なASCII出力が生成されます。

構文構文構文構文 [MODE=]{BITMAP|CHARACTER|DEFAULT}

値値値値 次の値が適用されます。

� BITMAP

� DEFAULTは、使用中の現行実行ファイルのモードでレポートを実行することを意味し
ます。 

� CHARACTER
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デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト DEFAULT

PRINTJOB

説明説明説明説明 PRINTJOBは、レポートを実行する前に「印刷ジョブ」ダイアログ・ボックスを表示
させるかどうかを指定します。 

構文構文構文構文 [PRINTJOB=]{YES|NO}

値値値値 YESまたはNO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� レポートが派生プロセスで実行されるときは（RWRUN60などの実行ファイルが、
RWBLD60などの別の実行ファイル内でコールされる場合）、PRINTJOBの値にかかわ
りなく、「印刷ジョブ」ダイアログ・ボックスは表示されません。 

� DESTYPE=MAILのときは、PRINTJOBの値にかかわりなく、「印刷ジョブ」ダイアロ
グ・ボックスは表示されません。 

TRACEFILE

説明説明説明説明 TRACEFILEは、Oracle Reports Services Builderでトレース情報が記録されるファイ
ルの名前です。 

構文構文構文構文 [TRACEFILE=]tracefile

値値値値 任意の有効なファイル名。 

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� トレース情報は RDFファイルを実行しているときしか生成できません。REPファイルの
実行中はログを指定できません。 

� TRACEFILEの他に LOGFILEあるいは ERRFILEも指定すると、トレース情報はすべて
一番後で指定されたファイルに格納されます。たとえば、次の場合は、指定されたト
レース情報はすべて err.logに格納されます。それが RWRUN60コマンドで最後に指
定されたファイルであるためです。

RWRUN60 MODULE=order_entry 
USERID=scott/tiger 
TRACEFILE=trace.log LOGFILE=mylog.log 
ERRFILE=err.log 
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TRACEMODE

説明説明説明説明 TRACEMODEは、Oracle Reports Services Builderでトレース情報をファイルに追加
するか、またはファイル全体を上書きするかを指定します。 

構文構文構文構文 [TRACEMODE=]{TRACE_APPEND|TRACE_REPLACE}

値値値値 TRACE_APPENDは、新しい情報をファイルの末尾に追加します。TRACE_REPLACE
はファイルを上書きします。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト TRACE_APPEND

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 トレース情報は RDFファイルを実行しているときしか生成できません。
REPファイルの実行中はログを指定できません。 

TRACEOPTS

説明説明説明説明 TRACEOPTSは、レポート実行中にトレース・ファイルに記録するトレース情報を
指示します。

構文構文構文構文 [TRACEOPTS=]{TRACE_ERR|TRACE_PRF|TRACE_APP|TRACE_PLS|TRACE_SQL|
TRACE_TMS|TRACE_DST|TRACE_ALL|(opt1, opt2, ...)}

値値値値 次の値が適用されます。

� 括弧に入ったオプションのリストは、括弧内のすべてのオプションを使用することを指
定します。たとえば、TRACE_OPTS=（TRACE_APP, TRACE_PRF）は、TRACE_APP
と TRACE_PRFを適用することを意味します。

� TRACE_ALLは、トレース情報であると思われるものをすべてトレース・ファイルに記
録することを意味します。 

� TRACE_APPは、すべてのレポート・オブジェクトにあるトレース情報をトレース・
ファイルに記録することを意味します。 

� TRACE_BRKは、トレース・ファイル内のブレークポイントをリストすることを意味し
ます。 

� TRACE_DSTは、トレース・ファイル内の配布リストをリストすることを意味します。
この情報を使用して、どのセクションがどの宛先に送信されたのか、判断できます。ト
レース・ファイルのフォーマットは DSTファイルのフォーマットとよく似ているので、
カット・アンド・ペーストによってトレース・ファイルから DSTファイルを生成でき
ます。

� TRACE_ERRは、トレース・ファイルにあるエラー・メッセージと警告をリストするこ
とを意味します。 
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� TRACE_PLSは、すべての PL/SQLオブジェクトにあるトレース情報をトレース・ファ
イルに記録することを意味します。 

� TRACE_PRFは、トレース・ファイルにあるパフォーマンス統計を記録することを意味
します。 

� TRACE_SQLは、すべての SQLにあるトレース情報をトレース・ファイルに記録するこ
とを意味します。 

� TRACE_TMSは、トレース・ファイルの各エントリに対してタイムスタンプを入力する
ことを意味します。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト TRACE_ALL

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 トレース情報は RDFファイルを実行しているときしか生成できません。
REPファイルの実行中はログを指定できません。 

AUTOCOMMIT

説明説明説明説明 データベースの変更（CREATEなど）をデータベースに自動的にコミットするかど
うかを指定します。ある種の非 ORACLEデータベース（SQL Serverなど）では、
AUTOCOMMIT=YESとする必要があります。

構文構文構文構文 [AUTOCOMMIT=]{YES|NO}

値値値値 YESまたはNO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

NONBLOCKSQL

説明説明説明説明 NONBLOCKSQLは、Oracle Reports Services Runtimeがデータベースからデータを
フェッチしているときに他のプログラムの実行を認めるかどうか指定します。

構文構文構文構文 [NONBLOCKSQL=]{YES|NO}

値値値値 YESは、データをフェッチしているときに他のプログラムを実行できます。NOは、
データをフェッチしているときは他のプログラムを実行できません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

ROLE

説明説明説明説明 ROLEは、レポートに対するデータベース・ロールを実行時にチェックするように指
定します。RWBLD60については ROLEは無視されます。
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構文構文構文構文 [ROLE=]{rolename/[rolepassword]}

値値値値 有効なロールと（任意で）ロール・パスワード

DISABLEPRINT

説明説明説明説明 DISABLEPRINTは、Runtimeプレビューアの「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→「印刷」「印刷」「印刷」「印刷」、または
「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」「ページ設定（プリンタ選択）」（Motif上の）およびそれに対応するツール
バー・ボタンを使用不可能にするかどうか指定します。

構文構文構文構文 [DISABLEPRINT=]{YES|NO}

値値値値 YESまたはNO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO（レポート出力に印刷したくない空白ページがある場合）

DISABLEMAIL

説明説明説明説明 DISABLEMAILは、Runtimeプレビューアの「ファイル」→「メール」メニューと
それに対応するツールバー・ボタンを使用不可能にするかどうか指定します。

構文構文構文構文 [DISABLEMAIL=]{YES|NO}

値値値値 YESまたはNO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

DISABLEFILE

説明説明説明説明 DISABLEFILEは、Runtimeプレビューアの「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「ファイル出力」「ファイル出力」「ファイル出力」「ファイル出力」メ
ニューを使用不可能にするかどうか指定します。

構文構文構文構文

[DISABLEFILE=]{YES|NO}

値値値値 YESまたはNO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO
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DISABLENEW

説明説明説明説明 DISABLENEWは、「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「新規プレビューア」「新規プレビューア」「新規プレビューア」「新規プレビューア」メニューを使用不可能にして、
Runtimeプレビューアの新しいインスタンスを表示する機能を使用できないようにするかど
うかを指定します。

構文構文構文構文 [DISABLENEW=]{YES|NO}

値値値値 YESまたはNO

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

DESTINATION

説明説明説明説明 DESTINATIONキーワードを使用すると、レポートの現行の実行処理に対応する配
布を定義する DSTファイルの名前を指定できます。

構文構文構文構文 [DESTINATION=]filename.DST

値値値値 レポートあるいはレポートのある部分の配布を定義する DSTファイルの名前

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 DESTINATIONキーワードを使用可能にするには、コマンドラインで
DISTRIBUTE=YESと指定する必要があります。

DISTRIBUTE

説明説明説明説明 DISTRIBUTEを使用すると、レポート出力の宛先としてレポート配布定義あるいは
DSTファイルで定義されている配布リスト上の複数の宛先への配布を可能または不可能にで
きます。

構文構文構文構文 [DISTRIBUTE=]{YES|NO}

値値値値 YESは、レポートを配布リストにある宛先に配布します。

NOは、配布リストを無視して、DESNAMEおよび DESFORMATの指定どおりにレポート
を出力します。これは基本的には、配布目的としてセットアップされているレポートを実際
には配布することなく実行できるようにするデバッグ・モードです。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 DESTINATIONキーワードを使用可能にするためには、DISTRIBUTE=YES
と指定する必要があります。
RWCLI60コマンドライン引数 B-19



使用上の注意
PAGESTREAM

説明説明説明説明 PAGESTREAMは、レポートが HTMLあるいは HTMLCSSとしてフォーマットされ
ている場合に、次のいずれかで設定されているナビゲーション・コントロールを使用して、
そのレポートのページ・ストリームを可能または不可能にします。

� Reportプロパティ・パレットのページ・ナビゲーション・コントロール値プロパティお
よびページ・ナビゲーション・コントロール・タイプ・プロパティ

� Before Reportトリガーの PL/SQL（SRW.SET_PAGE_NAVIGATION_HTML）

構文構文構文構文 [PAGESTREAM=]{YES|NO}

値値値値 YESはページ・ストリームを行います。NOはページ・ストリームを行わずにレポート
を出力します。 

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト NO

BLANKPAGES

説明説明説明説明 BLANKPAGESは、レポートの印刷時に空白ページを抑止するかどうか指定します。
このキーワードは、レポート出力に印刷したくない空白ページがある場合に使用します。

構文構文構文構文 [BLANKPAGES=]{YES|NO}

値値値値 YESはすべての空白ページを印刷します。NOは空白ページは印刷しません。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト YES

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 BLANKPAGESは、論理ページが複数の物理ページ（またはパネル）にわ
たっていて、空白の物理ページの印刷はすべて抑止するときに特に便利です。

SERVER

説明説明説明説明 SERVERは Oracle Reports Servicesの TNSサービス・エントリ名です。

構文構文構文構文 [SERVER=]tnsname

値値値値 任意の TNSサービス・エントリ名

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 Webサーバー・マシン上で REPORTS60_REPORTS_SERVER環境変数を設
定すると、デフォルト・サーバーを使用してリクエストを処理するための SERVERコマンド
ライン引数を省略できます。あるいは、SERVERコマンドライン引数を指定してデフォルト
値を上書きすることもできます。
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使用上の注意
JOBNAME

説明説明説明説明 JOBNAMEは、Oracle Reports Services Queue Managerに表示されるジョブ名です。
これはコメントとして扱われ、ジョブの実行にはまったく関係しません。このキーワードが
指定されていないときは、キュー・マネージャではレポート名がジョブ名として表示されま
す。 

構文構文構文構文 [JOBNAME=]string

SCHEDULE

説明説明説明説明 SCHEDULEはスケジューリング・コマンドです。デフォルトは「ただちに開始」で
す。スケジューリング・コマンドの引用を不要にするためには、スペースではなくアンダー
スコア（_）を使用します。次に例を示します。 

schedule=every_first_fri_of_month_from_15:53_Oct_23,_1999_retry_3_after_1_hour
schedule=last_weekday_before_15_from_15:53_Oct_23,_1999_retry_after_1_hour

構文構文構文構文 現行の構文は、次のとおりです。

[SCHEDULE=]string

ここで、stringは次のとおりです。

[FREQ from] TIME [retry {n} + after LEN]

注意注意注意注意 : 従来のフォームの SCHEDULE構文はサポートされていますが、
ここでは現行の SCHEDULE構文についてのみ説明します。

FREQ hourly | daily | weekly | monthly | {every LEN | DAYREPEAT}} | 
{last  {WEEKDAYS | weekday | weekend} before {n}+}

LEN {n}+ {minute[s] | hour[s] | day[s] | week[s] | month[s]}

DAYREPEAT {first | second | third | fourth | fifth} WEEKDAYS of month

WEEKDAYS mon | tue | wed | thu | fri | sat | sun

TIME now | CLOCK [DATE]

CLOCK h:m | h:mm | hh:m | hh:mm

DATE today | tomorrow | {MONTHS {d | dd} [,year]}

MONTHS jan | feb | mar | apr | may | jun | jul | aug | sep | oct | nov | dec
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使用上の注意
TOLERANCE

説明説明説明説明 TOLERANCEは、重複ジョブの検出に対する許容時間を分で表したものです。
TOLERANCEは、重複したジョブが検出された場合の、レポートのキャッシュ済出力の再
利用に対する最大許容時間を決定します。レポートについて許容時間を設定すると、重複し
たジョブが見つかった場合の処理時間が短縮されます。

重複ジョブの検出の詳細は 4.2項「重複ジョブの検出」を参照してください。

構文構文構文構文 [TOLERANCE=]number

値値値値 0から始まる任意の時間（単位は分）

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� 許容時間が設定されていないときは、キャッシュに重複レポートが見つかった場合で
も、Oracle Reports Servicesはそのレポートを再実行します。

� 同一ジョブが提出されたときにレポートが処理中（つまり、現行のジョブ・キューにあ
るとき）であった場合は、TOLERANCEが設定されていない場合やゼロに設定されて
いる場合でも、Oracle Reports Servicesは現在実行中のジョブの出力を再利用します。

DELIMITER

説明説明説明説明 DELIMITERは、レポート出力のセルを区切るために使用する文字を指定します。

構文構文構文構文 [DELIMITER=]value

値値値値 次のような、任意の英数字または英数字の文字列です。

また、次の 4つの予約値のいずれも使用できます。

, 各セルがカンマで区切られることを意味します。

. 各セルがピリオドで区切られることを意味します。

tab 各セルがタブで区切られることを意味します。

space 各セルがスペースで区切られることを意味します。

return 各セルが改行で区切られることを示します。

none デリミタを使用しないことを意味します。
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使用上の注意
また、次のような、ASCIIのキャラクタ・セットに基づいたエスケープ・シーケンスも使用
できます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Tab

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定していると
きのみです。 

CELLWRAPPER

説明説明説明説明 CELLWRAPPERは、レポート出力において区切られたセルの周囲に表示される文字
を指定します。

構文構文構文構文 [CELLWRAPPER=]value

値値値値 次のような、任意の英数字または英数字の文字列です。

また、次の 4つの予約値のいずれも使用できます。

また、次のような、ASCIIのキャラクタ・セットに基づいたエスケープ・シーケンスも使用
できます。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト none

¥t 各セルがタブで区切られることを意味します。

¥n 各セルが改行で区切られることを示します。

" 二重引用符がセルの両側に表示されることを意味します。

' 一重引用符がセルの両側に表示されることを意味します。

tab セルの両側にタブが表示されることを意味します。

space セルの両側にスペースが 1個表示されることを意味します。

return セルの両側に改行が表示されることを意味します。

none セル・ラッパーが使用されないことを意味します。

¥t セルの両側にタブが表示されることを意味します。

¥n セルの両側に改行が表示されることを意味します。
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使用上の注意
使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定しているときのみです。

� セル・ラッパーは実際のデリミタとは異なります。

DATEFORMATMASK

説明説明説明説明 DATEFORMATMASKは、日付の値がデリミタ付きのレポート出力でどのように表
示されるかを指定します。

構文構文構文構文 [DATEFORMATMASK=]mask

値値値値 任意の日付書式マスク

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定していると
きのみです。

NUMBERFORMATMASK

説明説明説明説明 NUMBERFORMATMASKは、数値がデリミタ付きのレポート出力でどのように表示
されるかを指定します。

構文構文構文構文 [NUMBERFORMATMASK=]mask

値値値値 任意の数値書式マスク

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 この引数を使用できるのは、DESFORMAT=DELIMITEDと指定していると
きのみです。

EXPRESS_SERVER

説明説明説明説明 EXPRESS_SERVERは接続先の OLAP Serverを指定します。

構文構文構文構文 EXPRESS_SERVER="server=[server]/domain=[domain]/user=[userid]/
password=[passwd]"

RAMの構文の構文の構文の構文

EXPRESS_SERVER="server=[server]/domain=[domain]/
user=[userid]/password=[passwd]/ramuser=[ramuserid]/
rampassword=[rampasswd]/ramexpressid=[ramexpid]/
ramserverscript=[ramsscript]/rammasterdb=[ramdb]/
ramconnecttype=[ramconn]"
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使用上の注意
値値値値 二重引用符（"）に囲まれた有効な接続文字列。ここで、

server OLAP Server文字列（たとえば
ncacn_ip_tcp:olap2-pc/sl=x/st=x/ct=x/sv=x/）。サー
バー文字列の詳細は次を参照してください。

domain OLAP Serverのドメイン。

user OLAP Serverにログオンするためのユーザー ID。

password そのユーザー IDに対するパスワード。

ramuser RDBMSにログインするためのユーザー ID。

rampassword RDBMSに対するパスワード。

ramexpressid Oracle Sales Analyzerデータベースのユーザー ID。これが必要な
のは Oracle Sales Analyzerデータベースを使用するときのみで
す。

ramserverscript サーバー上のリモート・データベースの構成ファイル（RDC）の
完全なファイル名（フルパスを含む）。このファイルは、コード
やデータのデータベースの場所などの情報を指定します。UNC
（Universal Naming Convention）構文を使用すると、同じドライ
バ文字をその場所にマップすることなく、複数のユーザーが同じ
接続を使用してデータにアクセスすることを許可できます。UNC
構文は、¥¥ServerName¥ShareName¥の後に任意の下位フォル
ダまたはファイルが続きます。

rammasterdb 最初に付加される Relational Access Managerデータベースの名
前。データベース・ファイル名以外は指定しないでください。こ
のデータベースは OLAP Serverの ServerDBPathにあるパス・リ
ストに記載されているディレクトリに常駐している必要がありま
す。ServerDBPathは、Express Configuration Managerの「設定
の編集」ダイアログ・ボックスの「ファイル I/O」タブで確認で
きます。

ramconnecttype Express接続の種類。直接接続の場合は必ず 0を指定してくださ
い。
RWCLI60コマンドライン引数 B-25



使用上の注意
パラメータパラメータパラメータパラメータ サーバー値には、Oracle Express Connection Editorで設定され、接続（XCF）
ファイルに格納されている設定値に対応する 4つのパラメータが含まれています。4つのパ
ラメータがすべて必要ですが、指定する順序は任意です。次の表は、各パラメータとそれぞ
れの設定値をまとめたものです。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 使用上の注意は、次のとおりです。

� 文字列の全体が引用の内部に含まれるので、必要に応じて（たとえば、ユーザー IDが
John Smithだった場合など）文字列にスペースを含めることができます。

� 文字列にスラッシュ（/）が必要なときは、エスケープ文字としてスラッシュをもう 1
つ使用する必要があります。たとえば、ドメインがツールあるいはレポートである場合
は、コマンドラインは次のようになります。

EXPRESS_SERVER="server=ncacn_ip_tcp:olap2-pc/sl=0/
st=1/ct=0/sv=1/ domain=tools//reports"

� 文字列の中では一重引用符を使用できます。二重引用符で囲まれているため、特別な扱
いは受けません。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 設定設定設定設定

sl サーバー・ログ
イン

-2: ホスト（ドメイン・ログイン）

-1: ホスト（サーバー・ログイン）

0: 認証不要

1: ホスト（ドメイン・ログイン）と Connectセキュリティ

2: ホスト（ドメイン・ログイン）と Callセキュリティ

3: ホスト（ドメイン・ログイン）と Packetセキュリティ

4: ホスト（ドメイン・ログイン）と Integrityセキュリティ

5: ホスト（ドメイン・ログイン）と Privacyセキュリティ

注意注意注意注意 : Windows NTではすべての設定値を使用します。
UNIXシステムでは、設定値 0、-1および -2のみを使用しま
す。これらの設定値の情報は、Express Connection Editorの
Helpシステムを参照してください。

st サーバーの種類 1: OLAP Server

ct 接続の種類 0: Express接続

sv サーバー・バー
ジョン

1: Express 6.2以降
B-26 Oracle9i Application Server Oracle Reports Services レポートWeb公開ガイド



使用上の注意
AUTHID

説明説明説明説明 AUTHIDは、制限付きの Oracle Reports Servicesサーバーのユーザーを認証するの
に使用されるユーザー名とパスワードです。ユーザー認証によって、レポート・リクエスト
を行っているユーザーが要求されたレポートを実行するアクセス権限を持っていることが保
証されます。ユーザーがログオンに成功すると、Oracle Portalに登録されている、保護され
ている Oracle Reports Servicesサーバーに対してユーザーを認証する暗号化された cookieが
送信されます。デフォルトでは、cookieは 30秒で無効になります。cookieが期限切れにな
ると、その後のリクエスト（保護されている Oracle Reports Servicesサーバーに送られるリ
クエスト）は、再度認証される必要があります。

REPORTS60_COOKIE_EXPIRE環境変数を使用して、認証 cookieの有効期限を変更できます。
詳細は、付録 D「環境変数」 を参照してください。

ユーザーが cookieの期限が切れるまでは認証され続けるようにする場合は、レポート・リ
クエストから AUTHIDのコマンドライン引数を省略します。ユーザーが、レポート・リク
エストを実行するたびに認証されるようにする場合は、CGIコマンド SHOWAUTHと
AUTHTYPE=Sをレポートの URLで使用します。あるいは、%S引数を cgicmd.dat 
（CGI）ファイルのキー・マッピング・エントリに含めます。

構文構文構文構文 [AUTHID=]username/password

値値値値 Oracle Portalで生成した任意の有効なユーザー名とパスワード。Oracle Portalに新し
いユーザー・アカウントを生成するときはデータベース管理者に相談してください。

CUSTOMIZE

説明説明説明説明 CUSTOMIZEは、レポート実行時に適用させる XMLファイルを指定します。XML
ファイルには、レポート定義をなんらかの形で変更する、カスタマイズされた設定（フォン
トや色の変更など）が入っています。

構文構文構文構文 [CUSTOMIZE=]filename.xml | (filename1.xml, filename2.xml, ...)

値値値値 有効な XMLレポート定義を含むファイル名またはファイル名のリスト。必要に応じ
て、ファイル名の前にパス情報を付加します。 
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SAVE_RDF

説明説明説明説明 SAVE_RDFは、RDFファイルと XMLカスタマイズ・ファイルの複合ファイルの保
存先のファイルを指定します。この引数が真価を発揮するのは、XMLファイルを
CUSTOMIZEキーワードを使用して適用させたい RDFファイルがあって、その 2つのファ
イルを複合したものを新しい RDFファイルに保存する場合です。

構文構文構文構文 [SAVE_RDF=]filename.rdf

値値値値 任意の有効なファイル名。 
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Oracle Reports Services構成パラメ
C

Oracle Reports Services構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

この付録には、Oracle Reports Servicesの構成パラメータの包括的なリストが収録されてい
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

CACHEDIR CACHEDIRは Oracle Reports Servicesのキャッシュです。
CACHEDIRはマシン上の任意のディレクトリあるいは論理ドライブ
に設定できます。指定されていないときのデフォルトは
ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVER¥CACHEです。次に例を示しま
す。

CACHEDIR="C:¥ORACLE_HOME¥Report60¥cache"

CACHESIZE CACHESIZEはMBで表したキャッシュ・サイズです。数多くのレ
ポートの出力を Oracle Reports Servicesのキャッシュに格納するとき
は、この設定値を大きくする必要がある場合があります。キャッシュ
にはそれほど多くの出力を格納する予定がなく、システム・リソース
に余裕がないときは、この設定値を小さくする必要がある場合もあり
ます。キャッシュがこの設定サイズを超えると、Oracle Reports 
Servicesはキャッシュされたファイルを先入れ先出し方式でクリー
ン・アップします。デフォルト値は 50です。

注意注意注意注意 : このパラメータは Queue Managerから設定できます。Queue 
Managerを開いて管理者としてログインします。「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロ「プロ「プロ「プロ
パティ」パティ」パティ」パティ」を選択してから、「CACHESIZE（MB）」の設定値を変更し
ます。
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CLUSTERCONFIG CLUSTERCONFIGはマスター・サーバーに対するスレーブ・サー
バーの構成です。クラスタ化によって、レポートを複数の Oracle 
Reports Servicesで実行することが可能になります。マスター・サー
バーは、使用可能なスレーブ・サーバーを識別して、それらのエンジ
ンを必要に応じて起動できます。マスター・サーバーに対して、多く
のサーバーをスレーブとしてセットアップできます。マスター・サー
バーの構成ファイルで次の構文を使用します。

Clusterconfig="(server=<servername> minengine=<minimum number of master 
engines> maxengine=<maximum number of master engines> initengine=<initial 
number of master engines> cachedir=<directory of central cache>)"

注意注意注意注意 :  各スレーブの定義は括弧で囲む必要があります。

手順の詳細は、第 6章「Oracle Reports Servicesサーバーの クラスタ
の構成」を参照してください。

ENGLIFE ENGLIFEは、1つのエンジンが停止するまでに実行するレポートの
最大数です。その後 Oracle Reports Servicesによって、新しいリクエ
ストに対して新たなエンジンが起動されます。デフォルト値は 50で
す。

FAILNOTEFILE FAILNOTEFILEは、実行に失敗したジョブに対して指定された電子
メール・アドレスに送信された通知メッセージのテンプレートのパス
とファイル名です。次に例を示します。

FAILNOTEFILE="C:¥ORACLE_HOME¥Report60¥failnote.dat"

IDENTIFIER IDENTIFIERは暗号化されたキューの管理者 IDとパスワードの入っ
た内部設定値ですこれは変更しないでください。IDENTIFIERが指定
されていない場合、削除されている場合、あるいは構成ファイルが存
在しない場合は、誰でも Oracle Reports Services Queue Managerか
らユーザー IDとパスワードを入力して、キュー管理者としてログイ
ンできます。このような方法でログインした者がいると、そのとき指
定されたユーザー IDとパスワードが、Oracle Reports Services 
Queue Managerで変更されない限り、キュー管理者のユーザー IDと
パスワードとなります。

INITENGINE INITENGINEは、Oracle Reports Servicesによって起動されるランタ
イム・エンジンの初期数です。サーバー・プロセスは起動時に、この
値に表されている数のエンジンを派生します。サーバ・プロセスはこ
れらのエンジンが接続するまで 2分間待機し、接続されない場合は停
止します。エンジンがこの時間内に接続できない場合は、通常、セッ
トアップに問題があります。デフォルト値は 1です。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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LOGOPTION LOGOPTIONはログ・ファイルに挿入させたいログ情報の種類です。
オプションは alljob、failedjob、succeededjobです。次に例を示しま
す。

LOGOPTION="alljob"

MAILPROFILE DESTYPE=MAILの場合、Oracle Report Servicesによってメールが
特定の宛先に送信されます。MAILPROFILEは、Oracle Report 
Servicesからレポートを送信するときに使用されるメール・プロファ
イルとパスワードです。次に例を示します。

MAILPROFILE="mailprofileid/password"

このパラメータは、Windows NTにのみ適用できます。Windows 
NTには独自のWindowsメッセージ・システムが備わっており、MS 
Exchangeはそのシステム（特にMAPI）を使用します。MAPIを機
能させるには、MAPIが送信者の情報を認識できるように、MS 
Exchange内に作成されたエントリに対応するプロファイル・エント
リを提供する必要があります。

Netscape 4.7以降を使用している場合、MAILPROFILEパラメータを
設定する必要はありません。そのかわり、Netscapeの電話帳にすべ
ての受信者のエントリを作成する必要があります。

MAXCONNECT MAXCONNECTは一度にサーバー・プロセスに接続できるプロセス
の最大数です。この設定値はエンジンとクライアントの合計で、2
（エンジンとクライアントが最低 1つずつ）を超える数とする必要が
あります。デフォルト値は 20です。

MAXENGINE MAXENGINEは Oracle Reports Servicesでレポートを実行するのに
使用できるランタイム・エンジンの最大数です。サーバー・プロセス
はアクティブなエンジンの数をこの値で示される数以下に抑えようと
します。この数のエンジンに対応できるだけのメモリーとリソースを
使用できるか確認してください。デフォルト値は 1です。

注意注意注意注意 : このパラメータは Oracle Reports Services Queue Managerか
ら設定できます。Oracle Reports Services Queue Managerを開いて
管理者としてログインします。「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択し
てから、「同時実行エンジン : 最大」の設定を変更します。

MAXIDLE MAXIDLEは、エンジンが停止する前にアイドル状態でいられる最長
時間です。Oracle Reports Servicesは、エンジンを停止すると使用で
きるエンジンの数がMINENGINEで定義された数を下回ることにな
る場合は、停止を行いません。デフォルト値は 30分です。

注意注意注意注意 : このパラメータは Oracle Reports Services Queue Managerか
ら設定できます。Oracle Reports Services Queue Managerを開いて
管理者としてログインします。「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択し
てから、「エンジン停止前の最大アイドル時間（分）」の設定値を変更
します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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MINENGINE MINENGINEは、Oracle Reports Servicesがレポートの実行に使用す
るために持つべきランタイム・エンジンの最小数です。サーバー・プ
ロセスはアクティブなエンジンの数をこの値で示される数以上に維持
しようとします。この数のエンジンに対応できるだけのメモリーとリ
ソースを使用できるか確認してください。デフォルト値は 0です。

注意注意注意注意 :  このパラメータは Oracle Reports Services Queue Managerか
ら設定できます。Oracle Reports Services Queue Managerを開いて
管理者としてログインします。「キュー」「キュー」「キュー」「キュー」→→→→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択し
てから、「同時実行エンジン : 最小」の設定を変更します。

PERSISTFILE PERSISTFILEは Oracle Reports Servicesの DATファイルの保存場所
を示します。このファイルにはスケジュール済のジョブの詳細が入っ
ています。PERSISTFILEが指定されていないときのデフォルトは
ORACLE_HOME¥REPORT60¥SERVERです。次に例を示します。

PERSISTFILE="C:¥ORACLE_HOME¥Report60¥repserver.dat"

REPOSITORYCONN REPOSITORYCONNはサーバーの起動時に Oracle Reports Services
をデータベースに接続するデータベース接続文字列です。データベー
スは、ジョブが実行されているときは必ず Oracle Reports Servicesの
キュー・アクティビティ（スケジュール済のジョブ）のスナップ
ショットを入手します。

データベースにキュー・アクティビティ表を作成するには、
rw_server.sqlスクリプトを実行する必要があります。次に例を示
します。

REPOSITORYCONN="repserver_schema/password@mydb"

SECURITY SECURITYは、Oracle Reports Services Queue Managerを通じて
キャッシュされた出力ファイルにアクセスするためのセキュリティ・
レベル（0、1、2または 3）です。0はジョブのキャッシュにある出
力に誰でもアクセスできることを意味します。1は、そのジョブを実
行したユーザーと同じユーザー IDを持つユーザーのみにキャッシュ
内の出力へのアクセスが認められることを意味します。2は、その
ジョブを送信したのと同じプロセスのみにキャッシュ内の出力へのア
クセスが認められることを意味します。3は、キャッシュ内の出力へ
のアクセスが許可されていないことを意味します。 

デフォルト値は 1です。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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SECURITYTNSNAME SECURITYTNSNAMEは、Oracle Reports Servicesに対するユーザー
の認証に使用される Oracle Portalデータベースの TNS名です。
Oracle Reports Servicesでは、Oracle Portalを使用してセキュリ
ティ・チェックを行い、また、アクセスの制限された Oracle Reports 
Servicesサーバーに対するレポートの実行、ならびに、リクエストが
ある場合は、アクセスの制限されたプリンタへの出力に対するアクセ
ス特権をユーザーが持っているかを確認します。

SECURITYTNSNAMEパラメータが設定されている場合、Oracle 
Reports Servicesを使用してレポート・リクエストを処理するには、
Oracle Reports Servicesサーバー、プリンタ、Oracle Portalにあるレ
ポートについての情報を追加する必要があります。次に例を示しま
す。

SECURITYTNSNAME="sec_db"

詳細は、第 5章「Oracle Portalを使用した Oracle Reports Servicesセ
キュリティ」 を参照してください。

SOURCEDIR SOURCEDIRは、レポートやその他のランタイム・ファイルを検索
する際に、REPORTS60_PATHの前に検索されるパスです。各
Oracle Reports Servicesは異なるディレクトリを検索できるため、こ
の設定値は、同じ ORACLE_HOMEを共有する複数の Oracle 
Reports Servicesがある場合に便利です。次に例を示します。

SOURCEDIR="C:¥my_reports"

SUCCNOTEFILE SUCCNOTEFILEは、実行に成功したジョブに対して指定された電子
メール・アドレスに送信された通知メッセージのテンプレートのパス
とファイル名です。次に例を示します。

SUCCNOTEFILE="C:¥ORACLE_HOME¥REPORT60¥succnote.dat"

TEMPDIR TEMPDIRは、テンポラリ・ファイルを作成するときに
REPORTS60_TMPのかわりに使用されるディレクトリです。
TEMPDIRはマシン上の任意のディレクトリあるいは論理ドライブに
設定できます。次に例を示します。

TEMPDIR="C:¥ORACLE_HOME¥Report60¥temp"

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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環境
D

環境変数環境変数環境変数環境変数

この付録では、Oracle Reports Servicesに属する環境変数と構成パラメータに関する詳しい
情報を提供します。CGIおよびサーブレットの環境変数の一覧については、次の表を参照し
てください。

環境変数は、Oracle Reports Servicesの動作をコントロールまたはカスタマイズするために
使用される構成パラメータです。Windows NTの場合、環境変数はレジストリ・エディタを
使用して設定します。UNIXの場合は、シェル・スクリプトを使用して設定します。

変数変数変数変数 説明説明説明説明

REPORTS60_COOKIE_EXPIRE cookieの期限を分単位で決定します。デフォルト値は 30
です。

cookieは、ユーザーが保護された Oracle Reports 
Servicesサーバーにログインして、レポート・リクエス
トを実行する際に、暗号化されたユーザー名とパスワー
ドをクライアント側に保存します。ログインに成功する
と、暗号化された cookieがブラウザに送られます。
cookieが期限切れになると、それに続くリクエスト（保
護された Oracle Reports Servicesサーバーに送られるリ
クエスト）のユーザーは、再度認証される必要がありま
す。

REPORTS60_DB_AUTH データベースにログインするためのデータベース認証テ
ンプレートを指定します。デフォルト値は dbauth.htm
です。

REPORTS60_ENCRYPTION_KEY cookieのユーザー名とパスワードを暗号化するための暗
号化キーを指定します。暗号化キーは、どの文字列でも
設定できます。デフォルト値は reports6.0です。

REPORTS60_CGIDIAGBODYTAGS Oracle Reports Servicesサーバー CGIで、RWCGI60の
診断およびデバッグ出力に <BODY...>タグとして挿入さ
れる HTMLタグを指定します。たとえば、テキストや
背景の色および画像の設定にこの環境を使用できます。 
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REPORTS60_CGIDIAGHEADTAGS Oracle Reports Servicesサーバー CGIで、RWCGI60の
診断およびデバッグ出力の <HEAD>タグと </HEAD>
タグの間に挿入される HTMLタグを指定します。たと
えば、<TITLE>または <META...>タグの設定にこの環
境を使用できます。

REPORTS60_CGIHELP Oracle Reports Servicesサーバー CGIで、次のように空
のリクエストとともに RWCGI60が呼び出された場合に
呼び出される RWCGI60ヘルプ・ファイルの URLまた
は URIを定義します。

http://your_webserver/rwcgi60? 

たとえば、これを http://www.yahoo.comに設定す
るとその URLに移動し、次のように myhelpfile.htm
に設定するとファイルを表示します。

 http://your_webserver/myhelpfile.htm

このパラメータが未定義の場合、デフォルトのヘルプ画
面が表示されます。

REPORTS60_CGIMAP Oracle Reports Servicesサーバー CGIで、マップ・ファ
イル構成を使用している場合、RWCGI60マップ・ファ
イルの完全修飾ファイル名および位置を定義します。次
に例を示します。

C:¥ORANT¥REPORT60¥cgicmd.dat

REPORTS60_CGINODIAG Oracle Reports Servicesサーバー CGIで、ヘルプや
ショーマップなどのデバッグおよび診断出力が定義され
ている場合、それらすべての RWCGI60からの出力を無
効にします。たとえば、REPORTS60_CGINODIAが定
義されていると、次の行は機能しません。

http://your_webserver/rwcgi60/help?

REPORTS60_REPORTS_SERVER CGIリクエスト用のデフォルトの Oracle Reports 
Servicesサーバーを指定します。この環境変数が設定さ
れている場合、レポート・リクエストでデフォルトの
サーバーを使用して処理を行う際に SERVERコマンドラ
イン引数を使用して指定する操作を省略できます。ま
た、SERVERコマンドライン引数を使用してデフォルト
を書き換えることもできます。

REPORTS60_SSLPORT SSLを使用していて 443以外のポート番号を用いる場合、
この変数を使用して別のポート番号を指定できます。デ
フォルト値は 443です。

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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REPORTS60_SYS_AUTH アクセスの制限された Oracle Reports Servicesサーバー
に対するレポート・リクエストをユーザーが実行する際
に、ユーザー名とパスワードを認証するために使用する
認証テンプレートを指定します。

変数変数変数変数 説明説明説明説明
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データベース接続文
E

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列

ここでは、CGIまたはサーブレットを使用してレポート・リクエストを指定するときに使用
できる、一般的なデータベース接続文字列をリストしています。データベース接続文字列と
は、データベースに接続するために USERIDコマンドライン引数の中で使用する値を指しま
す。

USERIDコマンドライン引数の詳細は、付録 B「RWCLI60コマンドライン引数」を参照し
てください。

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列
Oracle Reports 
Servicesの応答の応答の応答の応答 ユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクション

USERID未設定 データベース認証フォー
ムを返します。

Oracleまたはプレース
ホルダ・ユーザー名お
よびパスワードを入力
します。

Oracle username@database Oracleの接続文字列表か
らユーザー名とデータ
ベースの組を探して、パ
スワードを取得します。
Oracle Reports Services
がパスワードを見つける
と、レポートが実行され
ます。

なし。

パスワードが見つからな
かった場合、Oracle 
Reports Servicesはデー
タベース認証フォームを
返します。

データベース・パス
ワードを入力します。

Oracle username/password@database 接続文字列を受け、レ
ポートを実行します。

なし。
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Oracle username/password ローカルのデータベース
を使用し、レポートを実
行します。

なし。

ローカルのデータベース
がない場合、Oracle 
Reports Servicesは、
データベース認証フォー
ムを返します。

Oracleデータベースを
入力します。

<$username>@database 接続文字列表のプレース
ホルダ・ユーザー名を探
します。ユーザー名が見
つからなかった場合、
Oracle Reports Services
はデータベース認証
フォームを返します。 

Oracleユーザー名およ
びパスワードを入力し
ます。

Oracle Reports Services
が表中のプレースホル
ダ・ユーザー名を見つけ
られなかった場合は、
Oracleユーザー名および
データベース名を探し
て、パスワードを取得し
ます。Oracle Reports 
Servicesがパスワードを
見つけると、レポートが
実行されます。

なし。

パスワードが見つからな
かった場合、Oracle 
Reports Servicesはデー
タベース認証フォームを
返します。

データベース・パス
ワードを入力します。

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列
Oracle Reports 
Servicesの応答の応答の応答の応答 ユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクション
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<$username>/password@database 接続文字列表のプレース
ホルダ・ユーザー名を探
します。ユーザー名が見
つかると、Oracle 
Reports Servicesはレ
ポートを実行します。

なし。

プレースホルダ・ユー
ザー名が見つからなかっ
た場合、Oracle Reports 
Servicesはデータベース
認証フォームを返しま
す。ユーザーがレポート
を実行するためには、認
証が必要となります。

Oracleユーザー名およ
びパスワードを入力し
ます。

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列
Oracle Reports 
Servicesの応答の応答の応答の応答 ユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクションユーザー・アクション
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Webカートリッジから CGIへの
F

Webカートリッジからカートリッジからカートリッジからカートリッジから CGIへの移行への移行への移行への移行

この付録では、Webカートリッジから CGIに移行する方法を、順を追って説明します。こ
こでは、Webカートリッジを使用して Oracle Application Server（OAS）上に構成されてい
る Oracle Reports Servicesサーバーがすでに存在することを前提としています。

F.1 CGIへの移行の利点への移行の利点への移行の利点への移行の利点
CGIはWebの HTTPプロトコルのコンポーネントです。これは、Oracle Reports Services
サーバーと動的に通信するための、プラットフォームに依存しない標準の方法です。利点
は、次のとおりです。

� オープン性

ほとんどのWebサーバーが CGIをサポートしています。これが最も一般的な実装で
す。

� 容易な実装

CGIの実装は、Webカートリッジよりも短時間で済み、かつ容易です。

注意注意注意注意 : Oracle Portal Listener、CGI対応の任意のWebサーバーまたは
Java関連の任意のサーブレットを使用して Oracle Reports Servicesサー
バーを構成した場合は、すでに Oracle Reports Servicesサーバー CGIの構
成が終了しています。移行は必要ありません。
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CGIに移行するためのステップ
F.2 CGIに移行するためのステップに移行するためのステップに移行するためのステップに移行するためのステップ
CGIに移行するには、次のステップが必要です。

1. ソフトウェアのインストール

2. OASの構成

3. CGIの構成

4. 環境変数の設定（オプション）

5. マップ・ファイルの名前の変更（オプション）

6. CGI URLを使用したレポートの実行

7. Webページ上のレポート・リンクの更新

これらのステップは、OASマシン上で実行します。また、これらのステップは、Webカー
トリッジを使用する Oracle Reports Servicesサーバーがすでに存在することを前提としてい
ます。

F.2.1 ステップステップステップステップ 1.ソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストールソフトウェアのインストール
ソフトウェアをインストールするには、次のようにします。

1. Oracle Reports Services Developer Thin Clientをインストールします（まだインストー
ルしていない場合）。

2. Oracle Reports Services用の TNSnamesサービス・エントリが、Oracle Reports 
Servicesサーバーと通信するために CGIによって使用される tnsnames.oraファイル
の中にあることを確認します。

� OASが Oracle Reports Servicesとは異なるマシン上にインストールされている場合
は、OASの ORACLE_HOMEにある tnsnames.oraファイルを調べて、Oracle 
Reports Servicesサーバーの TNSnamesサービス・エントリが存在することを確認
します。

� OASリリース 4.0.8が Oracle Reports Servicesと同じマシン上の異なる Oracleホー
ムにインストールされている場合は、Oracle Reports Servicesサーバーの
TNSnamesサービス・エントリを OASの ORACLE_HOMEにある tnsnames.ora
ファイルに追加する必要があります。

� OASリリース 4.0（OAS 4.0.8より前のリリース）が Oracle Reports Servicesと同じ
マシンにインストールされていて、同じ ORACLE_HOME内にある場合は、追加の
TNSnamesエントリは不要です。
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CGIに移行するためのステップ
F.2.2 ステップステップステップステップ 2. OASの構成の構成の構成の構成
OASを構成するには、次のようにします。

1. ブラウザを起動します。

2. Oracle Application ServerのWelcomeページで、「「「「OAS Manager」」」」をクリックします。

3. OASマネージャのナビゲーション・ツリーで、Webホーム・サイト・アイコンの横の
「+」アイコンをクリックします。

4. HTTPリスナー・ノードを拡張します。

5. 必要に応じて、リスナーを作成するか、使用するリスナーを拡張します。

6. 「ディレクトリ」「ディレクトリ」「ディレクトリ」「ディレクトリ」をクリックし、次の表の情報を使用して OASディレクトリ・マッピン
グを構成します。

F.2.3 ステップステップステップステップ 3. CGIの構成の構成の構成の構成
CGIを構成するには、次のようにします。

1. Windowsでは、（ORACLE_HOME¥BINディレクトリにある）rwcgi60.exeファイルを
CGI-BINディレクトリにコピーします。UNIXでは、（ORACLE_HOME¥BINディレクト
リにある）rwcgi60ファイルを CGI-BINディレクトリにコピーします。CGI-BINディ
レクトリは、OASディレクトリ・マッピングで定義されます。この例の CGI-BINディ
レクトリは、C:¥OAS¥BINです。

2. OASと Oracle Reports Servicesが異なるホーム・ディレクトリにある場合は、Oracle 
Reports Servicesホームを OASホームにコピーすることも必要です。

Windowsでは、Oracle Reports Servicesホームが D:¥ORANT¥REPORTS60で OASホー
ムが E:¥ORANT¥OASである場合、E:¥ORANT¥OAS内に REPORTS60サブディレクトリ
を作成し、テンプレート・ファイルを D:¥ORANT¥REPORTS60から
E:¥ORANT¥OAS¥REPORTS60に移動する必要があります。

UNIXでは、Oracle Reports Servicesホームが /private1/oracle6i/reports60で
OASが /private1/oasである場合、次のコマンドを実行します。

cd /private1/oas
mkdir reports60
cd reports60
cp /private1/oracle6i/reports60/dbauth.htm
cp /private1/oracle6i/reports60/sysauth.htm
cp /private1/oracle6i/reports60/dbsysdif.htm
cp /private1/oracle6i/reports60/dvsyssam.htm

ディレクトリの説明ディレクトリの説明ディレクトリの説明ディレクトリの説明 物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例物理ディレクトリ例 仮想ディレクトリ例仮想ディレクトリ例仮想ディレクトリ例仮想ディレクトリ例 必要な権限必要な権限必要な権限必要な権限

BIN C:¥OAS¥BIN /CGI-BIN 読込みおよび実行
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CGIに移行するためのステップ
F.2.4 ステップステップステップステップ 4. 環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）環境変数の設定（オプション）
Webカートリッジ環境変数（たとえば、マップ・ファイルまたはヘルプ・ファイルの場所を
指定するための REPORTS60_OWSHELP）を設定する場合は、CGI用の環境変数（たとえば
REPORTS60_CGIHELP）を設定する必要があります。

現在使用されているWebカートリッジ環境変数を表示するには、ブラウザを起動して、環
境変数表示コマンドとともに OASカートリッジの URLを入力します。たとえば、次のよう
に入力します。

http://my_webserver/rwows?showenv

F.2.4.1 Windows NT
オラクル社では、変更を行う前に、まずレジストリのバックアップを取ることをお薦めして
います。次のようにします。

1. デスクトップで、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→→→→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択します。

2. regeditと入力してレジストリ・エディタを表示します。

3. Hkey_Local_machine→→→→ Software→→→→Oracleを拡張します。

4. 「編集」「編集」「編集」「編集」→→→→「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」→→→→「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」値を選択して、CGI環境変数を追加します。

詳細はオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

F.2.4.2 UNIX
OASマシン上の環境変数は、シェル・スクリプトを作成して設定することもできます。そ
うするには、設定する各環境変数について、次のようなコマンドの入ったファイルを作成し
ます。次に例を示します。

setenv REPORTS60_CGIHELP myhelp.html

F.2.5 ステップステップステップステップ 5. マップ・ファイルの名前の変更（オプション）マップ・ファイルの名前の変更（オプション）マップ・ファイルの名前の変更（オプション）マップ・ファイルの名前の変更（オプション）
キー・マップ・ファイルを使用してパラメータを単純化したり隠したりする場合は、Web
カートリッジ用のキー・マップ・ファイルの名前（たとえば owscmd.dat）を、CGIが認識
できるファイル名（たとえば cgicmd.dat）に変更する必要があります。
（ORACLE_HOME¥REPORTS60にある）owscmd.datファイルをコピーして、cgicmd.dat
に改名できます。

これで、Webカートリッジから CGIへの移行が完了します。
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CGIに移行するためのステップ
F.2.6 ステップステップステップステップ 6. CGI URLを使用したレポートの実行を使用したレポートの実行を使用したレポートの実行を使用したレポートの実行
正常に CGIに移行できたかどうかをテストする必要があります。構成をテストして、その構
成で Oracle Reports Servicesサーバーと通信できることを確認します。CGIの URLは、
Webカートリッジの URLとは異なります。次の CGI URLを使用してテストを実行します。
この例では、REPORTS60_REPORT_SERVER環境変数がデフォルトの Oracle Reports 
Servicesサーバーをポイントするように設定されていることを前提としています。この場
合、SERVERコマンドライン引数は不要です。

http://your_webserver/CGI-BIN/RWCGI60.EXE?REPORT=your_report.RDF+userid=username/
password@mydb+DESFORMAT=HTML+DESTYPE=CACHE

（Webカートリッジ用の）RWOWS60実行ファイルを使用せずに、（ステップ 2で定義した）
CGI-BINパスから（CGI用の）RWCGI60実行ファイルをコールして、URLをコールするこ
とに注意してください。Oracle Reports Servicesサーバーとの通信にWebカートリッジまた
は CGIのどちらを使用している場合でも、?（疑問符）の後の引数は同じです。

F.2.7 Webページ上のレポート・リンクの更新ページ上のレポート・リンクの更新ページ上のレポート・リンクの更新ページ上のレポート・リンクの更新
レポート・リクエストを実行するリンクを持つWebページを保持する場合は、CGI-BINパ
スから RWCGI60実行ファイルをコールするように URL参照を変更する必要があります。

Oracle Portalを使用したアクセス制御に対応するようOracle Reports Servicesサーバーを構
成した場合は、Oracle Reports Servicesサーバー・アクセス制御にある、Oracle Reports 
Servicesサーバー用に作成されたWebゲートウェイ値を変更する必要があります。
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CGIに移行するためのステップ
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トラブルシューティ
G

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

付録 Fには、Oracle Reports Services構成のトラブルシューティングに関する情報が記載さ
れています。

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法

Oracle Reports Servicesを起
動してもハング・アップし
ているように見える 

tnsnames.oraファイルに構文エラーがあり、Oracle Reports 
Servicesが TNS名を解決できない可能性があります。 

メモリーに原因がある場合には、再起動してください。

「デーモンはポートのリスニ
ングに失敗しました」とい
うエラー・メッセージが表
示される 

ある Oracle Reports Servicesが動作しているポートと同じポート
をリスニングしている Oracle Reports Servicesを起動すると、こ
のエラーが発生します。Net8か TCP/IPセットアップの問題の可
能性があります。

プリンタ（REP‐ 3002）が
初期化できない

Oracle Reports Servicesがプリンタへのアクセス権限を持ってい
るかどうかを確認してください。Windowns NTの場合、システ
ム・アカウントは通常、プリンタへのアクセス権限を持っていま
せん。Oracle Reports Servicesを NTサービスとしてインストール
し、「ログオン」「ログオン」「ログオン」「ログオン」フィールドにプリンタ・アクセス権限を設定せず
にシステム・アカウントシステム・アカウントシステム・アカウントシステム・アカウントまたは別のアカウントを使用している状
況が考えられます。「ログオン」「ログオン」「ログオン」「ログオン」フィールドで、デフォルトのプリ
ンタ・アクセス権限を持つアカウントを指定する必要があります。
このプリンタは必ず存在する必要はありませんが、ドライバは必
ずインストールする必要があります。

UNIXの場合は、uiprint.txtファイル内にプリンタを構成し
てください。
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Oracle Reports Servicesを起
動すると、サーバー・エ
ラー 186が表示される

通常、これは tnsnames.oraまたは sqlnet.oraに問題がある
ことを示しています。tnsnames.ora内の Oracle Reports 
Servicesのエントリを調べてください。通常のエントリは次のよ
うな記述になっています。 

repserver.world = (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp) 
(HOST=144.25.87.182)(PORT=1951)) 

この例では、.worldが名前に付加されていますが、これは
worldが sqlnet.oraファイルに指定されているドメインである
ためです。sqlnet.oraに NAMES.DEFAULT_DOMAIN設定値
が定義されていない場合は、サーバー・インスタンスの名前の
.worldは省略してください。

tnsnames.oraファイルに問題がないようであれば、
sqlnet.oraファイルを調べてください。このファイルで使用す
る適正なデフォルト値は、次のとおりです。

TRACE_LEVEL_CLIENT=OFF names.directory_path = (TNSNAMES) 
names.default_domain = world name.default_zone = world 

プロトコルが TCPの場合は、Net8 TCP/IPアダプタと Net8がイ
ンストールされていることを確認してください。最後に、インス
トールされている Net8のバージョンが、Oracle Reports Services
に付属しているバージョンより前のものでないことを確認してく
ださい。

レポートを開くときにエ
ラーとなる 

レポートの名前と拡張子を調べてください。UNIXマシンの場合、
実際のレポート名の大文字と小文字は URLで指定されているとお
りである必要があります。Windowsでエクスプローラを使用して
いる場合は、コピーしているファイルおよび名前を変更している
ファイルの拡張子を非表示にしないでください。（エクスプローラ
で「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を調べてください。）この状態になっ
ていると、your_report.rdf.txtのような名前でファイルが
作成できません。かわりに DOSウィンドウでファイルを操作して
ください。 

または、REPORTS60_PATH環境変数で定義されたパスにレポー
トが存在することを確認してください。

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
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Windows NTサービスとし
て Oracle Reports Services
を実行中のトラブル

SYSTEM以外のユーザーの元で運用するように Oracle Reports 
Servicesサービスをインストールしている場合は、次の事項を確
認してください。 

� ユーザー・アカウントに、ユーザー マネージャで選択されて
いる「パスワードを無期限にする」オプションが付いている。 

� ユーザー・アカウントが、Oracle Reports Servicesを実行し、
レポート・ファイルにアクセスするための適切なグループの
メンバーになっている。 

� ユーザー・アカウントが少なくともデフォルト・プリンタの
印刷権限を持っている。 

� ユーザー・アカウントがサービスにログインできる。「スター「スター「スター「スター
ト」ト」ト」ト」→→→→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→→→→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→→→→「ユーザー「ユーザー「ユーザー「ユーザー マネーマネーマネーマネー
ジャ」ジャ」ジャ」ジャ」,「原則」→「原則」→「原則」→「原則」→「ユーザーの権利」「ユーザーの権利」「ユーザーの権利」「ユーザーの権利」の順で選択してくださ
い。「高度なユーザー権利の表示」「高度なユーザー権利の表示」「高度なユーザー権利の表示」「高度なユーザー権利の表示」をオンにします。「権利」
リストから「サービスとしてログオン」を選択します。「この「この「この「この
権利を与えられたアカウント」権利を与えられたアカウント」権利を与えられたアカウント」権利を与えられたアカウント」リストにユーザーがまだ登録
されていない場合は、「追加」「追加」「追加」「追加」ボタンをクリックします。

サービスを起動するときは、ユーザー名の他にドメインも明示的
に指定する必要があります（ユーザー名およびドメイン）。
Windows NTから、このサービスが正常に処理できなかったとい
うメッセージが送られ、エラー・メッセージ番号が返された場合
は、Oracle Reports Services Builderオンライン・ヘルプでメッ
セージ番号を探してください。 

ops$アカウントが機能しな
い

セキュリティ上の理由により、Oracle Reports Servicesでは ops$
アカウントはサポートされません。USERID=/を付けてコマンド
ラインを Oracle Reports Servicesに渡すと、エラーとなります。
Oracle Reports Servicesはクライアントのユーザー名ではなく
Oracle Reports Servicesが処理するユーザー名の使用を試みるた
めです。 

データベース・ロールが予
想どおり動作しない

データベース・ロールを利用している場合、Oracle Reports 
Servicesはジョブ・リクエストのデータベース接続に適したデ
フォルトのロールを取り込み、それを設定します。デフォルトの
ロールがパスワードを必要とする場合、Oracle Reports Services
はいったんログアウトしてから、再びデータベースにログインし
ます。したがって、ロール名レポート・プロパティを使用して、
パスワードを必要とするロールをレポートそのものに入れておく
のが賢明な方法です。Oracle Reports Servicesはジョブ単位にデ
フォルトのロールを取り込んで設定するので、ジョブ間でロール
を共有させることはできません。これは、セキュリティを確保す
るためのものです。

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
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URLマッピングが機能しな
い

キー・マップ・ファイルが有効か確認してください。このファイ
ルは、REPORT60ディレクトリ内にある cgicmd.datという名前
のファイル（Oracle Reports Servicesサーバー CGIまたはサーブ
レットの場合）か、REPORTS60_CGIMAP環境変数に設定されて
いる値に従った名前のファイルである必要があります。

キー・マップ・ファイルを見つけ出すために、まず次のように入
力し（CGIの例）、キー・エントリが生成されたページ上で正しく
構文解析されていることを確認してください。

http://your_webserver/your_virtual_cgi_dir/rwcgi60.exe/showmap?

その後、次のようにキー・マップ・エントリを使用してレポート
を実行してください。your_keyはキー・マップ・ファイルの有
効なキー・エントリです。

http://your_webserver/your_virtual_cgi_dir/rwcgi60.exe?your_key

Oracle Reports Services 
Queue Managerからキュー
を停止できない

管理者として最初にログインするときは、ユーザー名とパスワー
ドを必ず入力する必要があります。Oracle Reports Services Queue 
Managerからキュー管理者として最初にログインするときは
（「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」→→→→「管理者ログオン」「管理者ログオン」「管理者ログオン」「管理者ログオン」）、任意のユーザー名とパス
ワードを指定できます。最初に指定するユーザー名とパスワード
は、変更されるまで管理者のユーザー名とパスワードになります。 

LocalSystemの下で Oracle 
Reports Servicesを NTサー
ビスとして利用できない

LocalSystemのユーザー IDの下で Oracle Reports Servicesを NT
サービスとして実行できない場合は、sqlnet.oraファイル内に
次の行が記述されているかをシステム管理者が確認する必要があ
ります。この行が記述されていない場合は、サーバーにアクセス
できません。

sqlnet.authentication_services=(NONE) 

ファイルが見つかりません ネットワーク・ドライブはユーザーごとにドライブ文字にマップ
されるので、Windows NTユーザーがログアウトすると、これら
のマッピングは効力を失います。ドライブ文字を使用して Oracle 
Reports Servicesにこれらのドライブを参照させることはできませ
ん。かわりに、UNCパス名を使用する必要があります。次に例を
示します。

 ¥¥SALES¥DOCUMENTS¥REPORTS

これは Oracle Reports Servicesのパラメータ、CGIおよびサーブ
レットのコマンドのマッピング、ならびに実行中のそれぞれのレ
ポート内のハードコード化されたパス名にも該当します。 

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
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レポート出力が正常に開け
ないと、Webサーバーから
報告があった 

Webサーバーからレポート出力が正常に開けないと報告があった
場合、レポート名と拡張子を調べてください。UNIXマシンの場
合、実際のレポート名の大文字・小文字は URLで指定されている
とおりになっている必要があります。エクスプローラを使用して
Windows上で操作している場合は、コピーしているファイルおよ
び名前を変更しているファイルの拡張子がエクスプローラ上で非
表示になっていないか確認してください（「表示」「表示」「表示」「表示」→→→→「オプショ「オプショ「オプショ「オプショ
ン」ン」ン」ン」）。この状態になっていると、your_report.rdf.txtのよ
うな名前でファイルが作成できません。かわりに DOSウィンドウ
でファイルを操作してください。 

レポートは設計プラット
フォーム（例： Windows）
上では正常に実行されるが、
サーバー・プラットフォー
ム（例： UNIX）上では正常
に実行されない

設計プラットフォームで使用しているバージョンがサーバー上で
使用しているものと一致しているか確認してください。一致して
いない場合は、バージョンの相違が問題の原因になっている可能
性があります。

Oracle Portalで Oracle 
Reports Servicesレポート定
義ファイルへのアクセス権
限を作成しようとしたとき、
無効なパッケージが作成さ
れた

Oracle Portalで、プリンタ、Oracle Reports Servicesサーバーお
よびレポート定義ファイルに対して定義したアクセス制御を確認
してください。 

次の点を確認してください。

� プリンタ・アクセスプリンタ・アクセスプリンタ・アクセスプリンタ・アクセス・ウィザードで定義した OSプリンタ名
が適正か。Reports定義ファイル・アクセス定義ファイル・アクセス定義ファイル・アクセス定義ファイル・アクセス・ウィザードの
「必須パラメータ」「必須パラメータ」「必須パラメータ」「必須パラメータ」ページにプリンタが表示されていない場
合、OSプリンタ名が正しく入力されていない可能性があり
ます。 

� Oracle Reports Servicesサーバーへのアクセス権限とプリン
タ（オプション）が生成されているか。

� レポート定義ファイル、サーバーおよびプリンタへのアクセ
ス権限を必要とするユーザーに、それらのアクセス権限が与
えられているか。

必要であれば修正し、このレポート定義ファイルに有効な製品
パッケージを作成してください。このレポートを特定の Oracle 
Reports Servicesサーバーに対して発行するには、有効な製品パッ
ケージを作成する必要があります。

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
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URLが要求されていると
き、レポートが実行されな
い

次の点を確認してください。

� Webサーバーが応答していることを確認してください（たと
えば、Webサーバー管理ページを呼び出してみてください）。
Webサーバーのインストール・ドキュメントを参照してくだ
さい。

� CGIまたはサーブレットの実行可能ファイルが検索でき、応
答しているか確認してください。Windows 95および
Windows NTの場合は、ブラウザの URLフィールドに次の
いずれかの行を入力してください。 

http://your_webserver/your_virtual_cgi_dir/rwcgim60.exeまたは
http://your_webserver/rwows

UNIXの場合は、次のいずれかの行を入力してください。 

http://your_webserver/your_virtual_cgi_dir/rwcgi60または
http://your_webserver/rwows

ヘルプ・ページが表示されます。表示されない場合は、Web
サーバー構成ファイル内の your_virtual_cgi_dir（通常
は cgi-bin）のマッピングを調べてください。Webサー
バー上の既存の物理ディレクトリにマップされている必要が
あります。この物理ディレクトリに RWCGI60実行形式の
ファイルのコピーも存在している必要があります。

� REPORTS60_CGINODIAG（CGIまたはサーブレットの場合）
環境変数が定義されていないことを確認してください。定義
されている場合は、すべての診断出力が無効になります。次
のいずれかの行を入力して、これを確認してください。 

http://your_webserver/your_virtual_cgi_dir/rwcgi60.exe/ showenv?

http://your_webserver/rwows/showenv? 

上の行を入力すると、他のパラメータまたは環境変数を確認
できます。 

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
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� REPORTS60_PATH環境変数が定義されていることを確認し
てください。次のいずれかの行を入力して、環境変数を調べ
てください。

http://your_webserver/you_virtual_cgi_dir/rwcgi60.exe/ 
showenv?http://your_webserver/rwows/showenv? 

� 次のいずれかの行を入力して、単純なレポートをブラウザに
表示してください。

http://your_webserver/your_virtual_cgi_dir/
rwcgi60.exe?server=your_repserver+report=your_report.rdf
+userid=scott/tiger@mydb+desformat=html
http://your_webserver/rwows?server=your_repserver+ 
report=your_report.rdf+userid=scott/tiger@my_db+ 
desformat=html 

レポートが表示されない場合は、

� Oracle Reports Services Builderより Your_report.rdfが正
常に実行されているか、もしくは指定されたディレクトリに、
Oracle Reports Services Runtimeの Your_report.rdfが
REPORTS60_PATHに基づいて配置されているか確認してく
ださい。

� データベース接続文字列が適正であることを確認してくださ
い。

� レポートを発行しようとしている Oracle Reports Services
サーバーが、制限されていないかを確認してください。制限
を受けている場合には、サーバーへのアクセス特権を得る必
要があります。Oracle Reports Servicesのシステム管理者に
相談してください。

� 発行しようとするレポートが制限されていないかを確認して
ください。その場合には、制限されている Oracle Reports 
Servicesサーバーを実行するためのアクセス権限を得る必要
があります。Oracle Reports Servicesのシステム管理者に相
談してください。

Oracle Reports Servicesサーバーは、レポートとレポートが使用
するすべての外部ファイルへアクセスする権限を持っている必要
があることに注意してください。 

レポートを Oracle Reports Servicesサーバーに送るとき、レポー
ト定義にパラメータ値が明示的に設定されている場合は、パラ
メータ用の In Report値を使用する必要があります。たとえば、
Oracle Reports Services Queue Managerからレポートを起動して
いると想定します（「ジョブ」「ジョブ」「ジョブ」「ジョブ」→→→→「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」）。「レポート・モー
ド」および「オリエンテーション」パラメータに「レポート」「レポート」「レポート」「レポート」を
指定し、そのどちらもレポート定義に指定されている値を持って
いない場合は、このジョブは正常に実行されません。 

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
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レポートがプリンタに出力
されない

制限された Oracle Reports Servicesサーバーに対してレポートを
発行するアクセス権限を持っていますが、レポートを出力するプ
リンタに対するアクセス権限を持っていない可能性があります。
Oracle Reports Servicesのシステム管理者に相談してください。

ホスト名参照エラー レポート・リクエスト実行時に、誤った URLが入力されました。
正しい URLを使用してレポート・リクエストをもう一度出力して
ください。URLについての十分な知識がない場合は、システム管
理者に相談してください。

制限された Oracle Reports Servicesサーバーに対してレポートを
発行している場合、Oracle Portalのサーバー・アクセスに定義さ
れているWeb Gateway URLが不適正な可能性があります。

Oracle Portalで、Oracle Portalメニューから「管理」「管理」「管理」「管理」をクリック
します。次に「「「「Oracle Reports Developerセキュリティ」セキュリティ」セキュリティ」セキュリティ」と
「サーバー・アクセス」「サーバー・アクセス」「サーバー・アクセス」「サーバー・アクセス」をクリックします。編集する Oracle 
Reports Serverアクセスを検索してください。サーバー・アクセサーバー・アクセサーバー・アクセサーバー・アクセ
スススス・ウィザードの「サーバー名とプリンタ」「サーバー名とプリンタ」「サーバー名とプリンタ」「サーバー名とプリンタ」ページ上のWeb 
Gateway URLを確認してください。

注意注意注意注意 : Oracle Portalの Oracle Reports Servicesセキュリティにア
クセスできるのは、Oracle Reports Servicesシステム管理者とし
ての権限を持つユーザーのみです。

トラブルトラブルトラブルトラブル 考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法考えられる原因と対処方法
G-8 Oracle9i Application Server Oracle Reports Services レポートWeb公開ガイド



用語集用語集用語集用語集

CGI（（（（Common Gateway Interface: コモン・ゲートウェイ・インタフェース）コモン・ゲートウェイ・インタフェース）コモン・ゲートウェイ・インタフェース）コモン・ゲートウェイ・インタフェース）

Webサーバー上でアプリケーションを実行するための標準技術。CGIは、Webサーバー上
で実行されているプログラムが他のコンピュータと通信を行い、ユーザーから入力された情
報に応じて動的な HTML文書の生成を可能にする。

Cookie

ユーザーに関する情報を記憶するためにWebサーバーがユーザーのハードディスクに設け
る特殊なテキスト・ファイル。ユーザーがレポート・リクエストを保護された Oracle 
Reports Servicesサーバーに出すと、認証が行われる。ログオンに成功すると、暗号化され
た cookieがブラウザに送られる。cookieが期限切れになると、それに続くリクエスト（保
護された Oracle Reports Servicesサーバーに送られるリクエスト）は、再度認証される必要
がある。

CSS（（（（Cascading Style Sheets: カスケード・スタイル・シート）カスケード・スタイル・シート）カスケード・スタイル・シート）カスケード・スタイル・シート）

CSS付き HTMLによって、複数のWebページのスタイルやレイアウトを一度にコントロー
ルすることが可能になる。スタイル・シートは、テンプレートのような役割を果たすもので
あり、フォント属性や色などのスタイル情報の集まりである。カスケードは、スタイル情報
をどのように使用するかを決めるためにWebブラウザが使用する一連のルールのことを言
う。Netscape Navigator 4.0以降および Internet Explorer 4.0以降では、カスケード・スタイ
ル・シートがサポートされている。

HTML（（（（Hypertext Markup Language: ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）ハイパーテキスト・マークアップ言語）

インターネットのWebサーバー上のドキュメントのコンテンツや他のドキュメントへのリ
ンクを指定するために使用される、タグベースの ASCII言語。エンド・ユーザーは、Web
ブラウザから HTMLドキュメントを表示し、リンクを追って他のドキュメントを表示する。

HTTP（（（（Hypertext Transfer Protocol: ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）ハイパーテキスト・トランスファ・プロトコル）

Webブラウザを持つコンピュータとアクセス中のWebサーバーの間でWebトラフィック
の転送に使用されるプロトコル。
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IP（（（（Internet Protocol: インターネット・プロトコル）インターネット・プロトコル）インターネット・プロトコル）インターネット・プロトコル）

インターネットにおける基本的なプロトコル。これにより、あるホストから別のホストへ個
別のパケットを配布できる。通常、パケットが配布されるか、配布にどれぐらいの時間がか
かるのか、複数のパケットを配布する場合、送られたとおりの順番で届くのかなどについて
は、保証されない。しかし、プロトコルが設けられることにより、信頼性や接続の概念が加
えられる。

Net8

すべてのネットワークにおいて、クライアントとサーバー間、およびサーバーとサーバー間
の通信を可能にする、オラクル社のリモート・データ・アクセス・ソフトウェア。送られた
処理や送られたデータベースの能力をサポートし、多くの通信プロトコルとかかわりを持
ち、それらのプロトコル全体をカバーしている。

Oracle Portal

Oracle Portalは、拡張可能で確実なHTMLアプリケーションやWebサイトを構築するため
の HTMLベースの開発ツールである。Oracle Reports Servicesでは、レポート・リクエス
ト、保護されたサーバーおよびレポート出力のプリントに使用される Oracle Reports 
Servicesプリンタに関する情報を保持することによって、Web上で公開されているレポート
へのエンド・ユーザーのアクセスをコントロールするために、Oracle Portalが使用されてい
る。

Oracle Portalコンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle Portalコンポーネント・ウィザードによって作成された PL/SQLのストアド・プロ
シージャ（たとえば、チャート、フォームまたは Oracle Reports Servicesのレポート定義
ファイル・パッケージ）。ストアド・プロシージャを実行することで、コンポーネントを表
示するために使用される HTMLコードが作成される。

Oracle Reports Services

複数層アーキテクチャを持つリモート・サーバー上でレポートを実行できる。Windows 
NT、Windows 95または UNIX上にインストールできる。Oracle Reports Servicesは、クラ
イアント・リクエストを操作して、すべてのジョブ・リクエストを 1つのジョブ・キューに
入れてレポートを実行できる。

Oracle Reports Services Launcher

指定したレポートの実行リクエストを Oracle Reports Servicesに送信するなど、Oracle 
Reports Servicesの Active Xコントロールによって提供される機能を使用するアプリケー
ション。

Oracle Reports Services Queue Manager

これにより、Oracle Reports Servicesに送られたジョブ・リクエストを監視、操作できる。
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Oracle Reports Servicesサーバーサーバーサーバーサーバー CGI

CGI関連のWebサーバーと Oracle Reports Services Runtimeの間のインタフェース。これ
により、Webブラウザからレポートを動的に実行することが可能になる。

Oracle Reports Servicesサーバー・サーブレット（サーバー・サーブレット（サーバー・サーブレット（サーバー・サーブレット（Oracle Reports Services Server 
Servlet））））

JavaベースのWebサーバーと Oracle Reports Services Runtime間のインタフェース。これ
により、Webブラウザからレポートを動的に実行することが可能となる。

Oracle9i Application Server

Oracle9i Application Serverは、ネットワーク・アプリケーションの実行において非常に重
要なプラットフォームである。アプリケーション論理をアプリケーション・サーバーに移動
させ、ネットワーク・クライアントを実行することにより、組織は複雑さの改善、操作性の
向上および開発と実行の簡便性の向上によって、実質的な利益を得られる。Oracle9i 
Application Serverは、データベースのWeb配布の簡便化、および従来のクライアント・
サーバーから、ネットワーク・アプリケーション・アーキテクチャへの移行を通じての財産
の完全統合を実現する、ビジネスにおいては非常に重要なプラットフォームである。

ORACLE_HOME

いくつかのディレクトリ・ベースのオペレーティング・システムにおける、Oracleのディレ
クトリ階層の最上層の別名。Oracle製品のルート・ディレクトリを示す環境変数。

PDF（（（（Portable Document Format: ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）ポータブル・ドキュメント形式）

そのドキュメントを作成するために使用されたオリジナルのアプリケーション・ソフトウェ
ア、ハードウェアおよびオペレーティング・システムからの影響を受けないドキュメントを
示す（Adobe Acrobat用の）ファイル形式。PDFファイルは、装置独自の、または解像度特
有の形式を持つテキスト、グラフィックおよび画像のいかなる組み合せも含むことができ
る。

RWCLI60

コマンドラインを解釈し、指定した Oracle Reports Services（RWMTS60）に送る実行ファ
イル。

TCP/IP (Transmission Control Protocol based on Internet Protocol)

あるホストから別のホストへの信頼性の高いデータ配信のためのインターネット・プロトコ
ル。

tnsnames.ora

サービス名に割り当てられた接続記述を含む Net8ファイル。このファイルは、すべての
ユーザーが使用するのか、個別のユーザーが使用するのかによって、総合的またはローカル
に保持される。
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URI（（（（Uniform Resource Identifier: 同一リソース識別子）同一リソース識別子）同一リソース識別子）同一リソース識別子）

抽象的または物理的リソースを識別するために使用されるロケーション（URL）の簡潔な文
字列表記。URIは、エンコードされたアドレス文字列を使用してオブジェクトにアクセスす
る目的でインターネットのために開発されたアドレッシング・スキームまたはプロトコルの
1つである。 

URL (Uniform Resource Locator)

URIの形式である URLは、インターネット上で有効なリソースのロケーションを表す簡潔
な文字列表記である。また、これは Oracle9i Application Serverへのリクエストをエンコー
ドするためにクライアントが使用するテキスト文字列の形式でもある。

Webサーバー（サーバー（サーバー（サーバー（Web Server））））

リモートWebブラウザからの HTTPリクエストに応じてWebページを表示したWebサイ
ト上で実行されるサーバー・プロセス（HTTPデーモン）。

Webブラウザ（ブラウザ（ブラウザ（ブラウザ（Web browser））））

エンド・ユーザーが、コンピュータに保存されている HTMLドキュメントやプログラムを
読むために使用するプログラム（Webサーバーによって動作する）。

キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（cache））））

現在アクセスしている、またはユーザーによって変更されたデータベースのデータ、または
ユーザーをサポートするために Oracle Reports Servicesサーバーが要求するデータのための
一時記憶領域。多くは互換的に使用される。

ドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（Domain））））

データベースのようなネットワーク・オブジェクトを、ネットワーク・サービスのネーミン
グを明確にしつつグループ化したもの。

認証（認証（認証（認証（Authentication））））

ユーザー、装置またはコンピュータ・システムにおけるその他のエンティティの識別を確認
するプロセス。多くはシステム内のリソースへのアクセスを許可するための必要条件として
行われる。

フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（Fail-over））））

あるコンポーネントが失敗した場合に、類似した別のアクティブ・コンポーネントを使用し
て計算システムを再構成する機能。
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プッシュ配布（プッシュ配布（プッシュ配布（プッシュ配布（Push delivery））））

クライアントからのリクエストではなく、サーバーによって行われる情報の配布。Oracle 
Reports Servicesは、レポート・リクエストが保護された Oracle Reports Servicesサーバー
上で自動的に実行されるようにスケジュールすることにより、レポートを Oracle Portalサイ
トにプッシュできる。エンド・ユーザーは Oracle Portalサイト上のリンクをクリックするこ
とでレポートを表示できる。 

プレースホルダ・ユーザー名（プレースホルダ・ユーザー名（プレースホルダ・ユーザー名（プレースホルダ・ユーザー名（Placeholder user name））））

ユーザーは、プレースホルダ・ユーザー名によって、Oracleのデータベース・ユーザー名で
はなくそのユーザー独自のユーザー名を使用してデータベースにログオンできる（たとえ
ば、$user_name@database）。プレースホルダ・ユーザー名によって、次のことが可能に
なる。

� ユーザーが、複数のレポートを 1つのデータベースから一度に実行できる。

� 複数のエンド・ユーザーが、同じレポートを実行し、それぞれの結果を取得できる（た
とえば、あるユーザーは東日本の販売結果を取得し、別のユーザーは西日本の販売結果
を取得する、など）。

ただし、ユーザーが最初にデータベースにログオンするときは、Oracleユーザー名およびパ
スワードを使用してログオンする必要がある。それに続くリクエストに対しては、Oracle 
Reports Servicesがユーザー独自のユーザー名をデータベース接続表から探し出す。独自の
ユーザー名が見つかると、Oracle Reports Servicesサーバーは対応するパスワードを cookie
から取得し、レポートを実行する。

ポート（ポート（ポート（ポート（Port））））

特定のプログラムに送られた、または特定のプログラムから送られてきたデータの経路を決
めるために TCPが使用する番号。
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